
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ひがな一日、庭でゴロゴロしている犬。

　白くてモフモフな毛に覆われた、大きなわんこ。

　優しいお嬢様に可愛かわいがられる毎日。

　お金持ちのパパさんに養ってもらう毎日。

　おっさんの美味おいしい料理を腹一杯食べる毎日。

　メイドさんたちに囲まれてブラッシングしてもらう毎日。

　何をするわけでもなく、ただただのんびりと暮らす。

　それが俺の日常だ。

　前世のつらいことなどもはや忘れた。

　死んだように生きていた人間だった頃のことなど忘却の彼方かなただ。

　俺は今、最高に生きている。

　労働から解放された俺の人生、いや犬生はいま最高に輝いているのだ。

　働かないで食う飯は美味うまいかと問われたら、俺は自信を持ってこう答えよう。

「わんっ！（最高に美味しいですっ!!）」

　キリリと顔を引き締め、俺にその質問をしてきたネズミに解答した。

「……ちゅー（……そこまで堂々と言われては、二の句が継げぬわ）」

　溜ため息いきをついたこのネズミ、その正体はレンヲヴルムという名の巨大なドラゴンだ。

　かつてこいつの巣に薬草を失敬しに行った際、勘違いで戦う羽目になってからというもの、なぜか俺の毛皮に住み着いてしまった変わり者である。

「にゃーん（ロウタさんの、不労働への熱意は並々ならぬものがありますねぇ）」

　俺たちが涼んでいる木の上から、赤い毛並みの猫が鳴く。

　こいつはナフラ。どう見ても猫にしか見えないが、その正体はホムンクルスだそうな。

　ナフラは箱座りの姿勢から立ち上がると、ぐーっと伸びをして俺の腹に飛び降りてきた。

「にゃー（さすがはロウタさんです。普通そこまで堂々とは言えないですよ。恥ずかしくて）」

「わっふっふ（はっはっは、褒めるな褒めるな）」

　照れるじゃないか。

「にゃにゃーん（あははー、褒めてるように聞こえるのが、筋金入りって感じですねー）」

　うむ、ペット道を極めんと日夜努力してるからな。

　具体的には、食ったり、寝たり、食ったり、寝たり、お嬢様と遊んだり、食ったり、寝たり。

　ペットの朝は遅い。

　つらくはないです。

　好きでやってることですから。

「ちゅー（引き締まった顔で、とてつもなく情けないことを言っておる……。誇り高き魔ま狼ろう王おうの名が泣いておるのじゃ……）」

　魔狼王？　知らない子ですね。ここにいるのは一匹の白わんこですよ。

「わふー！（ですよねー！　お嬢様ー！）」

　膝枕をしてくれるお嬢様に、俺はくふんと甘えた声を上げる。

　いまは可か憐れんなお膝の上で、絶賛お昼寝中なのだ。

　お嬢様はそんな俺をなでなでしながら、上等な紙質の手紙を見せてきた。

「ふふー。知ってますか、ロウタ。近いうちにエリザベスちゃんが遊びに来るんですよ。次の手紙が来る頃には細かい日取りが決まってるはずですって」

　もちろん、知っておりますとも。何回も聞かされましたからね。

　手紙を読み返す姿を見るのも、いったい何度目になるのか。

　友達に久しぶりに会えるのが本当に楽しみなようだ。

　手紙の送り主は、お嬢様の親友たるドリ子様──ではなくてエリザベスお嬢様だ。

　ファルクス家ご一行が王都へ旅行に行った際、現地で仲良くなったご令嬢だが、今でも頻繁に手紙でやりとりを続けているご様子。

　優しいお嬢様は毎回俺にも読み聞かせてくれるので、内容はバッチリ把握済みだ。

　向こうで元気でやっているらしい。不仲だった両親も家に帰ってきたことだって知っている。

　実はメアリお嬢様の知らないところで、俺はあのドリルヘアのお嬢様と会っているのだが、その時のことは書いていなかった。

　ヘカーテやゼノビアちゃんと一緒に、王都で派手にやらかしてしまったのだが、どうやらお嬢様にそのことは伝えないつもりらしい。

　あの日は一晩でいろんなことが起こったからなぁ。

　エルフの盗賊を捕まえたと思ったら、奴隷にされたその姉たちを助けるために王都へ向かって、違法ペット業者と決別しようとするドリ子様に遭遇し、違法業者が実は王家転覆を狙うテロリストで……、みたいな。

　思い返してみると、なかなかの大事件だった。

　その後の顚てん末まつはよく知らないが、ギルドのお偉いさんだったヘカーテがいたし、上手うまく納めてくれたんだと思う。

　わりと国家の一大事だったしな、大企業のご令嬢だけあって、そこら辺のコンプライアンスはしっかりしているのだろう。

　俺としても、お屋敷で寝ていたはずのわんこな俺が、王都でやんちゃしてたなんてバレたら困る。

　そこも空気を読んで秘密にしてくれたんだろう。

　そういうところ、素敵ですよ、ドリ子様。

　ちなみにコンプライアンスがこの使い方で合っているのかは知らん。

　前世の知識とかどうでも良すぎて、まじでどんどん忘れていってるわ。

「エリザベスちゃんにまた会えるのが楽しみですねっ。早くお話ししたり遊んだりしたいですっ」

「わふー（そうですねぇ）」

　初めてできた、同年代かつ近い立場の友達とあって、お嬢様は本当に嬉うれしそうだ。

　お嬢様が嬉しいと俺も嬉しい。

　あの高慢ちきなご令嬢が、こんな風にお嬢様と仲良くなるとは、思ってもみなかったもんなぁ。

　最初に出会ったときは凄すごかった。

　開口一番、『貴方あなたの犬を献上しなさい』だからな。

　まぁ、お嬢様と同じく俺が犬に見えるというフシアナアイを持っている時点で、こうなることは予想できていたのかも知れない。類は友を呼ぶ的な意味で。

　乗り物にしていたあの地竜のことも、ちょっと大きなトカゲくらいに思っているに違いない。

　手紙によると、あの地竜も元気にやっているようだ。

　魔物たちの精神すら削るくっそまずい飼料を美味いとのたまい、ドリ子様に踏まれることを至上の喜びとする、大変な変態ドラゴンだった。

　まぁ、俺の毛皮に住み着いているドラゴンを見ている限り、ドラゴンというのは多かれ少なかれ変態なのかも知れないが。

「ちゅちゅー！（ぬし様！　また失礼なことを考えておるじゃろう！）」

　黙るがいい、千年喪女ショタケモナーめ。

　自らのペド属性を消してからかかってこい。

「ちゅちゅちゅー！（ぬぬぬー！　人間にしか発情せんぬし様の方が、よっぽど異常なんじゃからな！）」

　失礼な。俺は女性陣をそんなやらしい目で見たことはないぞ。あくまでも目の保養である。

　どこまでも眼福。心にあるのは、よかもんを見たという感謝だけよ。

　ペットたる我に恋などいらぬ。

　この身に必要なのは、ただただ甘やかして養ってくれる存在のみよ。

　それはつまりお嬢様のことである。

　可愛くて優しくて良い匂いがして、何よりお金持ち。

　完璧かよ。

　何があろうと一生お仕えするのだ。

　なお特に働く気はない。

　むしろこうしてお嬢様の膝に頭を乗せて、ひたすら甘えるのが俺の仕事とも言えるのではなかろうか。

　あーつらいわー。毎日仕事が大変でつらいわー。

　お嬢様に食べさせてもらった焼き菓子をサクサクとやりながら、俺はゴロゴロと寝返りを打った。

　怠惰極まるペット生活、最高である。
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　そんな風に、まったりと午後の休憩タイムをお嬢様と過ごしていたときのことだった。

「やってられないわ!!」

　ガシャーンと食器をひっくり返すような音がして、甲高い怒鳴り声が聞こえてきた。

「わふっ？（なんだなんだ？）」

　今の声には聞き覚えがある。

　先月、当家の屋敷に就職した見習いメイドのミラーカちゃんだ。

「何かあったんでしょうか？　見に行ってみましょう」

「わふっ（さんせーい）」

　どうやら騒ぎの元は調理場のようだ。

　俺は野や次じ馬うま根性丸出しで、お嬢様を追いかける。

　ミラーカちゃんはいったい何を怒鳴り散らしているのだろう。

　裏口の窓からそっと中を覗のぞくと、中の様子が窺うかがえた。

　ちなみにお嬢様は、後ろから俺の首にしがみついて、同じく横から窓を覗いている。

「来る日も来る日も来る日も来る日も……！　掃除、洗濯、野菜の皮むき！　こんなこと、この私がやる仕事じゃないわ！」

　そう叫ぶのは、やっぱりミラーカちゃんだった。

　ツーサイドアップの金髪がぴょこぴょこ跳ねて可愛かわいいが、その形相は怒りに染まっている。

　メイドとして雇われたのに、メイドの仕事が自分の仕事ではないとはこれ如い何かに。

　ミラーカちゃんはどこかのご令嬢だったりしたのだろうか。

　こんな下働きはわたくしのやることではなくってよ、みたいな。

「あーあー、まーたミラーカのかんしゃくが始まったよ」

「危ないから刃物は振り回しちゃ駄目ですよー」

「ミラーカ、お姉ちゃんがよしよししてあげる……」

　そばかすが可愛いベティちゃんがひっくり返った椅子を起こし、もこもこの髪が愛らしいコニーさんが落としたナイフを回収する。

　そして黒髪美人のミラさんが興奮するミラーカちゃんをなだめた。

「誰が姉よ！　名前が似てるだけで赤の他人でしょ！」

　頭をなでる手を振り払おうとするが、体格で勝るミラさんはものともしない。

　上から容赦なくミラーカちゃんの頭をいんぐりもんぐりしている。

「やってられないとか言いながら、きっちり皮むきを終えてから言う辺り、ミラーカって真面目だよなー。料理長が忙しいから、下ごしらえくらいは手伝わないと大変だってちゃんと分かってるんだろー？」

「なっ!?」

「一ヶ月前に来たときに比べたらずっと上手になりましたよね。最初はお芋がお豆みたいに小さくなっていたのに、いまはもう薄く剝むけるようになって、速度も私たちとほとんど変わらないくらい。ミラーカさんは頑張り屋さんですね」

「ななっ!?」

「ミラーカはいい子。いい子いい子……」

「なぁぁぁっ……!?」

　ミラーカちゃん、顔真っ赤である。

　ツンデレメイドか。
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　アリだな。

　おおいにアリだ。

　かまわん、どんどんやりたまえ。

「あ、あんたたち！　無礼よ！　この私にそんな口を利いてただで済むと思っているわけ!?　いったいこの私を誰だと心得ているのかしら!!」

「メイド」

「メイドですよねぇ」

「……メイド妹？」

　ミラさんはどうしてもミラーカちゃんを妹にしたいのか。

　メイド妹……。それもアリだな。

　親指があったら、ぐっと立てたいところである。

「違うわよ！　わたしはメイドなんかじゃなく、魔王軍──」

　あ、ミラーカちゃんがこっちに気がついた。

　俺とバッチリ目が合った途端、語尾が尻すぼみに小さくなっていく。

　つぶらな瞳で俺が見つめていると、冷や汗をだらだらと流し始めた。

「わふ？（魔王軍？）」

　魔王軍って言った、今？

　魔王軍と言えば、骸骨の巨人。それに金髪おっぱいの吸血鬼を思い出す。

　だけど、なんでミラーカちゃんからそんな言葉が出てきたのか。

「ち、違うわ、わたしはただのメイドよ……」

　激しく目を泳がせながら、当たり前のことをミラーカちゃんは言った。

　うむ、君はメイドだ。みんな知っている。

　ミラーカちゃんの言動の意図が分からないメイド三人衆は、そろって首をこてんと傾ける。

　そして、三人衆もようやく窓の外に気がついた。

「あっ、まずっ」

　俺ではなく、お嬢様の存在に、メイドさんたちは慌てて佇たたずまいを直して整列する。

「はわっ、見つかってしまいましたっ」

　お嬢様が俺から降りて、照れた様子でドアを開ける。

「みんな、お仕事の邪魔をして、ごめんなさい」

「い、いいえっ。ちょうど仕事も区切りが付いたところなので」

　頭を下げるお嬢様に、メイドさんたちはわたわたと手を振る。

　おサボりしているところを見られてしまったからな。ミランダさんに知られたら、お小言待ったなしだろう。

　まぁ、お嬢様が告げ口するわけがないので安心せよ。むしろお嬢様なら一緒にサボろうとするはずだ。

　あっ、そうか、ミラーカちゃんがおかしくなった理由が分かった。

　ミラーカちゃんは俺じゃなくて、お嬢様に気づいて焦ってたんだな。

　魔王軍っていうのは俺が聞き間違えただけだろう。

　耳掃除もお手入れのメニューに加えてもらわねば。

「ちゅちゅー（ペットは飼い主に似るという言葉があるそうじゃが、この節穴っぷり、本当やもしれんのう……）」

　レンが何かをつぶやいている。

　なんのこっちゃ。俺のつぶらな瞳が節穴とな？

「ちゅー（つぶらと対極にあるような目をして何を言っておる。見る者全てを震え上がらせる鋭い眼光じゃろうが）」

　ひどい、愛らしいペットになんてことを言うんだ。

　……もっと目をぱっちり開ける練習しようかな。

「お嬢様っ、そろそろ午後のお勉強の時間ですっ」

　中庭に俺たちがいなかったので探し回ったのだろう。トアちゃんが息を切らせてやって来た。

「もうそんな時間でしたか。すぐ行きますねっ。ロウタもまたあとで、ですっ」

　お嬢様は俺の頭を優しくなでて、午後の勉強へ行ってしまった。

　そして、入れ替わるようにして、ジェイムズのおっさんが裏口から戻ってくる。

「おっ、もう剝き終わったのか。相変わらず良い仕事してるなお前ら。ミラーカも随分上達したじゃねぇか。上等上等」

　メイドさんたちが剝き終わった野菜をチェックして、おっさんが満足げにうなずく。

「いつも手伝ってくれてありがとうよ。おかげで助かってるぜ」

「ふ、ふんっ。おおいに感謝することねっ」

　腕を組んでそっぽを向くミラーカちゃん可愛いやったー。

　金髪ツンデレ妹メイド、アリアリだな！

「ちょっと、そのまま座って待っててくれ」

「なになに？　お駄賃でもくれるの、料理長」

「まぁ、そんなもんだ」

　そう言ってまな板の前に立つおっさん。

　手に取ったのは真っ赤なトマトで、すっすっと包丁を走らせると、見る見るトマトは六分割されて皮まで剝かれてしまった。

　トマトの皮って包丁で剝けるんだー。しゅげー。

　と感心してる間に、おっさんはトマトを次々と切っていく。

　それからすり潰して布で濾こしたと思ったら、あっという間に目的のものを完成させてしまった。

　グラスに注がれ、縁にレモンが飾られたそれは──

「わふっ（トマトジュースだ！）」

「さぁ、飲んでくれ。さっき畑からもいできたばかりの新鮮なやつだ」

「わーい！　ありがとう、料理長！」

「ジェイムズさんのトマトジュース、美味おいしいんですよねぇ」

「楽しみ……」

　メイドさんたちはおっさんからジュースを受け取り、さっそくその味を楽しんでいる。

「な、何よこんなもの……」

　そんなこと言いながら気になっているのが丸わかりである。

　ミラーカちゃんは抱えるように両手でグラスを持って、おそるおそる一口飲む。

　そして、その頰ほおがだらしなく下がった。

「ふあぁぁぁ……！」

　ちょっと女の子がしちゃいけない顔してますよ、ミラーカちゃんっ！

「私がこれまで飲んできたどんな者よりも美味しいなんて……！　そんなっそんな……！　こんなものを味わってしまったら、もう誰のことも飲めないっ……！」

　恍こう惚こつとした表情でジュースの美味しさを讃たたえている。

　なんか、言い回しが微妙に変な気もするが、気のせいだろう。

「わっふわっふ！（おっさん！　俺にも！　俺にもおくれよ！）」

「わーってるよ。のけ者になんてしねえって」

　俺の呼びかけに、おっさんは平皿にたっぷりとジュースを注いでくれた。

「わふん！（こりゃ美味うまい！）」

　丹念に濾された真っ赤なジュースには生臭さが全くない。

　自然な甘みと、味を調えるために加えられた塩とレモン。それからほんの少しのバジルが香り、絶妙に舌を飽きさせない。

　冷製スープにも感じられるほどの深い旨うま味みだ。

　ミラーカちゃんが恍惚となってしまう気持ちが分かるわ。

「お疲れさん。しばらくこっちは仕事がないから、少し休憩していってくれ。あ、グラスはそのまま流しに置いといてくれたら良いからな」

「わんわん！（ありがとうおっさん！）」

　礼を言う俺たちに、おっさんは手を振って次の仕事に向かっていった。

　メイドさんたちは調理場の小さい椅子に腰掛けて、わずかな休憩時間をまったりと過ごしている。

　そんな中、誰よりも早くジュースを飲みきったミラーカちゃんが、チラチラとこっちの様子を見てくる。

「わふ？（なんだ？　俺のことが気になるのかい？）」

　気になるんなら、こっちに来てモフってもええんやで？

　俺は横になって、魅惑の腹見せポーズを披露する。

　ミラーカちゃんはそんな俺を嫌そうに見下ろした後、メイドさんたちに話しかけた。

　放置された俺、悲しい。

「ねえ、あんたたち。この……、えーっとこの、犬？　を見てなんとも思わないの？」

「えっ、ロウタ？」

　悲しむ俺に気づいたベティちゃんが、ミラーカちゃんの代わりに腹をわしわしとなでてくれる。嬉うれしい。でへー。

「ここかっ、ここが気持ちいいのかっ」

　ああん、らめぇぇぇっ……！　気持ちいいのぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ……！

　わっしゃわっしゃと満足するまでなで回され、俺はくたりと力尽きた。

「ロウタは大人しくて可愛かわいいやつだねぇ」

「お仕事もたまに手伝ってくれるんですよ。高いところに手が届かない時には、どこからともなくやって来て足場になってくれたりとか」

「賢くて良い子……もふもふ……」

　せやろ。もっと言って。

「実を言うと最初はちょっと怖かったんだよね。子犬から急に大きくなったりさ。顔も厳いかついし」

「でも、一番怖がっていたトアさんが仲良くするようになって、これは大丈夫だと安心したんですよね」

「そう……。ブラッシングしたときもずっと大人しかった……」

　あの時から俺のブラッシングはメイドさんたちの日課だ。おかげで俺の毛はもつれることもなく、モフモフつやつやである。

　そういや大量に出た抜け毛とかどうしてるんだろ。

　最近は生え替わりが終わったのか、毛もあまり抜けなくなったけど、一時はすごい量だったもんな。

「そんなわけで、ロウタを見て思うことって言ったらそんなとこだね。ミラーカ、あんたもこっち来て触ってみたら？　嚙かんだりしないよ？」

「わふわふ（しないしない）」

　ペロペロはするけどな！　さぁ、その白魚のようなお手々をこっちに持ってきなさい。涎よだれでベッタベタにしてくれよう。

「……吞のん気きなものね」

　そんな風に誘う俺たちを、ミラーカちゃんは一いち瞥べつした後、椅子から立ち上がった。

　飲み終わったグラスを洗って拭いて、乾燥棚にちゃんと置いてから、調理場を出て行く。

　おっさんはそのままでいいと言っていたのに、几き帳ちよう面めんだなぁ。

「そういうところが真面目なんだよねぇ」

「絶対に良い子ですよねぇ」

「良い子……妹にしたい……」

　と、さらにメイドさんたちの好感度を上げるミラーカちゃんなのであった。
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　うちにはミラーカちゃんともう一人、新しい使用人が雇われている。

　ミラーカちゃんと違って経験豊富な老執事さんだ。

　名前は確かリッチモンドだったかな。

　何でもそつなくこなすので、パパさんの覚えもめでたい。

　まぁ、俺とはあんまり絡んだことはないんだけど。

　ミラーカちゃんと一緒で向こうから近づいてこないからな。

　やっぱ怖いのかなぁ。

　何もかもこの巨体と顔のせいだ。ゆるふわ女神め。

　などと考えながら廊下を歩いていると、パパさんの書斎から談笑する声が聞こえてきた。

「ううむ、美味い。同じ茶葉を使っているのに、こうまで味が変わるのか」

「香りだけでも違いが分かりますね。あとで淹いれ方のコツを教えて頂けませんか？」

「なに、昔取った杵きね柄づかというものです。私でよろしければ、いつでも構いませんとも」

　書類仕事をバリバリとこなすパパさん。そしてそのお手伝いをするミランダさん。

　長時間の仕事で疲れた二人に、老執事のリッチモンドさんが紅茶を振る舞っている。

　陶器のポットを片手に姿勢良く佇たたずむ姿が、執事って感じで格好良い。

　パパさんたちが言うとおり、確かに紅茶の良い香りが漂ってくる。

　俺にも分けてもらえないかなぁ。

　トマトジュースに紅茶って、水分取り過ぎだろうか。

　お腹なかたぽたぽになりそうな気がするけど、お茶菓子も分けてもらえば相殺できるな！

「わふわふー（お邪魔しまーす。俺もティータイムに混ぜて下さーい）」

　前足でドアを開けて、書斎に乱入する。

「おお、ロウタか。お前もお茶の気分かね」

　イエス。茶菓子もお願いします。

「リッチモンド君。すまないが、ロウタの分も紅茶を用意してやってくれないか。私も紅茶のお代わりを──リッチモンド君？」

　反応がないので、みんなの視線がリッチモンドさんに集中する。

「わふん？（どうしたん、リッチモンドさん？）」

　俺を見た格好のまま、リッチモンドさんは石みたいに固まっている。

　不思議に思って近づいていくと、今度はガタガタと震え始めた。

「どうしたのかね？　リッチモンド君。すごい汗だが」

「い、いいいいいえええ、なんでももももも、ありませせせせ。お代わりですねねねねね。お任せくだささささ」

　何でもないようには見えないんだけども。

　ていうか、震えすぎてポットから紅茶がこぼれない？　それ。

　俺の心配したとおり、注ぎ口はパパさんのカップから逸それ、書類に熱々の紅茶が降り注いだ。

「ぬ、ぬわーっ!?　しょ、書類がー!?」

「リッチモンドさん！　何を!?」

　パパさんが悲鳴を上げ、ミランダさんが慌てて机を拭く。

「申し訳ありません！　申し訳ありません！」

　穏やかなティータイムが、一転して大惨事だ。

「わ、わふぅ……（あわわ、これって俺のせいなのか？）」

　俺を見てこんな風になったってことは、やっぱりこの姿が怖いんだろうか。

　ミラーカちゃんもなんかそんな感じだったし。

　お屋敷の人たちはすっかり慣れたものだけど、新入りの二人にはまだまだ恐ろしいものとして映っているのかも知れない。

　これはさらなるワンワンスタイルに磨きをかけねばっ。
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　あのまま書斎に居座る度胸はなかったので、俺は庭へと逃げ戻ってきた。

「わふわふ（しょうがないから、昼寝でもするかな）」

　良いお昼寝ポイントを探してうろうろする。

　夏は過ぎたけど、まだ涼しいというほどでもないからなぁ。

　やっぱり庭の木陰がベストだろうか。茂みの下とかに入れたら涼しそうなんだけど、この巨体ではそれも無理そうだ。

　今も変へん化げの術で本来の大きさより小さくなってるけど、流石さすがにこれより小さくなったら怪しまれるからな。

　と、庭で誰かが喋しやべっている。

「焼却炉の調子がおかしい？」

「はい、そうなんですじゃ」

　ジェイムズのおっさんと庭師のおじいさんだ。

「燃えが悪いといいますか。上手うまく火が回っていないようで。もしかしたら燃え残りが詰まっているかも知れませんのじゃ。わしの悪い目では奥まで見えませんでのう」

「そういうことなら俺が見てみるよ」

「すみませんのう」

　お屋敷の燃えるゴミは、焼却炉で燃やしてから捨てているのか。

　そういやたまに煙が上のぼっていたな。今まで気にしたことなかったけど。

「わふっ（気になるから俺も見に行ってみよーっと）」

　昼寝の予定を変えて、おっさんと合流だ。

「お、なんだ、ロウタ？　手伝ってくれるのか？」

「わふっ（いんや、見てるだけ）」

「そうかそうか。偉いぞ」

　おっさんは俺をよしよししてくる。話が通じてないのはいつものことである。

　庭の片隅に置かれた焼却炉をおっさんが調べていく。

　外観を見て特に壊れているところがないことを確認して、両開きの分厚い扉を開く。

「あー、確かにじいさんの言うとおり、奥になんか詰まってるみたいだな。もっと長い火かき棒を探してこねえと」

　そう言うと、おっさんは来た道を帰っていく。

「わふ（ふーん、何が詰まってるんだろな）」

　俺が見ても分からないだろうけど、気になるので中を覗のぞいてみた。

「わふー（うーん、暗くてよく見えないな……それより、ここ埃ほこりっぽくて……）」

　細かい灰が舞っているのか、鼻がむずむずする。

　あ、これくしゃみ出るわ。止められないわ

「ふぁ、ふぁ、ぶぁくしょぉぉぉぉん!!」

　我ながら良い勢いでくしゃみが出る。

　そしてくしゃみが出た場所は密閉された焼却炉の中。

　俺のくしゃみの勢いは相当なものだったようで、燃えかすが残らず飛び出てくる。

「わぶへぇっ!?（ぶぇっ、やっちまった！）」

　俺は粉ふん塵じんの中で激しく咳せき込んだ。

「わふ……？（……ってあれ？　なんだこれ？）」

　真っ黒な燃えカスの中に、白く輝く塊があった。

　ふわふわしていて、つやつやしている。

　まるでヨゴレなど一切寄せ付けないような光沢を持ったそれに、俺は見覚えがあった。

「わふっ!?（俺の毛じゃん!?）」

　ブラッシングで抜けた毛は、全部ここで燃やされていたらしい。

　しかし焼却炉の高熱も、俺の毛を燃やすには至らなかったようだ。

　焦げ跡すらついていない。

「わっ、わふっ！（や、やばい、こんなものが見つかったら、俺の正体が疑われるっ！）」

「ちょっとこれだと短いかぁ？　まぁ、いいやとりあえずやってみよう」

　うわわ、しかもおっさんが戻ってこようとしている。

　もう時間がない。

　俺はとにかく白い毛を隠すべく、庭の茂みに押し込んだ。

　ぐいぐいと。それはもうぐいぐいと。

「お？　なにしてんだロウタ」

「わ、わんわんっ（な、なんにも！　なんにもしてません！）」

　俺はさらに茂みの前に座って、何もいないったらとアピールする。

　駄目よ、俺の毛。もこもこして出てきちゃ駄目！

「変なやつだなぁ。さて、詰まりはどうかな、と」

　上手くごまかせたようだ。おっさんは焼却炉の中に火かき棒を突っ込んで、何の感触もないことに怪け訝げんな顔をする。

「……おんやぁ？」

　中を覗いて、詰まりがなくなっていることに気づいたみたいだ。

　そして振り返る。

　そっぽを向く俺。辺りには散らばった燃えかすたち。

「…………」

　じーっと見てくるおっさんの視線が怖いっ。

　するとおっさんが破顔した。

「やるじゃねぇか、ロウタ！」

「わ、わふ？（あ、あれ？）」

「お前が搔かき出してくれたんだろう？　まさか本当に手伝ってくれるたぁな！　今晩の飯は楽しみにしとけ！」

　怒られるかと思ったのに、逆に褒められてしまった。

　毛のことはバレてないし、晩ご飯も期待できそうだ。

　やったぜ、うっほい。

　あとは誰も見てない夜中に、こっそり毛を遠くへ埋めに行けばバッチリだ。

　俺はウキウキしながら、木陰で昼寝をすることにした。
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　散らばった燃えかすも掃き終わり、誰もいなくなった庭の片隅。

　そこへ剣を下げた女性がやってきた。

　彼女はゼノビア・レオンハート。ファルクス家預かりの食客であり、元ＳＳ級の冒険者だ。

　この焼却炉の近くは、彼女が毎日の鍛錬に励む場所だった。

　正しい姿勢で、動きを確認するようにゆっくりとした素振りから始め、それがだんだんと速くなり、相手を想定した演武となる。

　まるで清流と激流がぶつかり合うような動きは、まさしく剣の達人。

　鍛錬は一時間にも及び、重い剣を長時間振り回して、息も乱さないその体力は最高位冒険者の名に恥じない姿だった。

　イメージした敵を全て倒し終え、残心し、剣を鞘さやに収める。

　ゼノビアは額に浮いた汗を拭おうと、持ってきていたタオルを拾おうとした。

　そこにはタオルと一緒にぬいぐるみが置かれていた。

　この屋敷に住む大きな犬とよく似ている。

　まるでゼノビアの鍛錬を見守るように、ちょこんと座っていた。

「ふふっ」

　愛らしい姿にゼノビアは口元を緩める。

　しかし少々中身の綿がへたっているのか、くたりと力なく倒れてしまった。

「……ううむ、洗ったのが良くなかったのだろうか。しかし肌身離さず持っているとどうしても汚れてきてしまうからな。綿を詰め直せば元通りになるだろうか……」

　買ってきたときはもう少しふっくらしていた。

　出来れば元に戻してやりたい。

　そう修繕方法を思案するゼノビアは、茂みに何か白いものが生えていることに気がついた。

「なんだ、これは？」

　つまんで引っ張ってみると、それが白い毛であることが分かる。

「これはあいつの毛か？　なぜこんなところに……」

　ゼノビアが茂みに手を突っ込むと、さらに大量の白い毛が出てきた。

「全部やつの抜け毛か。こんなところに隠して、変なやつだ。焼却炉に入れておこうか」

　抜け毛を抱え上げて、ゼノビアはふと思いついた。

「そうだ、この柔らかい毛ならば……」

　ゼノビアは毛を抱えたまま振り返る。

　そこには少し瘦せてしまったぬいぐるみがいた。

「ふふふ、覚悟しろ。あいつのようにしっかりと太らせてやる！」

　訓練を中断し、ゼノビアは裁縫道具をメイドたちに借り受けに向かった。
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「わっふぅぅぅぅぅっ!!（うおおおおっ、めっちゃ美味うまそおおおおおおっ!!）」

「がはは！　どんどん食っていいぞ！」

　おっさんが晩飯に作ってくれたのは、大きなハンバーグだ。

　網脂を巻いて旨うま味みを閉じ込めたタネを、焼き目が付く程度に焼いてから、さらに低温のオーブンでゆっくり火を通し、仕上げにふたたびブランデーでフランベする。

　そうして完成したハンバーグは、立ち上る湯気すら美味い。

　これ以上、一秒だって我慢できない。

「わんわん!!（いただきます!!）」

　口を限界まで開いて、俺はハンバーグにかぶりついた。

　俺のでかい口でも一口ではいかない巨大なハンバーグだ。食い応えはバッチリである。

　歯がパリッとした表面を貫いた瞬間。中から肉汁が爆発した。

　丹念に炒いためられた玉たま葱ねぎや、にんじんの旨味と合体した肉汁がハンバーグから飛び出す。

　まるで濃厚なスープのような味わいだ。口の中いっぱいに拡ひろがる旨味で溺れそうになる。

　ハンバーグの形はしっかり保っているのに、いざ口に入るとふわっふわで柔らかい。

　舌の上でほろほろと崩れて、あっという間になくなってしまった。

　こんなに濃厚なのに後を引かないのは、かかっているソースのおかげだろう。

　甘いとすら感じる脂の旨味を、酸味の効いたソースが引き締めてくれる。

　これはさっきのトマトを使っているのだろうか。ソースだけでもずっと舐なめていたいくらいだ。

　でもって、そのハンバーグの下にはホカホカのライスが待っている。

　ハンバーグの肉汁とソースを吸った米がもうたまらなく美味い。

「がっふがっふ！（美味いよう！　美味すぎるよう！）」

　俺は一心不乱に食った。食いまくった。

「お代わりもあるぞ！　今日はお手柄だったからな。腹がはち切れるまで食わせてやる！」

「わんわんっ！（やっほう！　おっさん太っ腹っ！）」

「というか食ってくれないと困るんだ。今までに出た切れっ端やら筋スジやらのクズ肉を全部まとめて挽ひき肉にくにしたからな。お嬢様方には出せないまかないメニューなんだ」

　ええっ、こんなに美味おいしい物をもったいない。

　もちろん全力で完食いたしますとも。クズ肉でこんだけ美味いモノ作れるおっさんは、やっぱすげえわ。

　いろんな種類の肉の旨味が合わさって、それが深い味わいを生み出しているんだな。

　食っても食っても、食い飽きない。

　食うぞー！　今日は食うぞー！

　俺はおっさんが次々焼いてくれるハンバーグを心ゆくまで堪能した。

　最後は皿に付いた肉汁の一滴まで舐め取って、俺はごちそうさまを言う。

　犬の身分は行儀も気にしないで良いから気楽だわぁ。

　食べた後、ごろんと横になっても誰も文句言わないし。

「わふぅぅん……（はぁぁぁ……。しやわせぇぇぇ……）」

　もう一歩も動けないっす。

「日増しに食う量が増えていきやがるなぁ、お前は」

　そう言いながらも、嬉うれしそうにおっさんは俺の腹をなでてくれる。

「せっかく瘦せたのに、また太っちまうぞ？」

　心配ご無用。変へん化げの術を身に付けた今、肥満など敵ではないのですよ。

「ったく、おめーが際限なく食ってくれるおかげで、こっちの仕入れも大変だぜ」

　さ、さーせん。

「まぁ、野菜だけは問題ないけどな。なぜか畑で取れる野菜がやたらと早く収穫できるようになったし、味も一級品だ。そもそも大きさが尋常じゃねえ」

　そりゃそうよ。

　魔王軍の兵士の骨と、俺のお漏らしがコラボした、特製肥料が使われてるからな。

　……いや、ホントすいません。そんなもん食わせてホントすいません。

　レンは『体に悪影響はない。それどころか下手な薬草よりも薬効がある』とか言ってたけど、本当に大丈夫かね。

「あの野菜を食い始めてから、なんか体の調子がやたらと良いんだよな。メイド衆も肌つやが良くなったって喜んでたし。なんか不思議な薬効でもあるのかね」

「わ、わふぅん？（さ、さぁ？　一介のペットには分かりませんなぁ）」

　俺は聞こえないふりをしてそっぽを向く。

　そして、レンが俺の毛皮の中でドヤ顔をしている気配がした。

　はいはい、レンたんはすごいねー。

「野菜以外は流石さすがに仕入れないと回らないんだが、今回の仕入れに限っては楽そうだぜ。おめえの好きな米も来る予定だからな」

　米食万歳。パンもパスタも大好きだが、やはり米を食わねば。

　でも、なんで今回は楽なの？

「まったく飛空船様々だぜ。輸送が難しい食材でも、空の便を使えばあっという間よ。代わりに運用費が馬鹿にならんらしいけどな」

　パパさんの飛空船のおかげかぁ。大富豪のパパさんにとっては、食材の輸送に飛空船を使うことくらい簡単ということか。

「旦那様に礼を言っとかなきゃなあ。あれがなけりゃ、こんなに早くは仕入れられなかったぜ」

　トアちゃんにもらった米は、ほとんど俺が一人で食い尽くしてしまったようで、今晩のものが最後だったらしい。

　しかし、パパさんが用意してくれた飛空船のおかげで問題なさそうだ。

　うちの大黒柱の太っ腹っぷりったら、もう素敵すぎる。

　莫ばく大だいな俺の食費も、パパさんの財力があれば余よ裕ゆう綽しやく々しやくでまかなえてしまうのだ。

　やはり金持ちの家の犬こそ、真の勝ち組ではなかろうか。

「わふふ……（ふへへ……早く飛空船が来ないかなぁ……）」
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　さて、このままお腹なかいっぱいの良い気分で寝ていても良いのだが、今晩はお出かけの予定がある。

　俺はいつものようにお嬢様のベッドから抜け出して、お屋敷の外へと旅立つ。

「わふっ（あ、お土産も用意しないとな）」

　まぁ、お土産っていつものあれなんですが。

　調理場へ向かって、また寝落ちしているおっさんに毛布を掛けてやり、お駄賃代わりに保存食を持って行く。

「わふわふっ（よし、完璧だ！）」

　首には数珠つなぎになったソーセージ。

　背中には大きな熟成肉を一つ。

　生ハムの原木を口にくわえ、準備は万端だ。

　フルアーマーな装備で完全無敵である。

「にゃーん（絵面的には面白いことになってますけどねー）」

　空間魔法で転移してきたナフラが俺の背中に乗って、さっそくソーセージをつまみ食いし始めた。

「わんわんっ（食っても良いけど、先に仕事してくれよー）」

「にゃにゃーん（おっと、わたくしとしたことが、失礼いたしましたー。目的地はガロさんたちの集落で良かったですねー？）」

「わんっ（おうっ。頼むぜ）」

「にゃんにゃん（では、ご主人様にさらなる改造を受けて、座標アンカーの設置場所が増えた私の力をご覧あれー）」

　改造って今度は何をされたんだ。

　ナフラの話を聞いてると、首がもげても大丈夫とか、触手が背中に生えたりとか、たまに怖いワードが入ってくるので油断ならない。

　ナフラがにゃおーんと高く鳴くと、景色が白んでいく。

　そして色が元に戻る頃には、その場所はお屋敷の近くではなく、深い森の中だった。

　月明かりも届きにくい暗い森だが、フェンリルアイを持つ俺には何の問題もない。

　すぐ近くのガロの集落へ歩いて向かう。

　今晩の予定はガロたち魔ま狼ろう族の快気祝いだ。

　魔王軍の幹部という吸血悪姫カーミラとの戦いで、死者こそ誰も出なかったが、怪け我がをした者はそれなりに出ていたらしい。

　まぁ、うちのネズミ型ドラゴンが尻尾でペチンペチンしたせいもあるだろうけど。

　傷の回復で落ちた体力は、美味しい肉でも食って元に戻してくれという、友人からのささやかな心配りである。

　まぁ、この保存食を作ってるのは、おっさんなんだけどな！

「ちゅー（あの屋敷の人間は、ぬし様を甘やかしすぎなのじゃ）」

　毎度おこぼれに与あずかってるやつが言えたセリフじゃないぞ。

　あと、もう一つ今日は目的がある。

「にゃー（シロちゃんクロちゃんは元気にしていますかねー）」

　そう、少し前に生まれたばかりの新たな魔狼族、シロとクロに会いに来たのだ。

　と言っても、あいつらの顔自体は結構見ているんだが、起きてるところはまだ見たことがないんだよな。

　幼い二匹は俺が来る頃にはおねむになっていて、寝顔しか見たことがない。

　最近はこの時間でも起きていられるようになったらしく、成長した仔こ狼ろうたちに会うべく本日は魔狼族の集落を訪れる運びとなったのだ。

「ガルッ！（王陛下！　ようこそいらっしゃいました！）」

　こちらへ、ささ、どうぞどうぞ。

　と、案内してくれたのは若い魔狼のまとめ役だ。何度か見たことがある。

　たしかガルとか呼ばれてたな。鳴き声と一緒だから覚えやすい。

「わんわん（あ、これみんなで食べてくれ。あんまり量はないかも知れないけど、俺からの気持ちだ）」

　繰り返すが、作ったのはおっさんだ。

「ガルガルッ！（王から賜るとは光栄の極みです！　おい！）」

　ガルが声をかけると魔狼たちが現れて、俺のフルアーマー、じゃなかった保存肉を恭しく運んでいく。

「「「ガウガウガウ！（王よ！　王よ！　偉大なる王よ！）」」」

　集落の中を先へ進んでいくと、出会った魔狼たちが平伏しながら道を開けていく。

　その毎回やるやつ、恥ずかしいのでやめて欲しいんだが。

「ちゅー（うむ、苦しうないぞ）」

「にゃー（気分が良いですねー）」

「わんわん（俺は落ち着かないわ。みんなもっと楽にしてくれ）」

　こっちは王様のつもりとか全くないんだけど、魔狼族は話を聞かないのだ。

　誰か代わってくれるやつがいるなら、速攻譲り渡すんだが。

「「きゅーんきゅーん！」」

　と、平伏する魔狼たちの間から、体をねじ込むようにして小さな影が飛び出してくる。

　白いのと黒いのが、体当たりするように俺に飛びかかってきた。

　俺の胸毛にぼふんと当たって止まるが、それでも興奮が冷めやらない様子で、ぴょんぴょんと飛び跳ねだした。

　この丸っこい毛玉たちはもしや。

「わふ？（お前ら、シロとクロか？）」

　もう歩けるようになったのか。それもこんなに速く走ってこれるとか。

　生後一ヶ月でこれとは、成長が早すぎるだろ。

「ちゅー（それはぬし様が一番言ってはいかんことじゃろ）」

　そうですね。俺は一ヶ月でもう今と変わらないサイズになってましたね。

　ぐぬぬ、俺もせめてシロクロくらいのスピードで育ちたかった。

　一番お嬢様たちをメロメロに出来る子犬タイムがあまりに短すぎた。

「「きゅーんきゅーん！」」

　仔狼たちは甘えた声を上げながら、俺の口を舐なめてくる。

「わふふ（こらこら、歓迎してくれるのは分かったから……！　ちょ、勢いがすごい……！）」

　そんな気安くペロペロと。わたくしの唇は安くはなくってよ！

　しかしそんな俺の抗議など意に介さず、シロとクロは舐めまくってくる。

「「きゅーんきゅーん！」」

「わ、わぷぷっ（ちょっ、マジでっ、涎よだれがっ、息できないっ。ペロペロするのはらめぇぇぇぇぇぇぇっ……）」

　俺はペロペロしたい派であって、ペロペロされるのは専門外ですぅぅぅぅっ！

　シロとクロの猛攻に俺はついに陥落し、好き放題に舐められまくった。

　元気すぎるだろう、お子様たちよ。

「きゅーんきゅーん！（おとーたま！　おとーたま！）」

　え、今喋しやべった？　お前らもう喋れるの？

　ていうか、おとーたまって何？

　もしかしてお父さまって言ってる？

　お父さま……？

　…………。

　いや、いやいやいやいや！

　違うよっ!?　子持ちになった覚えはないよっ!?

　ちょっとガロちゃん！　おたくの子はどういう教育をしてるのかしら！

「「きゅーん！（おとーたまー！）」」

　って、俺がまだ憤慨してる最中なのに、よじ登ってこないでぇぇぇっ！

　小さい尻尾を懸命に振りながら、仔狼たちは俺に体をすりつけてくる。

「「きゅーんきゅーん！（おとーたま、大好き！　シロとクロに名前をくれてありがとうなの！）」」

　あ？　ああ、お父さまって、名付け親って意味か。

　危ない危ない。かろうじて致命傷は避けられた。

　だが、言っておくぞちびっ子ども。

　俺はお前たちを扶養する気はない！　だって俺が扶養されたいから！

「きゅー？（フヨウってなにー？）」

「きゅー！（なにー？）」

　わー、純じゆん真しん無む垢くな瞳で問われると心に刺さるー。

　扶養というのは、自力で生活できない者の面倒を見て養うことだよ。

　つまりお嬢様と俺の関係だ。一生養われたい。

　お前たちは、お前たちにとってのお嬢様を探すが良い。

　さあ行け！　旅立つのだ！

「ちゅー（まったく、子供にいらんことを教えるでないわ）」

　背中から降りてきたレンが、仔狼たちの前でふんぞり返る。

「ちゅー！（おぬしらが起きているときに会うのは初めてじゃな。改めて挨拶しよう。わしがレンヲヴルム。竜の姫にしてこの魔狼王の正妻じゃ！　おぬしらが魔狼王の娘を名乗るなら、わしの娘として受け入れることもやぶさかではない。いやさもう愛まな娘むすめも同然じゃな！　これから竜種の矜きよう恃じを教えてやろう！）」

「きゅう！（わーい！　ちいさーい！）」

「きゅう！（かわいいー！　美味おいしそー！）」

　自分たちよりも小さいネズミが、ドヤ顔で自己紹介するのが気に入ったらしい。

　シロとクロは伏せの姿勢になって、レンの話を聞いている。

　あと不穏な言葉が聞こえたけど気にしない。

　かじられてもレンなら大丈夫だろ。

「にゃーん（わたくしめはナフラですー。よろしくお願いしますねー。ちなみにロウタさんの愛人ですー）」

　ナフラがしなを作って俺にもたれかかる。

　ええいっ、噓うそ情報を流すんじゃないっ。

「きゅー？（アイジンってなにー？）」

「きゅー？（なにー？）」

「にゃーん（愛人というのはですねー）」

　来訪数分にして、子供たちがいけない言葉を次々に覚えていく。

　かーちゃんに怒られても知らんぞ、俺は。なお、俺がその一端をになっていることは無視する。

「シロ！　クロ！　母の言いつけを破りましたね！　王が会いにいらして下さるまで巣で待ちなさいと言ったでしょう！」

　ほら、ちょうどかーちゃんがやって来た。

　正確には魔狼族はみんな空に浮かぶ月から産まれるから、全員姉妹みたいな物らしいけど。母親役ってことには違いない。

　シロとクロを追いかけてきたのは人型に化けたガロだ。

　黒髪に褐色の肌が夜に溶け込むようだ。その中にあって、黄金の瞳だけが爛らん々らんと輝いている。

　相変わらず人に化けたときのガロはすごい美人さんだ。

　魔狼たちに言わせると、獣状態の時はあれ以上の美しさらしいが、魔狼の美醜が分からない俺にはさっぱりだ。

「「きゅーんきゅーん……（ごめんなさい、おかーたまー……）」」

　謝りつつも俺の前足の間に隠れるシロとクロ。

　ここにいればガロが強く言えないことを理解しているらしい。

　したたかなやつらよ。

　むむむ、とガロは眉根を寄せたが、軽く息をつく。

　どうやら𠮟るのは後にしたらしい。

「ようこそおいで下さいました、王よ」

　微笑ほほえむガロはすんごい可愛かわいい。

　視線の鋭い強そうな美人がやるとそのギャップがなおさらだ。

　前世の俺だったら即死だったかもしれん。
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　しかし今の俺には効果がないのであった。なぜなら、俺は金持ちの犬として暮らすために生まれ変わった存在だからだ。

　飼い犬として生き、飼い犬として死ぬ。その覚悟を決めた俺に、それ以外の誘惑など一切が無意味。

　なので、魔ま狼ろう流の挨拶ペロペロをかまそうとするガロの顔に前足を置いて、ガードする。

「……王よ、私にもご挨拶をさせてくださいませんか」

「……わふわふ（……いや、もうシロとクロからたっぷりもらったので）」

「……魔狼族のまとめ役たる私が王への辞儀を怠ったとあれば、下の者に示しが付きません」

「……わふわふ（……いやいや、大丈夫だから。示しはバッチリ付いてるから）」

　ぐぐぐと顔を近づけて舐めてこようとするガロと、前足をガロの頭に置いてのけぞる俺。

　一進一退の攻防が続く。

「……王よ、私が邪よこしまな考えを持って、このようなことをしているとお思いですか？」

「……わ、わふわふ？（……ち、ちがうのか？）」

「これは魔狼族にとって、王への忠誠を誓う由緒ある儀式なのです。だから、さあ！」

「わふふー！（噓だー！　絶対噓だー！　今までそんなことしてこなかったじゃん！）」

　最近のガロは本当にぐいぐい来る。

　知っているぞ。らしくないお前のアプローチは、そこの木陰で様子を見守るバルの入れ知恵だということを。

「バウバウッ（そこです、ガロ様！　良いですぞ！　王陛下はお優しいお方。そのまま行けば必ずや絆ほだされるはずです！　押しの一手ですぞ！）」

　ええい、絆されん。俺は絆されんぞー！

「ちゅー！（こらー！　何をやっておるのじゃ！　そういうのはわしが先なのじゃー！）」

　いや、先とかもないからね。

　だが、ナイスだレン。

　レンが戻ってきてプンプンと怒ると、ガロも渋々下がる。自称正妻ポジが効いてるらしい。

　あ、さらに追いかけてきたシロとクロにレンが捕獲された。

　サイズ差的にどう考えても捕食待ったなしだが、まぁ、レンだしな。なんともないだろう。

　仔狼たちに甘あま嚙がみされて、涎まみれになるレンを生暖かい目で見守る。

「ゴフゥ……（なんだぁ？　メスからの誘いを断るとか、それでも雄かよぉ？　随分とへたれたお姿じゃねえかぁ、王様よぉ？）」

「わふん？（おん？）」

　チンピラみたいな絡み方をしてくるこの声には覚えがある。

　胸が紅あかい毛で覆われた大きな熊。

　いつぞやのブートキャンプでダイエットしていたときに、魔狼族の仲間になったやつだ。

「わふ？（えーと、お前は確かアカカブトだっけ？）」

「ゴフゥ！（アカヨロイだよぉ！　全然違うだろうがぁっ！）」

「わふわふ（わるいわるい）」

　こう、前世の知識が邪魔してな。そのうち右目を失いそうな気配がしているぞ、お前。

　しかしそのアカヨロイが何の用だろう。

　あとなんでこいつこんなケンカ腰なんだろ。

　恨まれるようなことをした覚えはないんだが。

　不思議に思っていると、巨体を揺らして、アカヨロイがずいっと顔を寄せてくる。

「ゴフゴフゥ（くくく、一度や二度俺に勝ったくらいで、いい気になるなよ、王様よぉ）」

　いや、別に勝った覚えもないが。

　一回目はこいつの攻撃を無傷で受け止めただけで、仕留めたのは他の魔狼たちだし。

　二回目はレンが尻尾で一撃で伸のしてたし。

「ゴフフゥ……（俺はまだこの森の王座を諦めてなんざいないぜ。負けた以上は部下の身でいてやろう、だが、今だけだ。いずれ力を付け、必ず返り咲く！　王になるのはこの俺様だ！）」

　アカヨロイは吠ほえ猛たけり、俺に宣戦布告をしてくる。

　しかし周りの反応は冷ややかだ。

「ちゅー（こういうのは、なんて言うんじゃったかの？）」

「にゃー（嚙ませ犬じゃないですかねー？）」

「ちゅー（それじゃそれじゃ。見事な嚙ませっぷりじゃのう）」

「きゅー（かませー）」

「きゅー（いぬー）」

「ゴ、ゴフゥッ……！（て、てめぇら、好き放題言うじゃねえか……！）」

　女子たちに突っ込まれ、アカヨロイは大きな体でたじろいでいる。

　しかし俺は違った。

　俺はやつの言葉に感激していた。

「わふっ!?（マジで!?　お前、王の座を狙ってるのか!?）」

　なにこいつ、めちゃくちゃ良いやつじゃん。

　こんなもん今すぐ譲らせてもらうわ。

　後から嫌だって言っても受け付けないぞ。

　お前が魔狼王になるんだよ！

「わんわん！（マジだな！　マジで王を代わってくれるんだな、アカカブト！）」

「ゴフゥ！（アカヨロイだっつってんだろ！　……ちっ、どうせ俺には無理だと思ってるんだろう？）」

「わんわんっ！（そんなわけがあるか！　他の誰が信じなくても俺はお前を信じるぞ！　なれるなれる！　お前なら王になれる！　諦めんなよ！　もっと熱くなれよ！）」

　俺は燃える眼まな差ざしで、心の底からやつを応援した。

「ゴ、ゴフゥ……！（くっ、このまっすぐな瞳……！　見れば分かる。こいつは一切の噓をついてやがらねえ……！　本気で俺が王になると思ってやがる……！　二度も挑み、無様に敗れたこの俺をまだ信じてくれるというのか……！）」

　俺の必死の叫びに、アカヨロイはよろよろと後ずさった。

「ゴフゥ……（なんて度量だ……。これが魔狼王の器か……）」

　そして深く溜ため息いきをついた。

「ゴフゥ……（負けたぜ……。俺の完敗だ……）」

「わふっ!?（いや、負けられると困るんですが!?）」

　王座を譲るって言ってるじゃん！　なんで諦めるんだよ!?

「ゴフゥ！（あんたに絶対の忠誠を誓うぜ、王様。俺は今日からあんたの手足だ。好きに使ってくれ。だが、もし腑ふ抜ぬけて日ひ和よった姿を見せてみろ。そのときこそ叛はん逆ぎやくの狼煙のろしを上げるからな！）」

　ええ、ここからさらに腑抜けて日和るのって難しくない？　これ以上ないくらい堕落しきった生活を送ってるんだけど？

　駄犬道を極めたつもりが、俺はまだまだだったらしい。もっともっと力を抜いて、怠惰に生きていけということか。

「さすがは王……！　どれだけ訓練を施しても反抗的だったアカヨロイを、ここまで心酔させてしまうとは……！」

　俺の前に平伏したアカヨロイを見て、ガロが驚嘆の声を上げる。

　そして周りの魔狼たちもすぐに同調しだした。

「「「ガウガウガウ！（王よ！　王よ！　偉大なる我らが王よ！）」」」

「「きゃうきゃう！（おうよー！）」」

　何もしていないのに、なぜか魔狼族の忠誠が高まっている。

　お前ら、何でも良いように受け取りすぎだと思うぞ！

　俺は魔狼王なんてなりたくないんだってば！

　聞いて、話を！　お願い！

　俺の訴えは誰の耳にも届かず、賛美を歌う魔狼族の遠とお吠ぼえは森の全てに響き渡ったのだった。




　　　　†　†　†




　その後、ちっこい毛玉のシロとクロを前足でコロコロして遊んでやったり、魔狼族たちとソーセージを味わったりしながら、まったりと森で過ごした。

　お屋敷には早めに帰ってきたつもりだが、もう真夜中になっていた。

「わふー（なんだかんだ言って、あいつらと遊ぶのも楽しいんだよな）」

　とりあえず、魔狼族との友情は残したまま、忠誠心だけを減らす方法ってないだろうか。

「ちゅー（群れの頂点に立つのは雄の本懐だと思うのじゃが、ぬし様は本当に変わっておるのう）」

「わんわん（変わってないよ。一般的なペットの思考だろうが）」

「にゃーん（一般的なペット？　それはどこにいるんでしょうか？）」

　ここにだよ！

　どう見ても可愛かわいい犬だろうが！

　ちょっと大きくて、顔が厳いかつくて、ビームを吐けるだけのただの犬だろうが！

「にゃにゃーん（またまた、ご冗談を）」

　きーっ、はら立つーっ！

　前足を招くように動かして笑うナフラに、俺は地団駄を踏んだ。

　怒りにまかせて高くジャンプ。お屋敷の高い塀を越えて着地する。

「わふー（さぁ、寝よ寝よ。夜更かししてから寝るときの気持ちよさったらないよなー）」

　翌日に何の仕事も控えていない我が身だからこそ出来る贅ぜい沢たくである。

　噴水のところで足を洗って、お屋敷に入ろうとしたら、誰かの話し声が聞こえてきた。

「わふん？（裏口か？）」

　俺がお屋敷から出るときは誰もいなかったように思ったけど、こんな真夜中まで起きてる使用人がいたのだろうか。

　俺はこっそり壁の角から裏口の様子を探ってみた。

「もう耐えられないわ、おじさま……！」

「そうおっしゃらずに、私とて今の状況はつらいのです……！」

　そこにいたのは金髪ツンデレメイドのミラーカちゃんと老執事のリッチモンドさんだ。

　お屋敷の仕事がそんなにつらいのだろうか。二人は顔をつきあわせて愚痴を吐き出している。

　新人同士、何か共通する悩みがあるのかも知れないな。

　分かるぞ。俺にも覚えがある。

　自分で考えろとか言われて、考えて動いたら勝手なことをするなと怒られるんだ。理不尽すぎる。

　……ううっ、去れ、前世の記憶っ……！

　でも、当家のメイドさんたちがそんな教え方するとは思えないんだけど。二人にしか分からない悩みでもあるのだろうか。

　そう思って聞き耳を立てていると、なんだか話している内容がおかしい。

「この隷属術式をどうにかしない限り、我々は無力な人間と変わりません。なんとか耐え忍び、逆転の手を考えるのです」

「そう言ってもう一ヶ月よ！　この魔王軍幹部五大魔将がひとり、吸血悪姫のカーミラ様が人間どもの下働きなんて……！」

　ぐぬぬ、と拳を固めて歯を嚙みしめるミラーカちゃん。

「同僚のメイドたちはみんな優しくて、仕事は丁寧に教えてくれるし、失敗しても怒られないし、なんなのこの善人共の巣窟は！　しかもまかないとして出てくる料理が美味おいしすぎて、血の味なんて忘れてしまいそうよ！　特に昼間飲んだトマトジュース、あれは極上だわ……！　芳ほう醇じゆんで力強い。もう血液なんかじゃ満足できない……！　吸血鬼の私がこんな屈辱を味わうなんて……！　こうやって私を飼い慣らす気ね……！　くっ、人間めっ……！」

「私も伯爵様にお茶の腕を褒めて頂くたびに、誇らしい気持ちになってしまっている自分に気がつきます。優秀な上司に賞賛される喜びは言葉に出来ないものがありますね。正直とても良い職場だと言わざるを得ません。くっ、人間めっ……！」

　おいおい。

　悔しがってる割には、ずいぶん人としての生活を満喫しているように見えるんですが。

　君たち、愚痴という名の自慢大会してない？

「魔王軍にいた頃の我々では考えられない状況です。どうしたものでしょう。あの魔ま狼ろう王おうに敗れた日以来、どうにも邪気が抜けている気がします」

「ちょっと、おじさま。しっかりしてよ。……とは言え、私もそうなのよね。だんだん人間に対する悪意が消えているような気がするわ。いえ、そもそも私、何で人間を滅ぼそうなんて思ったのかしら？　私はともかく、並の吸血鬼は人間と共生しないと生きていけないのに。魔王様のお姿もいまだに思い出せないし……。魔力を奪われただけじゃなくて、あの魔女に何かされたのかしら……」

「そう、その話でしたね。我々が話し合うべきは、いかにしてあの魔女の呪いを解き、力を取り戻すかでした。魔女が何を思って我々の正体を隠して屋敷で働かせているのかは分かりませんが、あの魔狼王のそばに置いているということは、我々の監視も兼ねているのでしょう。万が一我々が力を取り戻した場合は、魔狼王がすぐさま我々を嚙かみ殺す手はずになっているのです。恐ろしい二段構えですよ。やつめに我々の正体が割れてしまったら、その時はおしまいです。今度こそチリも残さず滅ぼされてしまうでしょう……」

「そ、そうよね。やつにだけは絶対にバレないようにしないとっ」

　すまん。最初から最後まで余す所なく聞いてしまった。

　まさかこのふたりが魔王軍幹部だったとは。

　倒したはずのこいつらがこうして屋敷で暮らしているのは、どうやらヘカーテの仕業のようだな。

　もう悪いことは出来ないみたいだけど、諦めてるわけじゃなさそうだ。

　見て見ぬ振りも出来ないので、俺はふたりの後ろにお座りする。

「その通りです、カーミラさん。くれぐれも慎重に、魔狼王にだけは気づかれないようにしないと……はぅわ!?」

　あ、やっと気づいた。

　フェンリル肉球は足音を消すのも得意だからな。プニプニしてお嬢様に癒いやしを与えるだけが能じゃないんだぜ。

　俺を見てガクブルと震え出すリッチモンドさん。

　さもありなん。いきなりこんなデカいのが目の前に現れたら、俺ならおしっこちびる自信がある。

「か、かかか、かかかかかカーミラさんっ……！」

「はぁん？　私はカカカカカーミラなんて名前じゃないんだけど。……何よおじさま、急に震えだ、し……て？」

　月を背後に見下ろす俺。気づいたミラーカちゃんの顔が絶望に染まる。

「わふー（まさか、お前らがなぁ……）」

　俺は溜息をついて、ふたりに一歩近づいた。

「ちち、違うわよ！　私はただのメイドよ！」

「そうです！　私もただの執事です！」

　哀れなふたりの魔王軍幹部は、尻餅をついて後ずさる。

「わふん？（ホントにぃ？）」

「「ほんとほんと！」」

「わふー（なーんだ、そっかー。俺の早とちりかー）」

「「そうそう。早とちり早とちり」」

　歩みを止めた俺に、ふたりはほっと胸をなで下ろす。

「ちゅー（いや、ぬし様の言葉を理解してる時点で、黒じゃろ）」

「「し、しまったぁ！」」

　残念、茶番が終了してしまった。

「ちゅーちゅー（まぁ、わしは最初から気づいておったがな）」

　マジかよ。早く言えよ。

　そしたらもっと面白く追い詰めてやったのに。

「「ど、どうか命ばかりはお助けを……！」」

　這はいつくばって命乞いを始める魔王軍幹部。その姿に涙がちょちょ切れそうである。

　初登場のあの強キャラ感を知っているからこそ、今の雑魚っぽい姿が憐れ極まりない。

　まぁ、ヘカーテが関わってるなら、何か考えがあってそうしてるんだろう。

　何の意味もなく、あいつがこんなことをするとは思えない。

　俺は友達を信じるぜ。

　それに二人のことは屋敷に来たときから見てるけど、ずっと真面目に働いていた。

　ミラーカちゃんは最初はひどいものだったけど、今じゃテキパキと働く優秀なメイドさんだ。

　リッチモンドさんは最初からそつなく仕事をこなしていたけど、最初の頃はもっと表情が硬かった。

　二人とも、口ではああ言いながらも、お屋敷での生活を楽しんでいるように見える。

　正体が割れたからと言って、何もしてないうちから即退治、っていうのは違うだろう。

「わん（分かった。見逃す）」

　俺の言葉を聞いた二人の顔がぱぁっと明るくなる。

　ただし忠告だけはしておかなければ。ここには俺以外にも恐ろしい人物が住んでいるのだから。

　何を隠そう、当家の暴力装置ゼノビアちゃんのことである。

「わふわふ（もしこのお屋敷の人たちに仇あだなすことがあったら、細切れに切り裂くからな）」

　ゼノビアちゃんが。

「わんわん（精々、気をつけろよ）」

　俺も気をつけてる。

　ゼノビアちゃんはマジで容赦がないからな。注意するんやで。

「「は、はい……！」」

　忠告をしっかり受け取ったようで、二人は涙を流しながら激しく首を縦に振るのだった。
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　翌日の昼、俺はエルフの村へとやって来ていた。

　目的は村再建の見物だ。特に手伝いに来たわけではない。

　吸血悪姫カーミラの手によって焼かれたエルフの村は、この一ヶ月の間にほとんどが修復されていた。

　そして、その最後となる大きな樹きが、いままさに治療を受けようとしている。

「本当に治せるのかしら……」

「信じましょう……魔ま狼ろう王おう様を……」

　大樹を囲むエルフたちが、不安そうにざわめいている。

　この樹にはエルフたちの住む家を支えるという重要な役割がある。

　枝分かれする樹の上にエルフは家を建てるのだ。

　空中ロッジとでも言えば良いのだろうか。素敵である。

　しかし、カーミラの襲撃によって葉は枯れ、枝は折れ、大樹は無残な姿になっていた。

　それを今から治療しようというのだ。

　もちろん治すのは俺じゃない。

　駄犬たる俺は、ぽかんと口を開けて見ているだけだ。

「さぁ、行くわよぉ」

　そう言って杖つえを掲げたのはヘカーテだ。

　長い呪文を唱え始めると、大きな樹を中心に複雑な魔法陣が展開する。

　すると、見る見る焼け焦げた枝や、崩壊した家が元通りの姿に戻っていった。

　まるで映像の逆再生だ。

「わふぅぅっ！（うおぉぉっ、すっげぇぇぇっ！）」

「ちゅちゅー！（これは、時を逆しまに動かしておるのか。何という大魔術なのじゃ、わしが術式を読み解けんとは……！）」

「にゃーん（ご主人様は時空間を操る魔法がお得意ですからねぇ。伊達だてに大魔女じゃないのです）」

　珍しく昼間に起きているレンが感嘆の声を上げると、ナフラがえっへんと胸を張った。

「わふん（なんでお前が偉そうなんだ）」

　ふんぞり返る駄猫を前足でころんと倒す。

「んー、流石さすがに疲れたわねぇ」

　ヘカーテが大きく伸びをする。

　この村だけじゃなくて、湖に開いた大穴とか、魔狼族の住すみ処かとか、この間の戦いで起きた被害は全部直したからな。

　なかなかの作業量だった。

　いや、俺は見てただけだけども。働いたのは主にヘカーテだけども。

「そうよねぇ、ロウタくんは何もしてないわよねぇ」

　ぎくり。

「地形の変わった湖なんて別に放っておいても良いんだけど、ロウタくんがファルクス家のみんなに怪しまれると困るって言うから、わざわざ直してあげたのよねぇ」

　ぎくぎくり。

「こんなに尽くしてあげたんだからぁ、お礼の一つもくれて良いんじゃないかしらぁ？」

　はわわ、何をいたしましょうか。この駄犬めに出来るお礼であれば何なりと！

　つっても俺の私物なんてこの首輪くらいのもんだけど。

　しまった、この首輪もヘカーテにもらった物だった。

　返せる物なんて何もなかったわ。

「這いつくばって足をお舐なめ、なぁんて言ってもぉ、ロウタくんは悦よろこぶだけだしねぇ」

　な、なぜ俺の性癖を把握している!?　セリフの途中で足に飛びつきそうになったじゃないか。

「冗談よ。私たちはお友達でしょう？　ロウタくんが困っていたら助けになるわよ」

「わふん……！（お友達、なんて素敵な言葉なんだ……！）」

　ヘカーテ好き好き。ペロペロしちゃう。

「だからぁ、私が困ってるときには三倍返しで助けてねぇ」

　打算ありの友情だった!?

　びっくりする俺を見てヘカーテが楽しそうに笑う。

「ふふっ、なぁに、その顔。変な顔」

　笑ってるときのヘカーテって、めっちゃ幼く見えるんだよな。

　見た目はエロフのくせに、可愛かわいいじゃないの。

「わんわん（まぁ、俺で良いなら助けるけどな。でも、あくまで俺に出来る範囲内な。あんまり無理難題持ってこられても困るぞ。所詮は俺なんだから）」

　魔王軍とか出てきて、すでに一杯一杯なんだからね。

　早く勇者の登場を求む。

　ただのペットの身には重すぎる問題だ。

「大丈夫よ、ロウタくんなら、きっとね。私が出来なかったことを叶かなえてくれる」

　ヘカーテの笑みが、なんだか儚はかなげだ。

「わふわふ（おいおい、この駄犬に何を求める気だ。買いかぶりにも程があるぞ）」

「あら、そうかしらぁ？　ロウタくんは自分で考えているより、ずっと凄すごいひとだと思うわよ。魔狼王なんて関係なくね」

「わふわふん（よせやいよせやい）」

　そんなにヨイショしても木になんて登りませんぜ。

　くすぐるように耳をなでてくるヘカーテに、パタパタと耳を動かしてごまかす。

「ロウタ様！　ヘカーテ様！　本当にありがとうございました！」

「「「ありがとうございましたー！」」」

　樹が治るのを周囲で見守っていたエルフたちが集まってくる。

　エルフは見た目がみんな若いので、誰が子供で誰が年寄りなのかさっぱり分からない。

　どうやらエルフ五姉妹の長女が村のまとめ役をやっているようだ。

　みんなの先頭に立って、いの一番にお礼を言ってくる。

　まぁ、俺はマジで何にもしてないんですが。

　しかし、エルフたちにはそうは映っていないようだ。

　村人みんなで俺を取り囲む。

「ロウタ様があの吸血鬼を倒して下さらなければ、私たちはいずれあの者の眷けん属ぞくとされていたでしょう。この村があるのはロウタ様のおかげです」

「ロウタ様はこの村の守り神さまだねっ」

「ロウタ様には感謝してもしきれません」

「盗みに入った妹たちを許してくれただけではなく、奴隷だった私たちを助けて下さり、こうして住まう場所まで……。ロウタ様は私たちの救世主です……！」

　大げさすぎる。俺はそこまで大したことはしてないぞ。

「ちゅちゅー（素直に誇れば良いものを。ぬし様は謙虚じゃのう）」

「にゃーん（そこがロウタさんの良いところでもありますけどねー）」

　ええい、やめやめ！

　さっきからみんなどうした。

　俺を褒め殺しにしてどうする気だ。

「ロウタ様ヘカーテ様、お礼としてはあまりにささやかとは思いますが、精一杯お食事を作らせて頂きました。どうか召し上がっては頂けませんか？」

「わふっ！（やったぜ！　そういうお礼なら大歓迎ですよ！）」

　そうして、村の再建を祝う催しが開かれた。

　当初は食事をするのは俺たちだけという話だったが、そんなのは味気ない。

　料理もたくさんあるので、温かいうちにみんなで食べようという話になった。というか俺がした。

　エルフの料理は前にも食べさせてもらったことがあるけど、エキゾチックな味付けで面白いんだよな。

　搾りたての果実のジュースはめっちゃ酸っぱいんだが、この強烈な酸っぱさが逆にたまらない。

　ハーブが利いた香味スープも、最初は癖があるんだが、慣れてくると病みつきだ。

　森に住む民らしく、木の実やキノコが食材のメインになることが多いみたいだけど、物足りないなんてことはない。

　この肉厚なキノコのソテーなんか、肉もかくやといわんばかりの食い応えだ。

　それに焼きたてのパン。これは俺の大好物になった。

　木の実を粉にしてから作ったパンは、素朴な味付けだがもちもちとしていて食感がとにかく良い。

　鼻に抜ける香りも全粒粉のパンによく似た香ばしい匂いだ。生地に練り込まれたドライフルーツやクルミが良い仕事をしている。

　料理に舌鼓を打っていると、エルフたちが歌や舞を披露してくれる。

　見目麗しい少女たちによる出し物は幻想的で、食えや歌えやの大騒ぎとなった。

「わふぅ……（美味おいしいわ楽しいわ。なんだここは、地上の楽園か……）」

　丸くなった腹を抱えて横になる。

「ちゅー（ええい、エルフに傅かしずかれてデレデレしおってからに！　歌や舞くらい、わしにも出来るわい！）」

　そう言って人に化けたレンが舞台へ上がろうとする。

　そして裾の長い自分の服に足を取られて転倒した。

　涙目になったレンを、エルフたちが慌ててあやしている。

「わふ（やれやれ、無理するから）」

　レンはエルフたちに手を引かれ、舞台に上がる。

　ぐずつきながらも、ステップを教えてもらって踊り始めた。

　へったくそなヨタヨタ踊りだが、たどたどしい幼女の姿は見ていて和む。
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　本人も楽しそうで何よりだ。ほっぺたを赤くして笑っている。

　エルフたちは子供の相手が上手だなぁ。

　レンの正体は千年を生きるドラゴンなんだけども。まったくそうは思えない精神年齢の低さだ。

「にゃーん（ここはわたくしめも人化して参戦すべきでしょうか）」

　ナフラが口いっぱいに食べ物を詰めながら言う。

　やめい。せっかくの祝いの席なのに、お前のグロ変身を見せたら場が凍るだろうが。

　せめて魔法少女的な変身法を身に付けてからやってくれ。

「わふわふ（前の騒ぎで起きた問題はこれで全部解決したかなぁ）」

　魔王軍幹部は力を失ってうちの使用人になったし、魔ま狼ろう族たちの傷も癒いえた。

　湖やエルフの森もこうして魔法で元に戻った。

　これにて一件落着だな。

　あとはもう何の心配もなく平和な日々が続くだけである。

　なんかもう、この考え自体がフラグになってる気がしなくもないけど、俺のペットライフは安泰、のはず！




　　　　†　†　†




　王国首都、王都アルフガレム。

　台状に建設された都市は、一番高いところに建つ王城を中心に、貴族などの上級階層が住む上街、平民が住む中街、貧困層が住む下街に別れ、高い壁と分厚い門がそれぞれの街を隔てる三層構造の作りをしている。

　魔物が外を跋ばつ扈こする以上、この作りは防衛において優れた形だった。

　その中で、最も防衛度の高い上街の一等地にその場所はあった。

　冒険者ギルドの本部。

　各地へ冒険者を派遣し、領地の垣根を越えて活動する組織。その総本山が門を構えていた。

　冒険者を表す、炎と剣の紋様が刻まれた看板が、屋内での言い争いでわずかに揺れた。

「なぜですか!?」

「だからね、何度聞かれても、あなたに教えられることはないの」

　詰問者を相手に、緑がかった銀髪をした妙齢の女性が答えた。

　彼女の名はエメラダ。

　若く見えるが、ギルドの長おさとなって丸一世紀ほどが経たっている。

　耳飾りの付いた長い耳が、彼女が長命なエルフであると証明していた。

　連日の仕事で疲れているのか、執務椅子に座って退廃的に溜ため息いきをつく。

　妙に色っぽいその仕草は、並の冒険者ならばたじろいで何も言えなくなってしまうだろう。

「教えられない？　それがこのボクであってもですか？」

　だが、彼女の対面に立つ人物にはその様子はない。

　ギルドで最も地位の高い人物に対して、机に手を叩たたきつけんばかりの勢いで詰め寄ってくる。

「ボクにすら教えられないというその言葉が、疑惑を裏付けている」

「そう言われてもね……」

　エメラダは頰ほお杖づえをついて、書類にペンを走らせ、判を押す。

　毎日繰り返されるその作業にも辟へき易えきしているのだが、このしつこい質問者にも同様の気分だった。

「アルステラ。たとえあなたがＳＳ級冒険者で、〈勇者〉と呼ばれるほどの英雄だとしても、特別扱いは出来ないわ」

　エメラダはペンを置き、銀鎖の付いた眼鏡を外す。

　ギルド長の深緑の瞳がアルステラを見つめるが、勇者はなお怯ひるまない。それどころか、さらに食ってかかる。

「なぜ調査をしない理由すら教えてもらえないのですか。Ａ級冒険者パーティ〈曙しよ光こうの剣〉が一度調査に向かったことは分かっているんです。調査結果は問題なしだ。でも、そんなはずがない。東の大森林で起きた魔力災害は史上最大級のものだったと聞いています。発生原因が不明にもかかわらず、それが迷宮や強力な魔物を生むこともなかった？　それどころか何もしないまま事態が解決したなんて、信じられるわけがない！」

　ついに執務机を手の平で叩き、眉をつり上げて抗議する。

〈勇者〉アルステラの表情は、我が主張にこそ正義ありと言わんばかりだ。

　その凜り々りしい姿は、確かに勇者の異名を取るに相応ふさわしい麗人だった。

　短くも艶やかな黒髪、意志の強さを表す群青の瞳。軽装の鎧よろいを纏まとった背には身幅の広い剣を背負っている。

　まさしく絵に描いたような〈勇者〉の姿だった。

　その実績と風格から、もしいつか魔王が現れた際には、真の勇者となって世界を救うだろうと各国の覚えも目出たい英雄である。

　ただ、お伽とぎ噺ばなしに出てくる勇者と違ったのは、アルステラが女性だったことだ。

　そのことを否定するように、鎧は彼女の胸を締め付け、性別を隠そうとしている。

「ファルクス伯領の森で起こった件は解決済み。以降の調査の必要はなしよ」

「……っ！」

　怒る勇者に対し、エメラダは眼鏡をかけ直して書類作業を再開する。

　これ以上アルステラが何か言うなら、外の兵を呼ぶことになるだろう。

　エメラダの態度は問答の終了を告げていた。
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「頑固者のギルド長め……！　長く生きすぎて耄もう碌ろくしてるんじゃないか、まったく……！」

　アルステラは厚い正面扉を叩きつけるように閉じて、ギルド本部を後にした。

　大森林の調査は絶対に必要だ。

　勇者としての勘が──いや、この背中に背負った聖剣が、あそこには何かあると自分に訴えている。

　代々我が家に伝わる白き聖剣は、かつて勇者が魔王を滅ぼすときに振るったという伝説の剣だ。

　自分に付けられた〈勇者〉という二つ名も、この剣を持っていたことが大きい。

　この剣で悪あしき魔物を斬りまくっていたら、ＳＳ級冒険者の〈勇者〉だなんて立場になっていた。

　世界で数人しかいないＳＳ級冒険者になれば、有名税とでも言うような面倒くさいことによく巻き込まれもした。

　だが、確かに国を超えて様々な場所で融通が利き、収入面でも下手な貴族より稼いでいる。

　普通なら捕まるような暴行事件などを起こしても、免責となることが多いそうだ。

　無論〈勇者〉たる自分がそんな悪事を働くことはないが。

　魔物を斬ることが自分の仕事だ。それ以外の事情はどうでも良いことだった。

　だが、そんな自分に仲間たちは付いてこられなかった。

　僧侶のターニアは大怪け我がをして引退し、魔術師のゼニスは自分のことをバーサーカーだと罵って辞めてしまった。

　最後まで連れ添ってくれた剣士のゼノビアは──

「あれ？　ゼノビアはどうしたんだっけ？」

　最も信頼し、姉妹のように仲が良かった仲間のことを思い出せない。

　いつの間にか彼女はいなくなっていて、行方不明のまま今日にまで至っている。

　別れる直前、彼女とは何かを話したはずだったが、それも曖昧だ。

「ゼノビア……どうしてボクの前からいなくなってしまったんだ……」

　不安になって聖剣の柄つかに手をかける。

　近くを歩いていた通行人がぎょっとするが、アルステラと目が合って、その怜れい悧りな美貌に顔をとろかせた。

「おっと、失礼。悪い癖だ」

「い、いえっ、大丈夫ですっ。……あの、あなたは〈勇者〉アルステラ様ですよね？　私、大ファンなんです！」

「あれ？　そうなの？　ありがとう。嬉うれしいよ」

　アルステラが笑顔を返すと、女性は黄色い悲鳴を上げた。

　求められるまま握手をし、彼女を抱きしめるサービスまでしてやった。

「これはボクと君だけの秘密ね」

「は、はいっ……！」

　ついでに街中で剣に手をかけたことも口止めしておく。

　女性はぼーっとした顔でこくこくとうなずき、アルステラは爽やかな笑顔を残してその場を去った。

　これが面倒な有名税の一つだ。

　中性的な顔立ちとその武勇が歌劇になるほどの活躍。

　アルステラは並の吟遊詩人など相手にならないほど、人々に人気があった。

〈勇者〉たる自分は他人への振る舞いも気をつけねばならない。

　剣に手をかけたのはよくなかった。これは自分の悪癖だ。

　心が不安定になったとき、どうしても聖剣に手が伸びてしまう。

　伝説の勇者ロウタが使っていたとされるこの聖剣。

　一族に代々伝わる家宝であり、家督を継いだときからこの剣はそばにあった。

　つらいことや悲しいことがあったときも、聖剣を抱きしめていれば耐えることが出来た。

　この剣は自分にとってのお守りだ。どんなときも手放せない。

　この剣があったから自分は〈勇者〉になることを定められ、そうしてその通りに生きてきた。

　魔物を斬ることこそが勇者の使命。

　だから、魔物の気配が強くする大森林には必ず行かなくてはならない。

　なぜなら、お前は正しいからだ。

　お前は悪くない。

　いなくなった仲間が悪いのだ。

　正義を理解できないギルド長のことなど放っておけば良い。

　──そう聖剣がささやいた気がした。

　ささくれ立っていた気持ちが楽になっていく。

「ふぅ、落ち着いたらお腹なかが空すいてきたな」

　気がつけば外はもう暗くなっていた。

　上街から坂を下り続け、ここはもう下街に近い繁華街だ。

　いら立ち紛れに魔物を狩りに出かけようかとも思ったが、今日のところは空腹が勝まさった。

「ここで良いか」

　酒や脂や女の化粧など、いろいろな匂いが混じった街の中で、自分の好みの香りを見つけた。

　美味おいしそうな肉の焼ける匂いに釣られて、アルステラは一軒の酒場に足を踏み入れた。

　入ってきた勇者の姿を見て、客たちは一瞬目を見張ったが、すぐに視線を外して各々の食事や会話に戻っていく。

　ここはどうやら冒険者が贔ひい屓きにしている店のようだ。

　店長をやっているのが、元冒険者であろう筋骨隆々の眼帯男であることからもそれが窺うかがえた。

　客がほとんど同業者なら、ＳＳ級冒険者がされて嫌なことも分かるだろう。

　有名人が来たからと変に騒がれることもなく、アルステラは空いている席を探す。

　しかし、どれだけ声を潜めても噂うわさ話ばなしは聞こえてきてしまう。

「あれが〈勇者〉か。聞いていたよりずっと若いな」

「役者でもやってた方が良さそうな顔じゃねぇか。さぞかし女にもてるんだろうなぁ」

「あん？　〈勇者〉って女じゃなかったか？」

「マントで隠れてるが、あの腰つきは女だろ。あんな細っこい娘が年間平均二〇〇〇体の魔物を殺す化物とはな……。先日も南方で邪竜を一匹狩ったらしい。軍隊が出向くような魔物をソロで倒せるなんて、どっちが化物なんだか」

「ＳＳ級なんて、もう遊んで暮らせるぐらい稼いでるだろうに、これ以上戦う意味って何なんだろうな」

「さぁな。それこそ殺さつ戮りく中毒者って呼ばれてるくらいだ。殺すのが楽しいんだろ」

　好き勝手な噂話に怒りを覚えるほど、アルステラは狭量ではなかった。

　だが、一瞬聞こえたその名前だけは聞き流すことは出来なかった。

　密ひそめいた言葉の中に、懐かしい名前が聞こえてきたからだ。

「あのゼノビア・レオンハートが……」

　つい先ほど考えていたばかりの仲間のことだ。

　アルステラはテーブル席を見回した。

　声を抑えて話し込んでいる者たちはすぐに見つかった。

　なんというか、陰鬱な空気を纏った四人組だ。

　騒がしい酒場の中で、ビールジョッキを片手に葬式のような雰囲気で酒を飲んでいる。

「……あれから何ヶ月も経たってるっていうのに、いまだに夢に出るんだ……」

「ああ、俺もだ……。暗闇の森の中から見つめてくる無数の瞳……」

「や、やめろよ……。思い出させるな……」

「見てくるだけで手を出してこないからこそ、恐怖が募っていくんですよね……。あの魔物たちは何がしたかったんでしょう……？」

「知るかよ……。結局、調査らしい調査は何も出来なかったしな……」

「思えば色々と不思議な場所でしたよね……。伯爵は恐ろしい魔物を飼ってるし、初代ギルド長とおぼしき大魔女様が現れたり、行方不明のはずのあのゼノビア・レオンハートが住んでいたり……」

「ふぅん、それはとても興味深い話だね」

　ひそひそ声で話していたところを、後ろから声をかけられて、冒険者たちは体をびくりと震わせた。

　森の調査任務についてはギルド長から箝かん口こう令れいが敷かれていて、表では話してはならないことになっている。

　任務失敗にもかかわらず、依頼料が満額支払われているのは、口止め料も含まれてのことだ。

　こんな話を酒場でしていることがギルドに知られたら、守秘義務違反で降格もあり得る。

　本来の彼らならば、うかうかとこんな話をすることはなかったのだろう。

　しかし、彼らに刻まれた恐怖はそれほど大きく、また酒が入って口が滑りやすくなっていた。

　聞かれてしまった以上は、この闖ちん入にゆう者しやにも口止めをしなければならない。

　恫どう喝かつか、懐柔か。

　どちらの選択が効果的な相手か確かめようと、冒険者たちは動いた。

「あァ？　人様の話に勝手に割り込んでくるなって親に──」

「〈勇者〉様!?」

　だが、相手は恫喝も懐柔も通用するような相手ではなかった。

　ガンを付けるように振り返ったレンジャー職の男が凍り付き、僧侶が立ち上がって悲鳴を上げる。

　ギルドの看板たるＳＳ級冒険者。それもあの〈勇者〉に話を聞かれてしまった。

　彼らは絶望に震えた。

　これは降格どころでは済まない。

　資格剝はく奪だつの上、王都から追い出される可能性もあった。

「ああ、いやいや、そんなに固くならないでくれたまえ」

　アルステラはひらひらと手を振り、ふたたび注目を浴びそうになるのを防ぐ。

　代わりに酌婦を呼びつけ、席に座る人数分の酒を頼んだ。

「同じ冒険者じゃないか。ボクも仲間に入れてくれたまえよ」

　それから背中を丸める冒険者たちの肩に後ろから腕を回し、ぐっと顔を近づける。

「君たち面白い話をしていたねぇ。実に興味深いよ。ここの飲み代はボクが持つからさ。詳しく話してもらえないかな？　まずは……ボクの大事な仲間がどこにいたって？」

　石のように固まってしまった男たちに、アルステラは朗らかな笑みを見せつけた。
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「どうか受け取ってくれたまえ」

　執務机の上に、パパさんが革袋を載せた。

　じゃらりと重たい音がする。

「これは？」

　そう問うたのはゼノビアちゃんだ。

　軍人のように、パパさんの前で直立不動の姿勢を取っている。

「無粋な礼ですまないとは思うのだが、事件が落ち着いたからね。その正当な報酬だよ」

「報酬、ですか？　ですが、私はもう冒険者では……」

「分かっているとも。しかし、君の活躍をそのままにはしておけないよ。エルフの件での速やかな事件解決は見事の一言だ。王家転覆を狙う謀反人の一掃も始まり、王都の危機は未然に防がれた。君のおかげだよ、ゼノビア君。さすがは元ＳＳ級冒険者だ」

「いえ！　私は何も！　解決したのは──」

　そう言って、ゼノビアちゃんがこっちを見てくる。

　ん？　何かご用かな？

　ちなみに俺はパパさんの隣に座って、手慰みによしよしされている。ちょー気持ちいい。

「ロウタがどうかしたかね？　もしかして、何か事件に関係が？」

「い、いえっ。何も関係がありませんっ。そこの駄犬が役に立つはずがないじゃありませんか！」

　ははは！　と相変わらず下手くそな演技をするゼノビアちゃん。

　俺の正体を隠すためとはいえ、ゼノビアちゃんにはまた一つ借りができてしまった。

　返す当てはまったくないけども！　ははは！

「…………」

　なに笑わろてんねんと、ゼノビアちゃんの冷たい視線が俺に刺さる。

　ひぃ！　……ちょっと癖になりそうだぜ。

「兎と角かくこれは、君への正当な報酬だ。受け取ってくれ。あまりに品のない礼の仕方だが、ギルドを介して報酬を渡すわけにもいかないからね」

「お心遣い、痛み入ります」

「ギルドへの復帰はやはり難しいかね？　必要なら私も手を貸すが。伯爵の免状があれば任務放棄程度のことは許されるはずだ。君ほどの冒険者を手放すのはギルドとしても大きな損失だろう」

「…………」

　ゼノビアちゃんは元冒険者って言ってたけど、あんまり穏やかな辞め方じゃなかったのかね。

　パパさんの申し出に、唇を嚙かんで黙り込んだままだ。

　そんな様子のゼノビアちゃんに、パパさんはふうと息をついた。

「いや、すまない。私個人としてはもちろん君にいてもらいたいと思っているよ。メアリも君によく懐いているし、使用人たちも君のことを尊敬している。君さえ良ければずっといてくれたまえ」

「ありがとうございます。わたしも、ここに骨を埋めたいと思っています」

　ゼノビアちゃん、すわ復職かと思ったら、ニート続行らしい。

　しかも死ぬまでニート宣言なんてしやがった。

　くっ、ライバル脱落ならずかっ。

「……そんな君にこれを伝えるのは、少々酷かも知れないが、要件はもう一つあるんだ」

　そう言ってパパさんは引き出しの中から手紙を取りだした。

「実は先ほど届いたばかりの手紙でね、もう対応は不可能と判断して君に打ち明けることにした」

「それは、いったい？」

　いぶかしげに尋ねるゼノビアちゃんに、パパさんは端的に答える。

「〈勇者〉がここに来るそうだ」

「っ！」

　勇者？　勇者ってあの勇者？　魔王を倒してくれるナチュラルボーン鉄砲玉？

　やったじゃん。メイン勇者きた。これで勝つる。

　魔王軍とか出てきてどうしようかと思ってたけど、勇者が来てくれるなら安泰じゃんね。ペットな俺が戦う今までの状況がおかしかったんだ。

　わーい、なにも気にせず、ペット生活が送れるー。

「わふん？（なのに、なんで二人は深刻そうな顔をしてるんだろう？）」

　パパさんは上質な紙の封筒を振る。

　カサカサと鳴る中身はすでに読んでいるようだ。

「目的はこの地の再調査だそうだ。前回の冒険者による調査では不完全だと判断し、ここへ向かう予定だった飛空船に乗り込んできたらしい。半ば無む理り矢や理りだったそうだが、相手は現役のＳＳ級冒険者だからね。うちもギルドには色々便宜を図ってもらっている。事を荒立てるわけにもいかず、客員として乗せることになったと、今日来た手紙に書いてあった。まぁ、今頃はすでに出航して空の上だろう。予定通り明後日にはやってくるだろうね」

「そう、ですか……」

　ゼノビアちゃんがうつむく。〈勇者〉と昔になんぞあったんだろうか？

「すまないね。君にとっては一番会いたくない相手だろうが……。良ければ勇者殿がこちらに滞在する間、別の場所で暮らしていてもらっても構わないが」

「……いえ、来るべき時が来たのでしょう。会います」

　顔を上げたゼノビアちゃんは、いつになく真剣な顔をしていた。

　そこへパタパタと廊下を走る足音が聞こえてくる。

　扉の前で足を止めて、きちんとノックをする辺り、これはお嬢様だな、間違いない。

「お父様っ、エリザちゃんがもうすぐ来るんですって！　飛空船に乗ったからすぐに会えるって書いてあります！」

　胸に手紙を抱きかかえるようにして、お嬢様が声を上げる。

　嬉うれしそうなお嬢様の様子に、パパさんはうむうむとうなずいた。

「馬車に長い間揺られるよりは、飛空船に乗った方が楽だろうと思ってね。手配しておいたよ。移動に何週間もかけるよりずっと長くこちらにいられるだろう」

　流石さすがパパさん、気配りの男。

「お父様、ありがとうございますっ！」

　顔を輝かせて喜ぶお嬢様は、俺の前足を取ってぴょんぴょんと跳ねる。

　その様子を見守るパパさんはとても幸せそうだ。

　ゼノビアちゃんもまた、そんな俺たちを見て、こわばらせていた頰ほおを緩めるのだった。




　　　　†　†　†




「来い、話がある」

　そうゼノビアちゃんに言われて連れ出されたのは、いつもの裏庭である。

　ピリッとした雰囲気を纏まとって相対するこの流れ、覚えがあるぞ。

「わ、わふ？（え、俺またぶった切られるの？）」

　最近は剣の在庫が少なくなったのか、挑んでくることも減ったと思っていたのに。

　はっ!?　さてはパパさんからの臨時収入で、新しい剣をまた仕入れるつもりだな！

　古い剣は俺で試し斬りをして、在庫一掃セールにする気ね！

　読めたぞ！　だが、そうはいかん。この俺の可愛かわいいポーズの前に屈服させてくれるわ！

「わんわん！（いくぞゼノビアちゃん！　剣の貯蔵は充分か？）」

　俺は腹見せポーズで必殺の構えを取る。

「……何をやっている？」

　あれ？　試し斬りするんじゃないの？

　ゼノビアちゃんは胸の前で腕を組んだまま、動こうとしない。

　どうやら在庫一掃セールは俺の勘違いのようだ。

　俺がお座りの姿勢に戻ると、ゼノビアちゃんは口を開いた。

「……これは私の独り言だ。人間と犬が会話できるはずがないからな」

　一語一語を強調してゼノビアちゃんは言う。

　そんな念押しするみたいに言わなくても、俺は由緒正しい当家の犬ですよ。

「私は、お前の正体が何者であろうと、人に仇あだなすならば叩たたき斬るつもりでいた」

　まぁ、今でこそ態度は軟化したけど、最初はめっちゃ敵対的だったもんなぁ、ゼノビアちゃん。

　軟化しても試し斬りと称して斬りかかってくる辺り、ゼノビアちゃんはゼノビアちゃんだなぁと思うけども。

「私は今までのお前を見てきた。いつでも斬れるように監視していたと言っても良い。だが、お前がやってきたことは、悪事どころか人を救う偉業ばかりだった。お嬢様のご病気を癒いやすために竜を倒し、奴隷となったエルフを助け出し、王家転覆を狙う逆賊の逮捕までやってのけた」

　その辺のことを全部ゼノビアちゃんに押しつけることになったのは、申し訳ないよなぁ。

　ゼノビアちゃんの性格上、手柄を譲られるような今の状況は屈辱以外の何物でもないだろうからな。

　しかし、俺の健やかなペットライフのためにはゼノビアちゃんの成果であってもらわねばならんのだ。

　これからも何かあったらゼノビアちゃんの手柄にしていく所存やで。

「お前は、正直なところ何を考えているのか分からん。強大な力を持ちながら、その力を好き勝手に振るうこともせず、魔物らしく人を襲うこともなく、ただ一匹の犬として慎つつましく暮らそうとしている。何な故ぜだ？」

　何故と言われても、それが俺の望みだから、としか答えられんぞ。

　フェンリルパワーで俺ツエーするより、駄犬モードでお嬢様に可愛がられたい。そんなペット心だ。理解してくれ。

「分かっている。それはお前が、ただただ善良だからだ」

　え、なんか予想と違う答えが返ってきたぞ。

　面と向かってお前は善良だとか言われると、毎夜盗み食いを働く自分に対する良心の呵か責しやくがすごいんだけど。

　だからと言ってやめる気もないけども。おっさんの燻くん製せい美味うますぎるんだもんよ。今晩も一本行っとくつもりですよ。

「だが、お前がどれほど善き心を持っていようが、〈勇者〉には通じないだろう。あれは魔物であれば相手の事情など関係なく、その全てを斬り伏せる。そんなやつだ」

　それは昔のゼノビアちゃんも大差ないような……。まぁ、可愛いポーズでためらっちゃったりする辺り、チョロいけども。

「前回のギルドの調査をお前がどうやってごまかしたかは知らんが、今回はそうはいかない。あれはもう魔物を滅する一振りの剣だ。聖剣を持ったやつの前には、お前ですら斬られるだろう」

　聖剣ね。まぁ、勇者ならそういう武器も持ってるんだろうなぁ。

　ゼノビアちゃんの話によると、その聖剣は実際に勇者が使っていた剣らしい。

　子孫である現代の後継者まで、代々伝わってきたものだそうだ。

　ただ、勇者というのは異名のようなもので、白く美しい聖剣を持ち、数々の魔物を退治してきたその姿から、勇者と呼ばれるようになったらしい。

　特に国からバックアップを受けて魔王退治をしているわけではないそうだ。

「なにせ現代には魔王がいないからな。倒す相手がいない以上、勇者もまた存在し得ないということだ」

　いや、魔王はいないけど、魔王軍幹部は復活してますけどね。それももう二人も。

　森から二人も復活したということは、三人目もまた復活するかも知れない。

　そう考えると勇者に来てもらえるのはありがたいことだろうか。

　勇者に魔王軍を倒してもらいたいのは、俺の本音でもある。

　……いや待て、勇者が来るということは、お嬢様もその姿を目にするということだぞ。

　いかん。これはいかんぞ。

　お嬢様は大の勇者ファン。そんなのが来たらメロメロになっちゃうんじゃなかろうか!?

　お嬢様は俺のお嬢様なんだ！

　何とか対策を立てねば！

　断固阻止ですぞ！

「……お前、自分の命を前にして他のことを考えていないか？」

「わ、わふわふ（い、いやいや、そんなまさか。どうやって勇者からお嬢様の興味を奪い返すかなんて考えてないっすよ）」

　焦る俺の様子を見て、ゼノビアちゃんは息をつく。

　自分で『これは独り言』って言ってたじゃん。気にせず続けて。どうぞどうぞ。

「私はかつて、勇者とパーティを組んでいた」

　ふーん。なんとなく知り合いなんだろうなとは思ったけど、ゼノビアちゃんは勇者パーティのメンバーだったのか。

「最初は四人だった。自分で言うのも何だが、私たちは強かった。最下級冒険者から始めて一年が経つ頃にはＢ級に上がり、二年目にはＡ級、三年目にはＳ級へ上がっていた」

　それがどれくらい凄すごいのか分からないけど、スピード出世なのは間違いないだろう。

　お屋敷では基本ポンコツなとこしか見てないけど、昔は凄かったんだなぁ。

「だが、無む茶ちやな速度で迷宮を攻略し、各地の名のある魔物を倒して回った私たちに、仲間の一人がついてこられなくなった。彼女は怪け我がをし、冒険者を引退することになった。幸いにして日常生活を送ることに不便はなかったし、その頃には普通に暮らすなら充分な額の金を稼いでいたからな。だが、去り際に彼女は勇者を心配していた。こんなことを続けていたら、あいつは独りになってしまう、と」

　過去を語るゼノビアちゃんは、淡々としている。

　まるでわざと感情を波立たせないようにしているようだ。

「そして彼女の言うとおりになっていった。仲間が抜けたしばらく後、行動方針を変えない勇者に、もう一人の仲間もついて行けないと言い出した。彼女はひどく勇者を罵ったが、あいつはまるで応えていないようだった。むしろ何故ついてこられないのか不思議に思っているようだった。私も一緒に抜けるよう仲間に誘われたが、私はあいつを放っておけなかった」

　ゼノビアちゃんの瞳は悲しみの色が隠しきれなくなっていた。

「休みなく戦い続け、気がつけば私たちはギルドでも数人しかいない最高位冒険者ＳＳ級ダブル・エスへと昇格していた。その頃にはもう、あいつは誰もが認める〈勇者〉になっていたよ」

　誇らしいような、哀れむような、ゼノビアちゃんはそんな顔をする。

「金と地位と名誉、冒険者が望む全てを手に入れても、あいつの行動は変わらなかった。強い魔物の噂うわさが聞こえれば各地を転々としながら、魔物を斬り続けた。現地の冒険者と臨時のパーティを組むこともあったが、あいつについて行けたのは私だけだった。助けられた人々は惜しみない賞賛を送ってくれたが、冒険者は私たちを化物でも見るような目で見ていたよ」

　単純な強さだけじゃなくて、絶対魔物殺すマシーンな姿勢が恐ろしかったんだろうなぁ。

　まぁ、気持ちは分かる。俺もそこにいたらドン引きしていただろう。

　だって完全にワーカホリックじゃん。

　俺も前世で死ぬ直前はそんな感じだったよ。

　やばいよね。働くと死ぬのに、働かないと不安になるんだ。

　唯一の話し相手だったコンビニのにいちゃんも、最後の方は化物でも見るような目で俺を見ていたよ。

　あ、話の腰を折るつもりはないので続けて下さい、はい。

「……あいつが本当におかしくなり始めたのはその頃からだ。それまでのような凶暴な魔物だけではなく、人を襲わないような草食性の魔物や生まれたばかりの幼生まで、踏み潰すように皆殺しにするようになった」

　その頃のことを思い出したのか、ゼノビアちゃんは苦しげな表情をする。

「まるで魔物を殺すことそのものを楽しむかのように、惨殺を繰り返していった。私はやつに何度も訴えかけた。初めてパーティを組んだとき、私たちの志はそうではなかったはずだと。魔物に苦しめられる人たちを救うために私たちは冒険者になったはずだと」

　もしかして、このことをちゃんと話すのは俺が初めてなのだろうか。

　ゼノビアちゃんは凄く苦しそうだ。

　胸を押さえ、絞り出すように過去を独白する。

「しかし、やつは聞き入れなかった。生まれた軋あつ轢れきは確執にまで深まり、やつを止めるために最後は決闘のようなことをする羽目にまでなった」

　ふっと、自嘲するようにゼノビアちゃんは暗く笑った。

「私はやつにあっさりと敗れたよ。実力差はそれほど無いと思っていたんだがな。結局やつのことは止められなかった。自分の未熟さにうんざりする」

　いやー？　違うんじゃね？

　ゼノビアちゃんは冷徹な振りしてるけど、根はとても良い子だ。

　鍛錬好きだったり武器好きだったりするけど、戦いそのものはそんなに好きじゃないんじゃないかね。

　密ひそかに自分の部屋でぬいぐるみに話しかけてるくらいの乙女だからな。

　あとはあれだ。まだ俺のことを邪悪な魔物だと思い込んでたときでさえ、手を抜いていたのが良い証拠だ。

　ゼノビアちゃんが本気で俺を殺す気だったなら、レンの鱗うろこをも切り裂いたあの黒い魔剣を最初から持ち出していたはず。

　折れるような剣を選んでいたのは無意識だろうけど、本当は斬りたくないと心の底では思っていたはずだ。

　だから勇者と戦ったときも、実際は良いところまで追い詰めたけれど、とどめを刺せなくて反撃を食らって負けたってところだろうと予想する。

　だがそれでいい。ゼノビアちゃんに人殺しなんてやって欲しくはないしな。

　いつだったか、焚たき火の前で捨て犬ムーブをしていたゼノビアちゃんのことを思い出した。

　膝を抱いてうずくまる、あの心細そうな幼子のような姿が、ゼノビアちゃんの本来の姿なんだろう。

　ゼノビアちゃんが本当は優しい子なのは、この駄犬はよく知ってるんやで。

「……何だその生暖かい視線は？」

「わふふーん？（べーつにー？）」

「……まあいい。話を続けるぞ。斬られた私は川に落ちて流され、下流で何とか一命は取り留めた。だが、私はもう冒険者という仕事に嫌気が差していた。勇者を止められずに逃げた自分にも反へ吐どが出そうだった。結果的にクエストは放棄しギルドにも戻らなかった。そして私はそのまま宛あてもなく放浪した」

　知られざるゼノビアちゃんの浮浪者時代か。臭そう。クンクンしたい。

「堂々めぐりの考えを抱えたまま何日も歩き続け、飢えと渇きでどうにもならなくなって、行き倒れたのがこのお屋敷のすぐ近くだった」

　見つけてくれたのはお嬢様だったそうだ。

「かつて一度依頼を受けただけの私を、このお屋敷の人たちは覚えていて下さった。お嬢様なんてまだ小さかったのに、私の名前すら覚えていてくれた」

　ゼノビアちゃんの語るその頃の情景が、簡単に目に浮かぶ。

　このお屋敷の人たちなら、たとえボロボロの怪しい姿に落ちぶれていたとしても、ゼノビアちゃんを心から受け入れてくれそうだ。

　ゼノビアちゃんがお屋敷の人たちを守ろうとするのは、そういう経緯があったからなんだなぁ。

　身も心も疲れ果てたところに、優しく迎え入れられたりしたら、そりゃ即オチ待ったなしですよ。忠誠も誓っちゃうわけですよ。

　ていうかゼノビアちゃん、方向音痴なのによくこのお屋敷にたどり着けたな。

　帰巣本能でもあるのだろうか。犬かよ。

　そう言えば性格もかなり犬っぽいよなゼノビアちゃん。こんなところでも俺のライバルだったか。

　くっ、当家随一の穀ごく潰つぶしの座は譲らんからな！

　そんな俺の対抗心に気づくこともなく、ゼノビアちゃんは話を続ける。

「旦那様やお嬢様、使用人の皆様、私はこのお屋敷の方々に返しきれないほどの恩がある。彼らの幸せを守るためならば、私は何でもしよう」

「わんわん！（ええぞ、ゼノビアちゃん！　ついでに俺の幸せな生活も守ってくれ！　俺だってペットだし！　家族の一員だし！　護衛対象のはず！）」

　んじゃ、長い話を聞いてお腹なかが空すいたんで、俺はこの辺で失礼するよ。アデュー。

「どこへ行く」

　去ろうとした俺の後頭部が、がっしとつかまれた。

「わ、わふわふ？（え、話は以上でしょ？）」

「お前もお屋敷の方々に返しきれないほどの恩を感じているひとりだろうがぁぁぁぁぁっ！」

「わ、わふぅぅぅぅんっ！（そ、それはそうだけどもぉぉぉぉっ！　俺は日々のモフりでちょっとずつ恩を返してるから！　見逃して！）」

「逃がさん！　というか、ここからが本題だ。勇者はお前を見たら襲わずにはいられないだろう。だが、来るタイミングが分かっているのだから、お前を隠すのは簡単だ。ご当主が私におっしゃったのと同じことだ。勇者がいる間、しばらく別の場所にでも避難していれば良い」

　お、じゃあ、その案採用で。

　嫌なことから逃げるのは大得意ですよ。

「だが、やつが調査するというあの森にはお前の友がいるのだろう？」

「わふ……（あー、そうか……）」

　勇者の目的は森の調査だったな。

　ゼノビアちゃんがここまで勇者の恐ろしさを語ってくれたのは、俺の仲間のことを考えてだったのか。

　なんだ、ゼノビアちゃんのくせに考えが回るじゃないか。いつもの脳筋ゴリビアちゃんはどこへ行ってしまったんだ。

　しかし、俺が軽く考えていたのは事実だ。こりゃ思ったよりヤバいことになりそうである。

　森にはみんながいる。ガロたち魔ま狼ろう族やドリ子様のところで拾った魔物たち。最近仲間になったデカい熊。

　勇者があいつらを襲うというのか。

　ゼノビアちゃんの話を聞いた後では、確かに信しん憑ぴよう性せいは高い。

　これは困ったことになったな。

　魔王軍の幹部が復活したりとか、俺のペット生活が危ぶまれることになってるから、勇者が解決してくれると思っていたのに、逆に厄介なことになりそうだ。

「私も、手を考える。お前も考えろ。森の友を守れるのはお前だけなのだから」
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「わおーん！（第一回、勇者様に穏便に帰ってもらうにはどうするか会議ー！）」

　場所はエルフの村、参加者は暇なやつ全員でお送りいたします。

　俺の宣言に、わーわーと賑にぎやかしをしてくれるのはエルフたちだ。

「ちゅー（この木の実を煎ったやつ美味うまいのう）」

　レンがいきなり話の腰を折ってくる。

　ドングリのような形の木の実を抱えて、カリカリとかじる姿はどこまでもネズミにしか見えない。

　ドラゴンの威圧感とか完璧に消えてる。

「にゃー（やめられない止まらないってこういうことを言うんですねー）」

　ナフラも前足の爪で器用に引っかけて、木の実をつまみ食いしている。

　まったくこいつらは。

「わふっ（何を会議そっちのけでおやつを食べ始めてやがる。俺にも下さい）」

　木の実の香ばしい香りには勝てなかったよ。

「わふっ（あ、ホントだこれ美味うめえ）」

　栗くりとかに近い味だ。香ばしくて甘みがある。

「これは私たちが住居として利用している世界樹から穫とれる実なんですよ」

　エルフの長女が俺の疑問にすぐさま答えてくれる。

　ヘカーテがこないだ治したばかりの大樹のことだな。

　世界樹の実かー。惜しいな。葉っぱなら蘇そ生せい作用があったのかも知れないのに。

　異世界の誰にも分からないネタを、俺は自分の中で消化する。

「ロウタ様のお好きなパンにも、この実から取れる粉が使われているんですよ」

　ああ、あのパンってこれが元なんだ。

　そのままかじるとまた違う味わいになるんだな。これはこれで美味いのでとても良し。

「わふん！（じゃなくて！　俺たちは会議をしに来たんだよ！）」

　なんでのっけから脱線して、おやつを楽しんでいるんだ。

　しかもエルフの長女が手ずから皮を剝むいてくれるサービス付きだよ。

　このままじゃまず俺が駄目になっちゃうよ。

「どうぞロウタ様。あーん」

　わーい、あーん。

「わふん！（じゃなくて！）」

　このエルフ長女やばい。

　甘やかし上手なアルルちゃんだ。

　堕落させる力が半端ない。

　場に流されていては一生ここで怠惰に暮らしてしまう。俺の帰る場所はあのお屋敷なんだっ。

　だからこの村はあくまで別荘的なサムシングで。

「にゃー（なんだか、ロウタさん、現地妻を囲う浮気亭主みたいですねー）」

　ナフラがニャフフと笑う。

　ええい、やかましい。

　今する話はそんなことではないはずだっ。

　だろう、みんな！

「わふわふ（会議だよ会議。どうするのかね、諸君。うちのニート剣士の話によると、この森に絶対魔物殺すマシーンな勇者が来てしまうそうだが）」

　俺は真面目な顔を作って、会議の参列者を見回す。

「にゃーん？（前と同じ作戦をすれば良いのでは？　姿を隠して魔物なんていない平和な森だってアピールして帰ってもらうのですー）」

　前に来た冒険者に使った手だな。

「ちゅちゅー（じゃが、あれは上手うまく行かなかったじゃろう？　魔女殿がいたからごまかせたようなもんじゃ）」

　確かにな。前回は弱い冒険者たちだったから護衛が必要だったけど、今回来るのは〈勇者〉って呼ばれるくらい凄すごい冒険者だ。

　同じ作戦は無意味かも知れない。

　それにあの時も最後には俺たちの正体が半ばバレちゃってたし、ヘカーテが初代ギルド長っていう立場だったから使えた手だよなぁ。

　今回はどう？　ヘカーテさんや。コネパワーでなんとかなりそう？

　珍しく俺たちの作戦会議に参加しているヘカーテは、手の平サイズの水晶玉に何やら話しかけていた。

「エメラダ、どういうことなのかしらぁ？」

『だから、ごめんって』

　水晶の中に浮かぶのは、疲れた美人ＯＬみたいなエルフだ。

　いつか王都で見た、ギルドの偉い人だろう。

　白いブラウスの胸元を緩めて、疲れた様子の雰囲気が退廃的な色気を漂わせている。

　この水晶玉はどうやら通信機のような物らしい。便利なアイテムを持ってるなぁ。

『まさか飛空船に無む理り矢や理り乗り込んで行くとは思ってなかったのよ。現地は離れた場所だから、のらりくらり追及を躱かわして、その間にあんたに教えるつもりだったの。私だって気づいたのはついさっきなんだから、止めろなんて、無む茶ちや言わないでよ』

「勇者ちゃんの躾しつけがなっていないんじゃなぁい？」

『躾って、あんたじゃないんだから……。ギルドにそこまでの拘束力はないわよ。ＳＳ級冒険者は現場の判断で行動が許されてるし。……それにあの子、最近様子が変なのよ。やっぱりゼノビアがいなくなったのが原因かしら。そっちにいるんでしょ？　うまくなだめられないの？』

「それは当人同士の問題だから、私にはどうにも出来ないわねぇ」

『ホント食えない女よね。それより、あんたこそそっちで何してるの？　ギルド長の席を押しつけて、ふらっと出て行ったまま百年も音沙汰なしだったと思ったら、いきなりやって来て厄介ごとばかり押しつけてきて。だいたい、この間の魔力災害の隠蔽も大変だったんだからね。観測所の報告を王宮に上がらないようにしたり、騒ぐ冒険者に箝かん口こう令れいを敷いたり、職権乱用の上、法に三つくらい抵触したわよ』

「はいはい、背任罪でギルドをクビになったらこっちへいらっしゃいな。養ってあげるから」

『……わりと本気で心が揺らいじゃう提案ね……』

　ギルド長の仕事はなかなかにブラックそうだ。

　でもヘカーテさん、いま養ってあげるって言いましたけど、そのお金はパパさんの懐から出るやつですよね。

　俺の物は俺の物、お前の物も俺の物ってか。さすがのジャイアニズムだ。

　ヘカーテはまた今度お酒を飲む約束をして、ギルド長との通信を終了させる。

「今聞いたとおり、勇者ちゃんの独断らしいのよねぇ。ギルドの力を使って止めるのは無理そうよぉ」

　結果は芳かんばしくないみたいだなぁ。

　ゼノビアちゃんの話の通り、勇者は相当な暴走列車みたいだ。

　対話とか説得が有効な手合いとは思えない。

「ちゅー（たかが人族一匹、森に入ったところを仕留めてしまえば良いのではないか？）」

　なんでそう物騒な発想ばかり思いつくのか。この脳筋ドラゴンは。

「わっふ。わふわふ（ボツ。相手が強かったら被害が出る可能性もあるだろ。こっちだけじゃなくて向こうに怪け我が人を出すのも駄目だ。そもそも勇者が森に来て行方不明になったことが広まったら、今度こそギルドに危険地帯として認定されるだろ）」

「にゃー（おお、ロウタさんが珍しく賢いことを喋しやべってますー）」

　ふっ、保身のためならば脳みそだってフル活動させるさ。

　俺の華麗なるペットライフは絶対に終わらせんのだ。

「わんわん（あくまで勇者には穏便に帰ってもらうことが重要だからな。そこは忘れないようにしてくれ）」

　これまで集まった情報から推察するに、勇者は前回の調査結果に不満があって森へやってくるのだろう。

　ならば、自らの論を証明するために、何か物的な証拠を探そうとするはずだ。

　でもその辺の証拠はヘカーテが何とかしてくれたおかげで見つからない。

　魔力災害が起きた滝は封じたし、魔王軍と戦っておかしくなった地形も修復済みだ。

　エルフの村に聞き込みに来たとしても、みんな俺たちとグルだし。知らぬ存ぜぬを貫き通してくれるだろう。

　これは、もしかして下手なことはしない方が良いパターンだろうか。

　いやでも、ただ放っておくだけだと野性の魔物たちが見つかっちゃって、それはそれで調査の対象になっちゃいそうだ。

　何せ相手は『魔物は殺す。慈悲はない』とか言いそうなモンスタースレイヤー。

　一匹見つけたらもっといるはずと森の中を荒らし回るかも知れない。

　うーん、どうしたもんか……。

「にゃーにゃー（あ、良いこと思いつきましたよー。だったら、いっそのこと何もせず、逃げちゃうのはどうです？）」

「ちゅー？（何もせずとはどういうことじゃ？　勇者のことを放ほったらかしにしてしまうのか？）」

　ナフラの言っている意味が分からないレンは首をかしげる。

　だが俺はナフラの言葉にティンと来た。

「それだ！」

　ゼノビアちゃんも言ってたじゃん。

　勇者が来てる間だけ、避難すれば良いんだ。

　ただ、それは俺だけの話じゃなくて、森の魔物たち全員で逃げるのだ。

　三十六計逃げるに如しかず。最後まで何も見つからなければ、勇者も諦めて帰るだろう。

「ふむ、なるほど」

　俺の考えを読んだ褐色美人がうなずく。

　魔ま狼ろう族を代表して会議に出ているガロだ。

　人型になっているのは、両腕にシロとクロを抱えるためか。

　二匹はガロの胸に顔を乗せてくうくうと眠っている。

　ガロも母親役が板に付いてきたなぁ。

「しからば、我ら魔狼族の出番でしょう。獲物を追い立てるのは我らの得手。お任せ下さい、王よ」

　キリッとした顔でガロは言うが、胸に抱いたモフモフたちが可愛かわいすぎて、なんだか微笑ほほえましい。

「ちゅーちゅー（しかし、逃げの一手とは魔狼王フェンリルの考えとは思えぬ、弱腰な策じゃのう。しかし配下を決して見捨てず思いやるその器。さすがはぬし様なのじゃ。惚ほれ直すのじゃ！）」

　惚れ直さないで下さい。

　まぁ、作戦の方向はこれで固まったと言って良いだろう。

「わんわん（それじゃあ、各自やれることをやる感じで）」

「「「ガウにゃーちゅー！（了解！）」」」

『バーサーカー、みんなで逃げれば怖くない』作戦の開始である。




　　　　†　†　†




「ロウタロウタっ。明日、やっとエリザちゃんに会えるんですよっ」

「わふわふ（良かったですねぇ。お嬢様ずっと楽しみにしてましたもんねぇ）」

　ベッドに潜り込んでからも、エリザベスお嬢様ことドリ子様の話題が尽きない。

　明日は何々をして遊ぼうとか、案内したいところがたくさんあるとか、灯あかりを消して目を閉じて、それから月が高く上がる頃にようやくお嬢様は眠りについた。

　相づちを打つだけだった俺ももうまぶたが重い。今晩は出かけるのは難しそうだ。

　まぁ、作戦はすでに実行済みだ。

　あとは魔狼族が上手くやってくれることを祈るばかりである。

　明日は俺も頑張らないとな。ペットでニートな毎日を守るために。

　来るが良い、勇者め。俺たちの逃げっぷりを見せてやるぜ。

　そんな後ろ向きな決意をして、俺は抱きついてくるお嬢様に布団をかけ直して目を閉じた。




　　　　†　†　†




　そして翌日、俺たちは晴天の下、庭に降りてくる巨大な船を見上げていた。

「わふぅ（何度見ても、でっかい船だなぁ）」

　このやたらめったら広い庭に、ギリギリ収まるくらいの巨大飛空船だ。

　どういう原理で浮かんでいるのかは知らないが、巨大質量が動く微風以外は特に感じない。

　無重力の中を浮かんでいるようにも見える。

　船の建造にはヘカーテも協力したって前に話してたから、ヘカーテやナフラが得意な浮遊魔法が飛ぶ仕組みに使われているのかも知れないな。

　前にパパさんが詳しく解説してたような気がするけど、どうでもよかったので忘れてしまった。

　すまんパパさん、俺は機械系にロマンを感じるタイプじゃないんだ。

「ふぁ……、先に顔を洗ってくれば良かったですぅ……」

　お嬢様は夜更かししたのがたたっているのか、眠そうな目をこすって寄りかかってくる。

　俺と違って昼寝してないもんな。そりゃ眠かろうて。

　ドリ子様に早く会いたい一心で目を開けているが、気を抜くとすぐにうとうととしてしまうようだ。

「んんっ……」

　背後に立っているミランダさんが咳せき払ばらいをする。

　お嬢様は慌てて背筋を正して、やっぱり力なく寄りかかってくる。

　ふにゃふにゃとだらしないお嬢様も可愛いぜ。

「わふわふ（俺で良ければいくらでもどうぞ）」

　もふもふの毛皮でお出迎えしますぜ。

　そうこうしていると、飛空船の着陸が完了する。

　動力は完全に切られていないのか、地面すれすれで船は浮いているように見える。

　庭の芝生を傷められても困るしな。庭師のじいさんが泣いちゃう。

　腕の良い操そう舵だ士が船を操っているんだろう。船は問題なく静止し続けている。

　船の下部に付いた扉が開いて、中から降船用のタラップが伸びる。

　地面との間に階段が作られて、ようやく乗客が降りてこられるようになった。

　乗客はドリ子様と勇者様の二人だけのようだけど、先に船員たちが慌ただしく降りてきて、船をしっかりと庭に係留する。

　あ、ドリ子様の姿が見えた。

　と思ったら、隣にもう一人いる。

　ドリ子様の隣に立つ人物が、手を恭しく握ってエスコートしている。

　何というイケメン。艶のあるショートヘアの黒髪に、深く青い瞳。

　汚れ一つない銀の鎧よろいを纏まとって、背中には純白の大剣を背負っている。

　顔から装備から何もかもが、我こそが〈勇者〉であると主張していた。

「わぐぐっ（くっ、イケメンめ……！　やはりやつとは相あい容いれぬ運命さだめのようだな……！）」

　俺は決意も新たに〈勇者イケメン〉に敵意を燃やした。

　噓うそです。殺気を向けて向こうに敵認定されてはたまったものじゃない。

　吞のん気きに尻尾を振ってお客様をお出迎えってなもんよ。

　牙を隠して舌も出して、はっはしちゃう。

　従順な犬を演じつつ、内心では爆発を願う。そんな器の小さい心意気で行こう。

「……おい、何な故ぜお前はここにいる」

　ゼノビアちゃんが背後から小声で話しかけてくる。

「やつの危険性は話しただろう。隠れずにわざわざ姿を見せたのは何故だ」

「わふん（ふふん、そんなの決まってるでしょ）」

　お嬢様を勇者に取られないようにするためだよ！

　俺が俺の身の危険より優先するものがあったら、それはお嬢様だけだ。

　毎晩本を読むのを欠かさないくらい勇者ファンのお嬢様だ。

　あんなイケメン勇者に爽やか笑顔を向けられたら、コロッと行ってしまうかもしれん。

　ノー。それは断じてノーだ。

　お嬢様の関心は百パーセント俺に向けられていなければならんのだ。ペットの嫉妬は恐ろしいのだ。

　お嬢様に不ふ埒らちなことをしてみろ、許さんぞ勇者め。

　特に何も出来ないけども！　わんわん吠ほえるくらいしか出来ないけども！

「わふわふ（あとまあ、ちゃんと勝算もあってのことだからね）」

　俺の座り位置を見てくれ。

　左にパパさん、右にお嬢様。そして後ろにはゼノビアちゃんよ。

　俺を守る鉄壁の盾はすでに形成されている。

　辺境伯である貴族のパパさん、そしてそのご令嬢であるお嬢様。

　この二人の目の前で俺を斬るなんてことがあったら、そりゃもうあんた即逮捕よ。

　俺は当家のペット。ファルクス家の資産。それを傷つけることはつまり、貴族にケンカを売るのと同義ということだ。

　いくらＳＳ級冒険者でも、お貴族様に無礼を働いてただで済むと思わないことだな。

　そして万が一それを無視して斬りかかってくるようなバーサーカーだった場合でも、背後に控えるゼノビアちゃんが守ってくれるはずだ。

　バーサーカーにはバーサーカー。

　当家の暴力装置を舐なめるなよ。

「わんわんっ！（だよな！　パパさん！　お嬢様！　ゼノビアちゃん！　俺のことしっかり守ってね！　頼りにしてるからねっ！）」

　権力と武力、二つの力に守られている俺に死角はないということだ。

　ふはは！　どうだこの完璧な布陣は！

　いつでも来やがれ勇者め！　ふはははははは！

「？　何を考えているのか分からないが、その真剣な眼まな差ざし、貴様にも何か考えがあるようだな。……いいだろう。私は手を出さず、お前に任せよう」

「わ、わふ？（え？　あれ？　ゼノビアちゃんもまさかのフシアナアイ発動中？）」

　手を出して良いんだよ？

　ゼノビアちゃんが最後の砦とりでなんだからね？

　あの勇者が考えなしに突っ込んでくるモンスタースレイヤーだった場合、戦うのはゼノビアちゃんなんやで！

　そんな余裕で構えてないで、ちゃんと俺を守ってくれ！

　警戒して！　あのモンスタースレイヤーをもっと警戒して！

　ほら、もうすぐ階段を降りきっちゃう！

　焦る俺とは逆に、勇者はドリ子様の手を取ったまま、優雅にエスコートをやりきった。

　ぐぬぬ、俺だってドリ子様をエスコートしてみたい。

　金髪美少女に首輪と紐ひもを付けられて、優雅に街を練り歩きたい。

　……これ普通に散歩だな。いや、散歩は好きだけども。

「エリザちゃん！」

　さっきまで眠たげだったお嬢様がぴょんと立ち上がった。

「ごきげんよう、メアリーア・フォン・ファルクス様。本日はお招き頂き、ありがとうございま──」

「エリザちゃん！　会いたかったですっ！」

　スカートを持って優雅に挨拶しようとしたドリ子様を、お嬢様が突進して押し倒す。

「も、もう！　メアリ！　少しは格好を付けさせて下さいまし！」

「エリザちゃんエリザちゃんエリザちゃん！」

　クンカクンカスーハースーハー。

　お嬢様はドリ子様に抱きついて、年の割に豊かなお胸に顔をうずめている。というか、全力で匂いを嗅いでいる。

　おかしい。それは犬である俺の特権ではなかろうか。

　俺もクンスハカリモフしたい。

　しかし勇者がそばにいる以上、パパさんとゼノビアちゃんから離れるのは危険！

　我慢だ！　我慢だ俺！

「もう、メアリったら。わたくしも久しぶりに会えて嬉うれしいですわ」

　ドリ子様がお嬢様の頭を優しくなでている。

　身分的にはお嬢様の方が圧倒的に上だが、二人の関係は仲の良い姉妹のようだ。

「お二方、お手をどうぞ」

　勇者がまたもやイケメンっぷりを発揮して倒れた二人に手を差し伸べる。
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　くっ、イケメンめ。点数稼ぎか。

　怖いからこっから動く気はないけど。

　近くで見ると男の俺でも見とれるようなイケメンだ。

　声も少年のようなソプラノでうっとりしちゃう。

　いや、何をうっとりしているんだ、しっかりしろ。こいつはお嬢様の関心を奪いかねないエネミーである。

「勇者様、エスコートありがとうございます。船中でお聞かせ頂いた勇者様の武勇伝、とても楽しかったですわ」

「こちらこそ。美しい方との語らいほど、楽しいことはありません」

　キランって光と音が聞こえてきそうな爽やかな笑顔だ。くそう。イケメンくそう。

「わふっ（はっ、お嬢様！　お嬢様は大丈夫!?　勇者の虜とりこになってない!?）」

　もしなってたら俺も本気で戦わざるを得ない。

　新必殺技の可愛かわいいポーズ改の準備は万端だ。全力で悩殺しに行く所存である。

「ありがとうございますっ」

　勇者に起こしてもらったお嬢様は笑顔で礼を言い、しかしそれだけでドリ子様との会話に戻ってしまう。

　あれ？　興味なし？

　ドリ子様も不思議に思ったようだ。

　早く早くと手を引くお嬢様に首をかしげる。

「あら？　メアリなら勇者様のお話を聞きたがると思ったのですけれど。手紙でも勇者のお伽とぎ噺ばなしをよくしていたでしょう？」

「私の勇者様は、ロウタ様だけですから」

　と答えるお嬢様。

　同じ名前の別人だけど、なんか俺のことを言われてるみたいで嬉しくなるな。

　お嬢様がこっちのイケメン勇者に興味がなくて何よりだ。

　それよりドリ子様と何をして遊ぶかで頭がいっぱいの模様。

　ていうか、お嬢様を取られる心配がなくなった以上、俺はもうここにいる必要はないのでは？

　さっさとお屋敷に戻るべきでは？

　おっさんのメシが待っているのでは？

「ファルクス伯爵閣下、このたびは飛空船まで用立てていただき、感謝の念に堪えませんわ」

「よく来てくれたね、エリザベス君。メアリも心待ちにしていた。休暇中に必要なものがあればいつでも言ってくれたまえ。お父上には責任を持ってお預かりするとお伝えしているからね」

　貴族風に挨拶をするパパさんとドリ子様の間で、お嬢様が『もういい？　もういい？』といった様子で会話が終わるのを待っている。

　犬かな？

　お嬢様のお尻に、可愛く揺れる尻尾の幻覚が見える。

　だからそれは俺の役目では!?

　俺のアイデンティティーをお嬢様に奪われる日が来ようとはっ。

「それでは閣下、失礼いたします」

「ゆっくりしていってくれたまえ。何もないところだが、王都とは違った空気を味わえることは保証するよ」

　その言葉を食い気味に、お嬢様が声を上げる。

「さぁさぁ、行きましょう、エリザちゃん！　一緒に探検ですっ！」

「探検って、あなたのお屋敷でしょうに。……ふふっ、良いですわよ。玄関まで競走ですわ！」

　上品ぶってても平民生まれなドリ子様。長いスカートをつまんで持ち上げ、逆にお嬢様を追い抜いて駆け出していく。

「ああっ、ずるいですっ」

「おほほ、勝負の世界は厳しいのですわー！」

　二人は楽しそうに噴水を回り込んで、はしゃぎながら玄関へ向かって走っていく。

　よし、俺も追いかけよう。良いタイミングでこの場を離れる口実が出来たぜ。

「やあ、ゼノビア」

　うげ、この声は。

　恐る恐る振り返れば、やつがいる。

　勇者が爽やかスマイルを浮かべて、ゼノビアちゃんと対たい峙じした。

「アルステラ……」

　ああ、そう言えばそんな名前だったね。

　ゼノビアちゃんは胸の前で腕を組んだまま、その場を動かない。

　警戒するピリピリとした気配だけが俺に突き刺さる。

　勇者がおかしな行動を取れば、すぐさま斬り捨てる。そんな覚悟を感じた。

　だが待って欲しい。

　いま争いが起きれば、被害を受けるのはこの俺なんじゃなかろうか。

　二人の間に挟まれる格好となった俺は気が気でない。

　逃げるタイミングを完全に失った。

　なんで俺を挟んで会話するの。

　クッションじゃないよ。

　一刻も早くこの場から立ち去りたい。

「ここへ何をしに来た」

「いきなりご挨拶だなぁ。親友に向かってそれはないと思うよ、ボクは」

「親友だと……？」

　ゼノビアちゃんの殺気が一段階上がる。

　俺の尿意も一段階上がる。

　怖すぎてそろそろちびるぞ。

「どうしたんだい、ゼノビア？　せっかく再会できたっていうのに、そんな怖い顔をしてさ。さっきのお嬢様方のようにボクのことを抱きしめてはくれないのかい？」

　キザすぎる。時代が時代ならセクハラもんやぞ。

　俺だって一回もハグされたことないのに。

　でも代わりに俺のぬいぐるみがしょっちゅうされてるから、実質ハグられてるようなもんだと思っている。

「……私たちは旧交を温めるような間柄じゃ、もうないだろう」

「ええ？　数年会わなかったくらいで何を言っているのさ。今でもボクらは親友だろう？」

「貴様……！　貴様がその言葉を口にするのか……！」

　顔をゆがめるゼノビアちゃんとは対照的に、勇者は親しげな笑顔を浮かべたままだ。

　そこに敵意はなく、ただ昔の友達と出会えた懐かしさだけがあった。

　なんだろう、このちぐはぐ感。

　ゼノビアちゃんって大おお喧げん嘩かしてこの勇者に斬られたんだよね？

　勇者の態度はとてもじゃないがそんな風には見えない。

　まるでゼノビアちゃんを斬ったこと自体、忘れてしまっているようだ。

　しかも、この勇者、俺を見てなんとも感じていないのだろうか。まったく反応を示そうとしない。

　聞いてた話だと、ゼノビアちゃん以上のバーサーカーのはずなんだけど。

　意外と理性的だし、友好的な気配すらある。

　……もしかして、この俺をただの愛くるしい犬だと思っているんだろうか。

　フシアナアイ？

　ワンチャン、フシアナアイの可能性ある？

　ちょっと可愛いポーズでも取って、無害アピールしてみようか。

「知ってるかもしれないけど、ボクは調査に来たんだ。この北に拡ひろがる森林で大規模な魔力災害が起きたことは、君も知っているだろう？」

「……ああ。だが、問題はなかったと聞いている」

「それが誤りなのさ。調査した冒険者たちもギルド長も、何も分かっていない。ボクの勇者としての勘が言っている。ここには間違いなく何かある」

「…………」

　勘？　何か確証があって来たのかと思いきや、ただの勘かよ。

　まったく、勇者め。勘なんかでここまでやって来たのか。

　おあいにく様。お前の勘が何を言おうと、ここには何も──あるんだよなぁ、悲しいことに。

　森には魔物が普通にいるし！

　迷宮はポコポコ湧いてるし！

　魔ま狼ろう族は実質この森の支配者だし！

　北の霊峰にはドラゴンが住んでたし！

　魔王軍の幹部は次々に復活するし！

　おまけにお屋敷には俺がいるしぃぃぃぃぃぃぃっ!!

　冷静に考えるとヤバすぎるな、この周辺。

　戦力過剰にも程があるわ。

　そりゃ勇者もやって来ちゃうわ。

　勇者の勘がビンビンに働いちゃうのも当然だわ。

「あとさ、さっきから気になってたんだけど。ゼノビアが気づいてないわけないよね？　なんでこんな高位の魔物を野放しにしてるんだい？」

　勇者が俺を指さして言う。

「わふっ!?（ファッ!?）」

　フシアナアイじゃないのかよ。ぬか喜びしてしまった。

　すぐに斬りかかってこない冷静さはあるみたいだけど、正体がばれてしまった以上、ひとりきりになったら悪即斬されるのは間違いない。

　絶対にみんなのそばを離れないようにしないと。

「ねえ、どうしてだい？」

「…………」

　黙り込んでしまったゼノビアちゃんと、その様子をがらんどうのような瞳で見つめる勇者。

　そして間に挟まれて冷や汗を流す俺。

　いや、汗腺ないけども。気分的に。

「当家の犬がどうかしたのかね？　なにやらただ事ではない様子だが……」

　ナイスパパさん！

　不穏な気配を感じ取ったのか、様子を見守っていたパパさんがこちらに近づいてくる。

　どうやら二人の会話は聞き取れなかったようだ。

　俺のことが気になったのは、勇者が俺を指さしたからだろう。

「……え？　犬ですか？　これが？」

「うむ、犬だが？　立派に育っているだろう？」

「立派っていうか……。えぇ……？」

　勇者が初めて困惑した。

　流石さすがパパさんだぜ。

「本当にこれが犬に見えるんですか？」

「うむ、どこから見ても犬にしか見えないが？　なりは大きいが優しすぎるのが困りものでね。番犬にはならないだろう。はっはっは」

　俺の頭をなでながらパパさんが笑う。

　安定のフシアナアイである。そのままのパパさんでいて。

「ゼノビア、この人、おかしいんじゃないの？」

「う、うむ。少しな……。じゃないっ！　ご、ご当主に向かって無礼だぞ、貴様！」

　ひそひそと耳打ちする勇者を、ゼノビアちゃんは慌てて振り払う。

「んんっ。ご挨拶が遅れて申し訳ありません。ボクは〈勇者〉アルステラ。ゼノビアと同じＳＳ級冒険者です。今日からこの森の調査をさせて頂きたいのですが、よろしいですか？」

「ＳＳ級冒険者には、超法規的にその場の判断が許されているのは知っているよ。たとえギルドが判断したとしても、現場で怪しいと感じたならば即動ける。ＳＳ級冒険者というのはそれだけの特権と責任を持ってしかるべき者だからね」

　ええ？　ホントにぃ？　ゼノビアちゃんやこの勇者を見てると、とてもじゃないけどそんな信頼感はないんだけども。

　俺の不信感は伝わらず、パパさんは勇者にうなずく。

「もちろん君を止めるつもりはないとも。この平和な森に何かあるとは思えないが、好きなだけ調査してくれたまえ」

「ご協力、ありがとうございます！」

　勇者が深く頭を下げる。

「しかし、到着してすぐというのも何だろう？　客室はあいている。船旅の疲れを癒いやしてから調査してはどうかね？」

　はーい。俺もその方が良いと思いまーす。

　作戦はすでに開始しているとは言え、時間を稼ぐに越したことはない。ファルクス家のおもてなしでメロメロになると良い。

　あと、俺の無害さもプレゼンしまくるよ。

「いいえ、お気持ちはありがたいのですが、すぐに調査へ向かおうと思います」

　勇者は辞謝し、旅具が入っているであろう布袋を肩にかける。

「そうかね？　仕事熱心なのは結構だが、旧友との久しぶりの親交を温めても良いと思うが」

「それは道すがらにしますよ。もちろん付いてきてくれるよね、ゼノビア」

「あ、ああ。無論だ。お前を野放しにする気はない」

　ゼノビアちゃんも最初からそのつもりだったのか、鉄で出来た頑丈なケースを持ち上げた。

　あれは確か、ゼノビアちゃんの家宝が入っている箱じゃなかろうか。

　レンの頑丈な鱗うろこも切り裂いた黒い大剣だ。ゼノビアちゃんの気合いの入れようが分かる。

　いざとなれば勇者とまた戦うつもりなんだろうか。

　でも、あんなもの持って行ったところで、無駄になると思うけどな。

　なにせ勇者が戦おうとしている森の魔物は絶賛避難中だ。

　一匹たりとも遭遇することなく、君たちは調査を終えることになるだろう。

「まるで監視するみたいに言うんだねぇ。まぁ、いいや。さっそく出発しようか」

「ああ」

　ゼノビアちゃんは歩きだしながら俺を見てくる。

「わふ？（え？　なに？　なんか用？）」

「……」

　ゼノビアちゃんはなにも言わず、俺を見つめてくる。

　俺はきょとんとした。

　え？　なに？　なんなの、今の視線？　意思疎通取れてないよ？

「…………」

「…………（…………）」

　はっ、分かったぞ！　後は私に任せてお前は休んでろというメッセージだな！

　任せろ、ゼノビアちゃん。休みは俺の専門分野だ。

　勇者の監視は任せた。その方向音痴を活かして勇者を足止めしてくれ。

　俺は理解したぜと顔を引き締める。

　ゼノビアちゃんは浅くうなずき、二人は連れだって森へと向かっていった。
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「わふぅぅ（ふいーっ。なんとかなったかなぁ）」

　俺は二人の後ろ姿を見送りながら、深く溜ため息いきをついた。

　あれが勇者かぁ。お嬢様の反応が薄かったのが意外だったな。

　やっぱドリ子様の方が大事だったってことかな。良かった良かった。

　俺がわざわざ出てきたのも、勇者にお嬢様の関心を奪われないためだったからな。

　あんな絵に描いたような勇者がやって来てどうなることかと思ったが、終わりよければ全てよしだ。

「はぁ？　あれが勇者？　勘違いも良いところだわ。人間は物の真しん贋がんも見極められないようね」

　おや？　気がつけばミラーカちゃんが俺のそばにいる。

　偉そうに腕を組んでいるが、見た目が金髪ロリメイドなので、迫力が全然ない。

　お客様の出迎えが終わって、メイドさんたちも解散となったようだ。

　各々の仕事へ戻っていく中、ミラーカちゃんは残ったらしい。

「わふわふ？（勘違いってどういうことだ？　まぁ、勇者っていうのは称号みたいなもんらしいけど。魔王を倒した勇者とは別って意味か？）」

　お嬢様が好きな物語の勇者ロウタは千年前の人物だからな。そりゃ別人だろうけども。

「……はぁ、そういうことじゃないんだけど。吞のん気きなものね、この魔狼王は」

「わふん（なんだよう）」

　一介の飼い犬に洞察力を期待しないでもらいたい。

「まぁ、いいわ。私が助ける義理もないし。あんたたちに対して悪事を働かないことは約束したけど、あの勇者に関してはどうする気もないわよ」

　サイドツインテールにした長い金髪をふぁさあってするミラーカちゃん。大人バージョンの頃ならさぞかし決まっていたことだろう。

「わふ？（え？　あの勇者、なんかあるの？）」

「……あいつの持ってたあの剣よ。あれから随分懐かしい匂いがするのよね」

「わんわん（ああ、あれがゼノビアちゃんの言ってた聖剣だな）」

　勇者と呼ばれる由縁にもなったすごい剣らしい。

　確かに神々しい装飾をしていたな。真っ白な鞘さやに収まって、聖なる剣ってのがすぐ分かった。

「あれが聖剣、ねぇ。私にはそうは見えなかったけど」

「カーミラ……あ、いえ、ミラーカさんもそう思いますか。実は私も覚えのある気配を感じるのですよ」

　俺の隣にリッチモンドさんまでやって来た。

「わふわふ（そりゃ、大昔にお前らを退治した勇者の剣なんだろう？　見覚えがあるのは当たり前なんじゃないか？）」

「勇者があの剣を？　そんな覚えは……。いえ、正直なところ、私は勇者の顔も覚えていないので、記憶は曖昧なのですが……」

「私もよ。勇者はともかく、どうして魔王様の顔も思い出せないのかしら。とても敬愛していたはずなのに、声すら思い出せない……」

　うーん、と二人は考え込む。

「わふっ（まぁ、その件は考えてもしょうがないだろ。お前らももう魔王復活なんて諦めて人間として楽しく暮らせよ）」

　ヘカーテがわざわざ力を奪って生かしているのも、そういうことなんじゃないの？

「お断りよ！　誰が人間なんかとっ！」

「そうです。我々は純然たる魔族。カーミラさんは吸血鬼の、私は死霊の頂点なのです。あなたに逆らう気はないですが、人間に服従するつもりもありませんよ！」

「わふー？（そうなん？　その割には今の生活を満喫してるように見えるけど）」

「断じて違うわよ！」

「そうですそうです！」

　二人は力強く否定してくる。

　そこまで言うなら違うんだろうか。

「わふー（ところで、メイドさんたちはもう帰っちゃったけど、お前らはここにいていいの？）」

「はっ、そうだったわ!?　まだベッドメイキングが終わっていなかったのよ！　パリッとシーツを張って、枕をふっくらさせないと！　出来上がったときの達成感がたまらないのよね！」

「私としたことが、お客様にお茶をご用意せねば！　なんでも飛空船から新しい茶葉が届いたと聞いています！　お出しする前に、完璧な淹いれ方を模索して調整しなければ！　最高のティータイムをこのリッチモンドがご提供させて頂きます！」

「おじさま、急ぐわよ！」

「ええ、ミラーカさん！」

　二人は勢いよく屋敷へ戻っていく。

「……わふーん（……めちゃめちゃ使用人根性が染みついてるやん。エンジョイしてるなぁ）」

　庭には俺だけが取り残された。

　とりあえず予定通り勇者は森へ入ったわけだが、作戦はすでに動いている。

　まぁ、作戦と言っても簡単だ。

　勇者が森を調査している間、みんなに避難してもらうだけのこと。

　ただ、その『だけ』が大変なのだ。なにせ規模がめちゃくちゃ大きい。

　普通ならこんな広い森を把握するなんて不可能だろうが、作戦を担当するのは優秀な魔ま狼ろう族たちだ。任せて安心だろう。

　今回も魔狼族の全氏族で作戦に当たってくれているらしい。頼もしいことである。

「わふわふ（マジで俺の出番はなさそうだなぁ。良いことだ）」

　今まで飼い犬である俺が出張ることがおかしかったんだ。

　何かあれば、ガロと一緒にいるナフラが空間転移で知らせに来ることになっている。

　なので、焦って様子を見に行く必要もない。

「わふわふ！（少なくとも昼間は俺のフリータイムということだな！）」

　昨日はお嬢様がなかなか寝ついてくれなくて、睡眠不足気味だったからな。お昼寝しよっと。

　そう思ってたら、さっそくお嬢様に見つかって探検ごっこに混ぜられた。

　お、俺の睡眠時間が！

　楽しいから良いけども！

　こうなったら、めっちゃ遊んでくれるわ！
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　探検という名目の元、お屋敷の大半を案内し終わり、お嬢様とドリ子様は客室でお茶を楽しんでいる。

　歩き回って汗をかいた二人のために、リッチモンドさんが用意したのは冷たいお茶だ。

　ただし、紅茶ではなく日本茶のような緑色をしている。

　小さなガラスの器にも氷は入っていない。

　にもかかわらず、注がれたお茶はちゃんと冷えているのが、グラスに浮いた水滴から分かる。

「こちらは氷出しの玉露となっております。東方から仕入れた珍しい茶葉ですが、茶葉自体の甘みがたいへん強く、砂糖やミルクなどは必要ありません。氷から溶け出した雫しずくで少しずつ旨うま味みを溶け出させております。ご笑しよう味み下さい」

「おおー、初めて飲みますっ」

「わたくしもですわ。さすがはファルクス商会。このような遠方の珍しい品も入手できるなんて。いち早く飛空船に目を付け、自社開発した伯爵は素晴らしい先見の明をお持ちですわね」

　お嬢様とドリ子様が、初めて見るお茶の色に感嘆している。

　氷でゆっくりと抽出したお茶の成分は透明度が高く、光に透かすと鮮やかにその色を揺らした。

　もちろん俺もご相伴に与あずかっている。美味おいしい物あるところにロウタありってなもんよ。

「わふー！（うめー！　ていうか懐かしいな！）」

　この甘露、日本を思い出すわぁ。

　いやまぁ、前世でこんな高級茶葉を味わった経験はないですが。ペットボトルのお茶でも安いのを選んでましたが。

「わぁ、すっごく甘いです」

「これでお砂糖が入ってないんですの？」

「はい、茶葉そのものの味でございます」

　好こう々こう爺や然とした笑顔でリッチモンドさんはお辞儀をする。やっぱ使用人姿が板に付いてるな。

　でもお茶ってこんなに美味うまくなるんだなぁ。

　日本茶特有の苦みは薄く、甘みと旨味だけがあった。

　素人の俺でも分かるくらい、お茶の味を完璧に引き出している。こりゃ美味いわ。

　末永く当家のお茶担当として活躍してもらいたいものである。

「そう言えば、クリスティーナちゃんは来ていないんですか？」

　お嬢様がドリ子様に尋ねた。

　クリスティーナっつったら、あの地竜のことか。

　クソ不味まずいペット飼料をこよなく愛し、それ以上にドリ子様を愛し、ドリ子様に踏まれることを何よりも愛する、大変な変態だったな。

　どうやら飛空船には乗ってこなかったらしい。

「あの子は飛空船に乗るには流石さすがに大きすぎますわ。それにあの子、あまり外へは出たがりませんの。私が上に乗っていると喜んで散歩してくれるのに、それ以外だと庭でじっとひなたぼっこしてばかりですわ」

　それは散歩が目的なんじゃなくて、ドリ子様に踏まれるのがメインの楽しみだからだよ。

「寂しがっていましたけど、今回はお留守番ですわ」

　いや、来なくて正解だったよ。魔物とあらば皆殺しな勇者が来てるんだから。

　最悪、飛空船の中で襲われていたかも知れないぞ。

「ロウタ、残念ですね」

　特に残念ではないですが。

　残念なドラゴンは俺の毛皮で寝ている喪女だけで充分だよ。

「クリスティーナちゃんが来られなかったのは残念ですけど、今日からたくさん遊びましょうね、エリザちゃんっ」

「あら、遊ぶのは良いですけど、勉強をおろそかにしてはいけませんわ」

「え、ええー……。でも、家庭教師の先生もお休みでいないですよ？」

「自習なら、わたくしたちだけでもできましてよ。こんなこともあろうかと、教科書とノートは持ってきてありますの」

「ぶーぶー」

　口を尖とがらせるお嬢様に、ドリ子様は微笑ほほえむ。

「つまらない勉強も、ふたりですればきっと楽しいと思いますわよ。どうかしら？　メアリ、わたくしとお勉強して下さらない？」

「！　しますっ！」

　ドリ子様の誘いにあっさり乗るお嬢様。ダッシュで勉強道具を取りに向かう。

　こうして見ると、ドリ子様は大人っぽくなったなぁ。落ち着いた淑女感がある。

　王都で初めて会ったときの傍若無人のワガママっぷりが噓うそのようだ。

　元々、両親の不仲が原因でグレてたところがあったもんな。

　寂しさを紛らわすために沢山のペットを集めて、それが一気にいなくなって、それでも残ってくれたクリスティーナがいた。

　そしてお嬢様と繫つないだ友情の絆きずなで立派に更生したのだろう。

　こっちが本当のドリ子様の姿なのだ。

　トアちゃんに勉強道具を用意してもらったお嬢様が戻ってきて、二人は仲良く机に並んで勉強を始めた。

　一般教養がメインみたいだが、ふたりとも商家の娘なだけあって、経済や経営の方面の本も読んでいる。

　うーむ、俺は勉強なんて二度とごめんだが、二人は分からないところを教え合ったりして楽しそうにノートを取っている。

「素晴らしいですわ、メアリ。わたくし、これでも王都の学院では成績優秀な方なのですわよ。その私よりも先のことを学んでいるなんて」

「えっ、そうなんですか？　家庭教師の先生にはあまり褒められたことはないんですけど」

　それはお嬢様がしょっちゅう勉強をサボったり脱走をしているからでは。

　でも俺も、お嬢様がそんなに成績優秀だったなんて知らなかったな。

　仕方のないことか、お嬢様はずっと独りぼっちで家庭教師に教えを受けてるもんなぁ。

　比べる相手がいなきゃ、自分の優秀さなんて分かるまい。

「メイナード問題をこうまで深く読み込んで独自に解釈できる生徒なんて、上級生にもそうそういませんわよ……。自信を失ってしまいますわ」

「エリザちゃんが教えてくれたところ、すっごく分かりやすかったですよっ。三人のレンガ職人と犬と羊のお話なんて、夢中になって聞いちゃいました」

「……忘れてちょうだい」

　お嬢様は物語が好きだからな。童話っぽく例えて教えれば興味津々にもなるだろう。

　ドリ子様は教え上手だな。

　そしてお嬢様は典型的な天才型と見た。

　スッと来たらグーッと構えてガッと打ってパカーンとか言いそう。

　それでホームラン王になれたら苦労はせんのですよ！

　……何の話だっけ？

「メアリ、真面目な話なのだけれど」

「はい？」

「王都へ留学に来る気はありませんの？　あなたの学力なら、王都の学院へ入学はもちろん、飛び級で編入すら出来ると思いますわ」

「留学……」

「どうかしらメアリ。二人で学院へ通うのはきっと楽しいと思いますわ」

　ドリ子様のお誘いに、お嬢様は目を輝かせ、それから曖昧な笑みを浮かべた。

「……ごめんなさい、エリザちゃん」

　断られると思っていなかったのか、ドリ子様が目を見張る。

「お母様の遺言で、私はあまり長くこの場所を離れてはいけないことになってるんです。ファルクス家の娘は代々そうなんですって」

　遺言？　てっきりお嬢様は病気療養のために、自然たっぷりなこの場所で暮らしているんだと思っていた。

　病気が治った今なら留学も出来ると思ったけど、遺言なんてあったのか。

　確かお嬢様が小さい頃に亡くなったんだっけ。

　パパさんとかおっさんの話ではたびたび出てくるけど、お嬢様の口からママさんの話が出たのは初めてだな。

　この土地から長く離れてはいけない、か。

　変わった遺言だな。なんかジンクスがあるんだろうか。土地から離れると不幸になるとか。

　まぁ、俺もお屋敷での暮らしが気に入ってるから、お嬢様が王都へ留学することになると困りますけども。

　ペットとしてはお嬢様について行かざるを得なかろうよ。もちろん学校へも同行せざるを得なかろうよ。

　そんなことになって、王都の学生たちが俺を見てみろ。

　みんなひっくり返っちゃうぞ。

　俺とてフシアナアイが外の人間にまで適用されるとは思ってないからな。

　変へん化げの術で小さくなった体でも、充分魔物サイズだ。

　あと、俺がここを離れることになったら、ガロとか無理くり付いてきそう。

　当然、レンやナフラも来るだろう。

　人の多いところに奴やつらを連れて行くのは、どう考えても危険である。

「そうでしたの……。それなら仕方ありませんわね」

「せっかく誘ってくれたのにごめんなさい……」

「いいえ、気にする必要はありませんわ。私がしたのはただの提案。一緒に過ごすだけなら、今からたっぷり出来るじゃありませんの」

「エリザちゃん……！」

　お嬢様がドリ子様に抱きつく。

「たくさんたくさん、思い出作りましょうね！」

「はいはい。勉強も忘れるんじゃありませんわよ」

　よしよしとお嬢様の頭をなでて、ドリ子様がはたと思いついた顔をした。

「わたくしとしたことが、大事なことを忘れていましたわ」

「？　大事なこと？」

　大事なことってなんじゃらほい。

「メアリのお母様にご挨拶させてくれませんこと？」
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　ドリ子様の頼みは、お嬢様のママさんのお墓参りのことだった。

　お墓は屋敷から少し離れた小高い丘にあるらしい。距離があるので馬車で移動することに相成った。

「わふふ（ふはは、両手に花とはこのことよのう）」

　実際は俺がデカすぎて席を二つ分取っちゃうので、お嬢様たちは俺の対面の席に座ってるわけですが。

「ヒヒーン（おじいちゃんたち、疲れても大丈夫ですからね。坂道も僕が頑張っちゃいます）」

「ブルル！（なんの、まだまだ若い者には負けんぞ、メア！）」

「ヒヒン（もう、おじいさんったら。無理をして、後から体が痛くなっても知りませんよ）」

　坂道を登るため三頭立てになった当家の馬たちが、やいのやいのと騒ぎながら馬車を引っ張っている。

　もちろん馬車の中も賑にぎやかだ。

　女が三人寄れば姦かしましいとは言うが、二人でも充分話は弾むようだ。

「このあいだロウタが──」

「そうそう、クリスティーナが──」

　まぁ、会話の内容は基本的に互いのペットの話ばかりだが。

　聞いていると会話が嚙かみ合っているようには聞こえないのだが、結論は同じところへ行き着くので、女の子の会話法ってすごい。

　談笑している間も、馬車は坂を登り続け、急に木々の陰りが晴れる。

「到着しました、お嬢様っ」

　馬車の扱いも手慣れた様子のトアちゃんが、馭ぎよ者しや席から降りてきて馬車のドアを開ける。

「わんわん！（エスコートは俺に任せて下さいな！）」

　俺は一番に馬車を飛び出して、鼻先を掲げてお嬢様方が手を置きやすいようにする。

「わぁ、ありがとうですっ」

「あらまぁ、紳士ですのね」

　ふふふ、馬車から降りるのを手伝うだけじゃないんだぜ。

　先導だってしちゃうんだぜ。お墓の場所は知らんけど。

　石畳の道が続いてるから、たぶんこの先にあるんだろう。

　なかったらメチャクチャ恥ずかしいことになるから、あって、お願い。

　日差しはまだ暑いくらいだけど、丘には涼しい風が吹いている。

　お嬢様は長い金髪を押さえて目を細めた。

「……お母様は私と同じ病気だったんです。あまり体の強い方じゃなかったので、熱を出すたびに体力が落ちていって、私が三つの頃に眠るように息を引き取りました」

「そうでしたの……」

　ドリ子様が悲しげに目を伏せる。

「あっ、もうずっと昔のことだから気にしないで下さいっ。お父様もお屋敷のみんなもいますし、今はロウタだっていてくれます。エリザちゃんまで会いに来てくれて、私はとてもとても幸せですっ」

　両手をぎゅっと握ってくるお嬢様に、ドリ子様も微笑みを浮かべる。

「メアリの病気は、もう治ったと言っていましたわね」

「はい、私はお薬が見つかったので、この通り元気いっぱいですよっ」

　スカートを翻して、お嬢様はくるくると回る。

　ママさんの時にも同じ薬があれば、と俺は思うが、お嬢様がそのことを口にしないのは、主治医であるヘカーテを思ってのことだろうな。

　これは想像だけど、ママさんが亡くなった日にヘカーテから謝られたはずだ。お母さんを助けられなくてごめんなさい、と。

　そして自分の病気が治った後に、またこのことでヘカーテが後悔するのをお嬢様が喜ぶはずがない。

　ママさんが助からなかったのは残念だけど、お嬢様の時は間に合って良かった。そう考える方がずっといい。

　俺も薬草を取りに行った甲か斐いがあったというものだ。

　まぁ、俺がやったとバレると魔物疑惑が深まってしまうので、ゼノビアちゃんにはこれからも身代わりになってもらわざるを得ないが。

「…………」

　ふと後ろを振り向くと、お嬢様が俺を見つめていることに気づいた。

「わふん？（どったの、お嬢様？）」

「……。ふふっ、何でもありませんよー」

　ああん、わしゃわしゃ気持ちいいー。

　お嬢様は俺のたてがみを搔かき回すと、俺を追い抜いていった。

　そして、しばらくひんやりとした石畳を進んでいくと、たくさんの黄色い花が咲いた場所へたどり着いた。

　花に囲まれるようにして、大きな墓石が佇たたずんでいる。

　頻繁に手入れされているのか、よく磨かれた墓石には苔こけ一つ付いていない。

　丘からはお屋敷がよく見える。家族をここから見守れるようにこの場所にお墓を作ったのだろう。

　俺の横を通り抜けて、お嬢様が墓石の前にひざまずく。

「お母様……」

　両手を組んでお嬢様は祈りを捧ささげる。

「お母様、今日はご報告があるんです」

　お嬢様がこちらを振り返った。

　俺とドリ子様はお嬢様に招かれて、お嬢様の隣にひざまずく。

　犬の俺はお座りだが、そんな俺の背中をなでながら、お嬢様は亡くなったママさんに俺を紹介した。

「この子は、ロウタ。私の新しい家族です。ちょっぴり甘えん坊で優しい子です。この子が来てから、私は夜に泣くこともなくなりました」

　働かないペットの俺の、唯一の役目だからね。

　お嬢様に寂しい思いなんて絶対させませんぜ。

　安心して見守ってて下さいな、ママさん。

「それから、こちらが私の初めてのお友達です」

「エリザベス・モーガンですわ。よろしくお願いいたします。マリアンナお母様」

　ドリ子様もママさんに祈りを捧げる。

「お母様、私はもう大丈夫です。泣き虫だったメアリは卒業しました。これからは楽しいお話ばかり聞かせに来ますねっ」

「メアリとは一生の友情を誓いますわ。どうか、見守って下さいませ」

「わふわふっ（もちろん、俺もお嬢様のそばにいますぜ。一生養ってもらいますぜ）」

　ママさんがお嬢様たちの祈りに応えたのか、一陣の風が吹いて花畑が波打つ。

　鮮やかな黄色の花が、メアリお嬢様のこれからを祝福するように、華やかに舞った。







[image: 05　作戦は順調！　と思ったらお嬢様の絵が凄い！]

「ロウタ……たくさん食べて大きくなるんですよ……」

「まぁ……素敵ですわ……クリスティーナより大きくなるなんて……」

　夜、二人のご令嬢にサンドされて、俺はベッドで横になっていた。

　二人は同じ夢でも見ているのか、寝言で恐ろしいことを言っている。これ以上大きくなんてなりたくないんですが。

　というか、変へん化げの術を解いたら二階の窓に余裕で顔が届くサイズだからな……。絶対に術は解かないようにしないと。

　仲良しこよしで抱きしめてくる二人から、少しずつ体をずらして脱出する。

　俺がいなくなったことで、隙間を埋めるようにお互いを抱きしめ合う二人を見て微笑ほほえましい気分になった。

「わふっ（おっと、いかんいかん）」

　百合ゆり百合しい景色に和んでいる場合ではない。

　勇者とゼノビアちゃんが森に入って半日が経たっている。

　何かあればナフラが連絡をくれるはずだったが、夜まで来なかったということは避難は問題なく進んでいると思って良いだろう。

　部屋を静かに出て、塀を跳び越えたところでナフラが上から降ってきた。

「わふっ（おっ、来たか。状況はどんな感じだ？）」

「にゃーん（魔ま狼ろう族の皆さんのおかげで順調ですよー）」

　よおし、良いぞお。

　俺に手伝えることは少ないだろうが、陣中見舞いくらいは出来るだろう。

　厨ちゆう房ぼうから保存食をゲットしたら、ガロたちの元へ転移だ。
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「わっふ（よっす、ガロ。作戦ご苦労さん）」

「ガウッ！（はっ、避難は万事滞りなく進んでおります！）」

　今日は本気モードなのか、ガロも狼おおかみの姿に戻っている。

　魔狼族たちは連携を取りながら横に並び、一つの波のように魔物たちを追い立てているようだ。

　とは言え広い森の中、どうしても漏れは発生するだろうが、それをフォローする第二陣が後を追いかけ、各個に対応していくという徹底ぶりである。

　さすがは魔狼族。相変わらず容赦というものを知らない。

「わふわふ（あ、これ差し入れ。休憩中にでも食ってくれ）」

「ガウッ（ありがたき幸せ。交代に入ったものから褒美として与えます）」

　俺はガロと連れだって歩きながら、避難の状況を確認する。

　勇者たちはまだここからかなり南にいるみたいだ。

　魔狼族は勇者から遠ざけるように、東西へ魔物を逃がしている。

「わふわふ（しかし、急な避難なのに、文句を言うやつもいないんだなぁ）」

　それほど勇者の存在が恐ろしいのだろうか。

「ガウガウ（いえ、渋るものは多数いたのですが）」

「わふっ？（あれ？　そうなん？）」

　だったらどうやってこんなにすんなり避難が出来てるんだろう。

「ガウッ！（はっ、簡単なことです。これが魔狼王ロウタ様からの直接の命であると告げれば、どんなに抵抗する魔物も、みな震え上がって逃げていきました）」

「わふぁっ!?（ふぁっ!?　ちょっと、ガロちゃん!?）」

　なにしてくれはりますのん!?

「ガウガウ（王命に背けば、白き閃せん光こうが貴様らの巣ごと全てをなぎ払うであろう。この言葉を聞いた魔物たちの怯おびえようと言ったら。ふふ、王のご威名の前には誰もがひれ伏すと改めて確信いたしました）」

　確信しないで。

　俺の知らないところで、俺の名前が恐ろしいものの代名詞みたいな扱いになっている。

　と、歩いているうちに避難の最前線まで来ていたのか、ちらほらと魔物の姿が発見できた。

「ギャ、ギャギャッ!?（お、王だ！　魔狼王だぞ！）」

　俺と目が合った瞬間、魔物たちが飛び上がった。

「ギャッギャッ！（に、逃げろ！　逆らえば一族郎党皆殺しにされるぞ！）」

　うわー！　と悲鳴を上げながら、蜘く蛛もの子を散らすように魔物たちが逃げていく。

「わふん……（え、ええー……）」

　なんか、魔王なんかよりよっぽど恐れられてる存在になってないか、俺。

「わ、わふ……（あ、あの……）」

「ギャー！（うわぁぁっ！　助けてぇぇぇっ！）」

「わ、わふ……（み、みんな……）」

「ギャギャー！（逃げろぉぉっ！　殺されるぞぉぉっ！）」

「わ、わふ……（お、俺の話を聞いて……）」

「ギャギャギャー！（いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!）」

　ぐすん。

　みんな俺の顔を見るなり、一目散に逃げていく。

　どんだけ怖がられてるんだ。

「ガウガウ（それはもう。我ら魔狼族を導き、竜族の姫を力ずくで妻に娶めとり、魔王軍の古き将たちを次々と倒す。これほどの武勇は他にありますまい。今やこの森でロウタ様のことを知らぬ者などおりませぬ）」

　ご、誤解が、誤解が生まれまくっている。

「ちゅ、ちゅー（わ、わし、力ずくで嫁にされてしまったのか……。ドキドキなのじゃ……）」

　違いますよねぇ！　むしろお前が無む理り矢や理り住み着いてきましたよねぇ！

　さっきまで寝てたくせに、良いタイミングで起きてくるなぁ、おい！

「ガウガウ（王が来て下さったおかげで、避難の速度がさらに上がりました。これならば作戦の達成は容易かと）」

「わふぅ……（はいはい、もう好きなように使ってちょうだい……）」

　もう諦めた。なるようになってしまえ。

　その後も、俺が北へ進めば進むほど、避難は順調に進んだ。

　モーセの奇跡がごとく、魔物たちは東西に割れて逃げていく。

「「「ギャギャギャー!!（逃げろーっ!!　魔狼王が出たぞーっ!!）」」」

「わぉぉぉぉんっ!!（作戦は上手うまく行ってるけど、なんか納得いかねぇぇぇぇぇっ!!）」
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　ロウタたちが北で魔物たちを避難させていた頃、南方の森では勇者たちが調査の歩を進めていた。

　木々で覆われた深い森は暗く、ランタンの薄明かりだけでこれ以上進むのは困難だった。「アルステラ、今日はここで野営しよう」

「そうかい？　ボクはまだまだ行けるけど？」

「私が疲れたんだ」

　意見を押し通すように、ゼノビアは担いでいた鉄箱を下ろした。

「明日の朝からまた調査を再開しよう。焦る必要はないだろう？」

「うーん、まぁ良いけど。ゼノビア、わざと歩調を遅くして歩いてないかい？」

「……現役の冒険者のお前と一緒にするな。話す暇があるなら、焚たき火の準備でもしてくれ」

「はいはい」

　勇者も布袋を下ろし、枯れ木を集める。

　燃えやすいように段を組んで、手をかざす。

「求むるは赤。粉となり、爆はぜよ」

　短い呪文を唱えると、やや湿し気けった枝が、簡単に燃え上がった。

「相変わらず便利なものだな。火打ち石もいらない」

　意外と加減するのが難しいんだよ？　と勇者は笑う。

「これでも勇者だからねぇ。剣も魔法も使えて、一人で何でも出来るのが勇者さ。だから君たちがボクから離れた後も、特段不自由はなかったよ」

「……アルステラ」

　焚き火を挟んで、二人は座り込む。

　食事は簡素な保存食だが、火で炙あぶればそれなりに食える物になる。

　ゼノビアはコックのジェイムズに持たされた保存肉やパン、チーズなどを持参していた。

　それなりに食えるなどと言っては罰が当たる良品だろう。

　一方、勇者の取り出した食料は、ギルドでも悪名高い携帯糧食だった。

　包装を剝むいた色味を見れば一目で分かる。モーガン商事の開発した完全栄養食だ。

　これさえ食べていれば他には何も必要ない。そんな触れ込みで売り出されたこの商品は、冒険者ギルドが独占的に仕入れている。

　安価で、日持ちし、調理の必要がない。

　良いことづくしの糧食だが、配給される冒険者たちの評判は最悪だった。

　完璧な栄養価とは裏腹に、人間の食い物とは思えないほど、劣悪な味がするのだ。

　いわく、ヘドロとおじいちゃんの足の爪を煮込んで固め、最後に腐った雑巾で磨いた粘土。

　これを食うくらいならむしろ粘土を食う。

　そう言われるほどのひどい代物だが、勇者は顔色一つ変えずにそれを口にした。

「……よく食べられるな。現役時代は何とか我慢できたが、今はもう匂いも嗅ぎたくない」

「そうかい？　栄養が取れれば何でも良いと思うけどね」

　まるで味そのものを感じていないように、勇者は躊ちゆう躇ちよなくそれを咀そ嚼しやくし、飲み込んでいく。

　淡々とした様子に、ゼノビアは溜ため息いきをついた。

「……半分よこせ」

「えっ？」

「昔は良く持ち寄った食糧を交換しただろう。私の物も半分やる」

　ゼノビアはぶっきらぼうに言うと、炙って柔らかくなった肉と溶けたチーズをパンに挟み、勇者に突き出した。

「ほら」

「あ、ありがとう」

　即席のサンドイッチを受け取った勇者が、ちらりとゼノビアを見る。

　当人は壮絶な顔をして、携帯糧食にかぶりつくところだった。

　顔面蒼そう白はくになりながら、葡ぶ萄どう酒しゆでなんとか流し込む。

「はぁ……はぁ……。相変わらずひどい味だ。これを作った者は味見をしたことがあるのか？」

「はは、無理しないで良いのに」

「うるさい。お前も食え」

　ゼノビアに促され、勇者もサンドイッチを頰ほお張ばる。

　溶けたチーズと肉の脂が、硬めに焼き上げたパンに染みこんで、保存食とは思えない良い味に仕上がっている。

　さすがはジェイムズ殿だと、口直しに余った燻くん製せいを口に入れてゼノビアはうなずいた。

　しかし、サンドイッチを食べる勇者の様子は、先ほど携帯糧食を食べていたときと変わりがない。

　無感情に目の前の食事を飲み込むだけだ。

「美味うまいだろう。うちの料理長が作る料理は、どれも一手間加えてあるのだ」

「……うーん、よく分からないや」

　美味いでも不味まずいでもなく、よく分からないという返事に、ゼノビアは怪け訝げんな顔をした。

「分からないというのは、どういうことだ？」

「えっとね。実を言うとさ、随分前から何を食べても味がしないんだ」

「な……！　お前……！」

　あっけらかんと言うその言葉に、ゼノビアは立ち上がる。

「ああ、別に病気ってわけじゃないからさ。心配しないでよ。むしろ体は絶好調さ」

　からからと笑う勇者を、ゼノビアは悲痛な目で見つめた。

「それより、森の調査に来たは良いけど、何もないね」

　勇者は森を見回してつぶやく。

　魔物どころか、動物がいる気配もない。

　まるでこの森に住む者が一斉にどこかへ消えてしまったかのようだ。

「……問題がないのは良いことだ。調査の通りということだろう」

「いやいや、調査した冒険者たちからボクが聞き出した話だと、この森はそんな安全な場所じゃないはずなのさ」

　勇者は肩をすくめた。

「彼らは森に入った途端、刺すような視線に終始囲まれ続けたと言っていた。ところが、いざ来てみれば、森は平和そのものだ。かえって不気味なくらいだよ。ゼノビアは本当に何も知らないのかい？」

「……さあな。私も数えるほどしか入ったことはないが、森で魔物と遭遇したことは……。……一度もない」

「ふーん」

　勇者は目を細めてゼノビアを観察する。

　ゼノビアは視線を合わせようとはせずに、葡萄酒を飲み干した。

「雑談はもう良いだろう。私が先に寝る。三時間経たったら交代だ」

　カバンから毛布を取り出したゼノビアは、会話を打ち切るように丸まってしまう。

「やれやれ、分かったよ。お休みゼノビア」

「ああ、見張りは任せたぞ」

　勇者は木にもたれかかり、聖剣を抱くように座った。

　焚き火を見つめる目は、暗く、おぼろげで、何も見ていないようだった。
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　遠くで焚き火が燃えている。

　俺はそれを遠くの剣先崖から見物していた。

　フェンリルアイは真っ暗のこんな遠くでもお見通しである。

「わふーん（ふーん、意外と仲良しっぽいな）」

　もっとギクシャクしてるのかと思ったら、良いコンビな空気を出している。

　魔物と遭遇してないせいかも知れないが、勇者も大人しいものだ。

「わふわふ（これなら何も起きずに普通に帰ってくれそうだな）」

　良かった良かった。

　避難も上手いこと行ったし、帰って寝よーっと。

「ちゅー？（ぬし様や、なんぞ様子がおかしいぞ）」

　え？　何が？　このまま朝までぐっすりコースじゃないの？

　レンに促されて遠くの焚き火にもう一度視線を移す。

　ぐっと目玉を押し出すように力を入れると、遠くまでよく見えるんだ。

　拡大された景色の中で、勇者が立ち上がっていた。

　ゼノビアちゃんのところへ静かに歩いて行き、大剣の鞘さやを払う。

　背中を向けて眠るゼノビアちゃんが気づく様子はない。

　そして、勇者は大剣を振りかぶった。

　ちょいちょいちょーい！

　明らかに寝込みを襲おうとしてるよね、あれ！

　なんで仲間のゼノビアちゃんを襲うんだ。さっきまでの友好的な態度はいったい何だったんだっていう。

　それはともかく──

「ワォォォォォンッ！（暴力反対、暴力反たーい！）」

　思わず出てしまった俺の遠とお吠ぼえに、遠くの勇者がびくりと震えた。

　剣先崖から見下ろす俺と目が合い、ぼーっとした瞳に輝きが戻ってくる。

　そして、自分が剣を抜いていたことに驚いた様子で、慌てて元の場所へ戻っていった。

「わふー（ええー、なにあれ、夢遊病患者か何かか？）」

　寝ぼけて魔物とゼノビアちゃんを間違えたのだろうか。いずれにしても危険すぎる。

　後でガロにお願いして見張りを付けてもらうか。この距離なら気づかれても逃げれるだろうし。

「ガウッ（はっ、直ちに！）」

　はわっ!?　いつの間に後ろにいたのか。

　あと、俺いま口に出してないよね。

「ガウガウ（王の家臣たるもの、王命が下されたときにはすでに動き出しているくらいであれというのが、先代の教えですので）」

「わ、わふ（そ、そうか。思いやりと察しの心だな。よきにはからえー）」

　ガロの王様信仰の教育は俺が来る前から始まっていたらしい。

「ガウッ！（はっ、では失礼いたします！　あの勇者めがおかしな行動を取れば、すぐさま首を刈り取ってご覧にいれましょう！）」

「わんわん！（全然ちがーう！　汲くみ取ってねーじゃねーか！）」

　俺の考えを汲み取るどころか、拡大解釈されていた。

　やっぱり魔ま狼ろう族は話を聞いてくれない。
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「ロウタ、起きて下さーい」

「あらあら、お寝坊さんですこと」

　うう、もう朝ぁ？

　お嬢様が俺をゆさゆさと揺らし、ドリ子様がカーテンを開ける。

　入り込んできた朝日がまぶしくて目を開けていられない。

「ぐぅ（なので、もう一眠り……）」

「駄目ですよー！　今日は朝から湖へ行くのです！　朝ご飯を食べたら出発ですよー！」

　湖かー。ここらで遊ぶと言ったら、あの辺になるよなぁ。

　涼しいし、のんびり出来るし、良い場所だ。あと魚も美味い。

　穴ぼこになった地形もヘカーテが直してくれたし、遊びに行っても問題ないだろう。

「お嬢様、お目覚めの時間です──ってもう起きていらっしゃる!?」

　モーニングティーを台車に載せて、トアちゃんがやって来た。驚いた拍子にツインテールをぴょこぴょこさせている。

「トア、おはようございますっ」

「あっ、はい！　おはようございます、お嬢様方。お目覚めのお茶はいかがですか」

「いただきますわ。メアリも少し落ち着くのですわ。そんなに焦らなくても、時間はありますの」

「うーうー」

　早く遊びに行きたくて、うずうずしているお嬢様の前で、ドリ子様は優雅に紅茶に口を付ける。

　まぁ、お嬢様も普段は勉強漬けだからなぁ。今は遅めの夏休みみたいなもんだから、楽しくてしょうがないんだろう。

　こうやって見てると、どっちが貴族か分からなくなっちゃうな。

「紅茶を飲んでゆっくり目を覚ましたら、朝食を頂きましょう。昨日頂いた夕食も素晴らしいものでしたから、朝食も期待できますわ」

「ふふー。ジェイムズさんはパンを作るのもすっごく上手なんですよ！　楽しみにしてて下さいね！」

　ああ、おっさんのパンは美味うまいなぁ。

　エルフ村のもっちりした木の実パンも美味いんだけど、おっさんの小麦にこだわったふっくらパンも最高なんだよなぁ。

　あ、涎よだれが出てきた。よし、まずはしっかり目を覚まそう。

　トアちゃん、俺にもお紅茶おくれー。
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「こ、このクロワッサン、いったい何層になっていますの!?」

　窓の内からドリ子様の驚きよう愕がくの声が聞こえてくる。

　俺もさっきおっさんから聞いたところだが、何と一〇〇層超えてるらしいですぜ。

　バターと生地を交互に折り込んで層を作るクロワッサンは、薄い層が増えるほどサクサクとした食感に仕上がるらしい。

　代わりに、焼く難易度も相当高くなるそうだ。

　焦げもせず、ふっくらきつね色に焼き上がった生地を見るだけで、おっさんの技量の高さが分かる。

　このクロワッサン、層の多さもさることながら、その一層一層をきちんと感じ取れるのがすごい。

　朝日をさんさんと浴びながら、一口目を頂くことにする。

　パンにかぶりつくと、歯が薄い生地を次々と破っていく。

　そして次の瞬間、鼻に抜ける濃厚なバターの香りよ。

「わふわふぅ……！（サックサクのフッワフワやでぇ……！）」

　おっさんはパン屋をやっても絶対成功していたと思う。

　前世でこんな美味おいしいパン屋があったら、破産するまで通ってたわ。

　しかも、しかもやで、俺のクロワッサンはそれだけじゃない。

「わっふぅぅ！（この冒ぼう瀆とく的なまでに詰め込まれたチョコレート！）」

　チョコクロワッサン。それは魔の食物。生地からはみ出たチョコはサクサクに焼けていて、それもまた美味いが、本命は中に閉じ込められた方だ。

　嚙かんで生地が破れた瞬間、トロットロのチョコレートが外にあふれ出てくる。

「わふわっふぅぅぅ！（サクサクトロトロフワフワうまーっ!!）」

「ちゅちゅー（甘いものはここに来るまで食したことはなかったが、良いものじゃのう）」

「にゃーん（とっても美味しいですねー。食べ飽きたはずのヘカーテ様のジャムも、このパンに付けて食べればいくらでも入っちゃいますよー）」

　そして、今日も今日とて、俺の朝食を横からかっさらっていくレンとナフラ。

「がっふがっふ！（うおお！　負けん！　このクロワッサンはぜんぶ俺のじゃぁぁぁぁぁぁぁっ!!　あ、そのジャムは俺にも下さい）」

　優雅なブレックファーストは、あっという間に戦場になり、血で血を洗うクロワッサン争奪戦へと変貌を遂げたり遂げなかったりした。
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　腹ごなしも済んで、俺たちは湖へ出発することになった。

「ロウタ、ゼノビア君がいない今、お前がしっかり二人を守るんだよ」

「わふわふん（任せてよ、パパさん）」

　今は魔物なんて一匹もいないから、護衛がまず必要ないぜ。

　サンドイッチも持たせてもらって、今からお昼が楽しみだ。

「どうして私まで……」

　馭ぎよ者しやを務めるトアちゃんの隣に座って、ミラーカちゃんがぶつくさとつぶやく。

「わふわふ（雑用係からお嬢様のお世話係なんて、それって出世じゃん。やったな、ミラーカちゃん）」

　客席の窓から顔を出して褒めてやると、ミラーカちゃんはぷいっとそっぽを向いた。

　あれ？　怒った？

　しかしよく見ると、髪から覗のぞく耳が赤い。

「が、頑張りが認められたとか、そんなこと思ってないしっ。う、嬉うれしくなんかないんだからねっ」

　うわっ、化石レベルのツンデレだ。

　だが、それが良い。真っ赤になった耳をペロペロしたい。

「エリザちゃん、湖に行ったら水遊びしましょうねっ」

「それも良いですけれど、私も遊び道具を持ってきていましてよ」

　お嬢様とドリ子様がくっついて、湖で何をして遊ぶか相談している。

　そう言えば、馬車の荷台に何か積んでもらってたね。飛空船から着替えやら何やら色々運び出してたからあの荷物の中にあった一つだろう。

「それってなんです？　気になりますっ」

「おほほ、着いてからのお楽しみですわー」

　馬車を引くイルーシブ夫妻の足取りは、老いを感じさせないほど力強い。

　ほどなく馬車は透き通る湖に到着した。

「ううーっ、冷たいですねー」

　靴を脱いだお嬢様が足先を水に浸つける。

「わふぅ（もう真夏って感じじゃないですからねぇ）」

　日差しはあるが、水温は結構低い。足を浸けるくらいがちょうど良い感じだな。水の掛け合いなんかして遊んだら風邪を引きそうだ。

「メアリ、準備が出来ましたわよー！」

　湖に設しつらえられた桟橋で、ドリ子様がこちらを呼んでいる。

　ドリ子様はドリ子様で何か持ってきてるって言ってたけど、いったい何の準備が出来たんだろう。

　見れば、白い布を張った板が簡素な台座に載せられている。

　それが二台。

「わふぅ（俺の推測が正しければ……）」

　これはキャンバスだろう。ドリ子様は簡素な椅子に腰掛けて、細い木炭を持った手をこちらに振っている。

「お絵かきですか？」

「……そう言ってしまうと子供の遊びに聞こえてしまいますわね。でも、これは本格的な絵画セット。我がモーガン商事が開発した速乾性の絵の具も入っていますのよ」

「おおー」

　なんか知的だ。

　ドリ子様のところも、色々手広くやってるんだなぁ。不味まずいペットの餌しか作ってないのかと思っていた。

「とりあえず見晴らしの良いここにキャンバスは置きましたけど、風景以外に描きたいものがあれば動かして良いのですわよ」

「どうしましょう、なに描きましょう。ううー、悩みますっ」

　すでに描き始めてしまったドリ子様に、お嬢様はあわあわと周囲を見渡す。

　そして、俺たちを見て、ぱぁっと顔を輝かせた。

「そうだっ。私、ロウタたちみんなを描きたいですっ」

　えっ、みんなって俺だけじゃなくてみんな？

「ちゅー（ふふん、わしの肖像画を描きたいとは、分かっておるのう）」

　俺のサイズに合わせてアングルを引いたら、お前なんて豆粒サイズになるぞ。

「トア、ミラーカ、来て下さい」

「は、はいっ」

「ええっ、私も!?」

　後ろで控えていた二人の手を引っ張って、桟橋に座らせる。

　ああでもない、こうでもないと、俺たちのポーズを変えさせたりキャンバスの場所を調整した結果、

「な、なんで私が魔ま狼ろう王おうにくっつかなきゃならないのよ……」

「あはは……」

「わふわふ（わーい、役得ー）」

　桟橋に座った俺に、トアちゃんとミラーカちゃんがもたれかかるように並び、レンは俺の鼻先でふんぞり返っている。

　そしてその後ろには、絵を描いている最中のドリ子様が収まるような構図だ。

「よーし、頑張って描きますよー。じっとしていて下さいね」

「わふー！（はーい！）」

　お嬢様に元気よく返事を返す。

　木炭のペンを立てて片目を閉じ、比率を測るお嬢様の姿は、なかなか様になっていた。

「はわわ、どうしましょう。お嬢様の絵に、私なんかが入るだなんて……」

「ふん、こんなものは堂々としていれば良いのよ。精々美しく描いてよね、お嬢様」

　緊張するトアちゃんに、ミラーカちゃんが肩を寄せる。

「任せて下さい。みんな素敵に描いて見せます！」

　自信満々だけど、お嬢様はちゃんと絵を描いたことがあるんだろうか。

　木炭を握る手は、迷いなくキャンバスを走っているようだけど。

「……ねえ、王様。あの偽勇者は今どうなってるの？」

　視線はお嬢様の方を向いたまま、ミラーカちゃんが小声で話しかけてくる。

「わふわふ（絶賛なにもない森を調査中だよ。ただ、なんか様子がおかしいんだよな）」

　思い出すのは、野営中に突然剣を抜いたことだ。

　あの時、勇者の意識は本当にあったのだろうか。
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　夢遊病のような、意識がないまま体だけが動いているようにも見えた。

「ふぅん……。やっぱりあの剣……」

「わふっ（なんだよ？　何か知ってるのか？）」

　ミラーカちゃんには思い当たる節があるらしい。

　勇者が来たときにもなんかつぶやいてたな。ヒントがあるなら教えてもらいたいところだが。

「王様、私たち魔王軍幹部のことは、どれくらい知ってるの？」

　どれくらいと言われても、俺が知ってる知識なんて、お嬢様が読んでくれる本の内容くらいだぞ。

「しょうがないわね。ただじっとしてるのもつまらないし、暇つぶしに少し教えてあげるわ」

　そりゃありがたい。

「わふわふ（だが、いいのか？　こんな話、トアちゃんがいるそばでしても）」

　お前らだって自分たちの正体が割れると不味いんじゃないの？　ヘカーテにお仕置きされちゃうぞ。

「平気よ、あの子、周りの声なんて聞こえないくらい、ガチガチに緊張してるじゃない」

　あ、ほんとだ。

　トアちゃんは引きつった笑みを浮かべて、お嬢様の要望に応えている。

「良いですよー。トアー。可愛かわいいですー」

「こ、こここっ、光栄ですっ」

　確かにこの様子なら、隣で話してても気にする余裕はないだろう。

　まぁ、気づかれたところで、ミラーカちゃんが犬に囁ささやきかけてるヤベーやつ認定されるだけだ。

　俺には被害がなさそうなので良し。

「じゃあ、まずは簡単におさらいね」

　知らないところでコラテラルダメージを受けているとも気づかず、ミラーカちゃんは自分を含めた魔王軍幹部の名を上げていく。

　幹部は全部で五人。

　悪霊を率い、無限の軍勢を生み出す、死霊導師リッチー。

　不死者たちの真祖として恐れられた、吸血悪姫カーミラ。

　獣たちの頂点に立ち、前線を支えた、百獣戦鬼ベヒモス。

　巨人の長おさであり、数々の城を破った、巨兵軍長ギガース。

　異界より悪魔を従え、人々を惑わした獄魔大使ベリゴール。

　五大魔将と呼ばれるこの魔族たちは、各々の種族をまとめ上げた王のような存在らしい。

　さらにその五人をまとめる魔王の元で、千年前は人類との壮絶な戦争を起こしたそうな。

　その中で俺が知ってる幹部は二人だ。

　まず、ツンデレで可愛い、金髪ロリメイドのミラーカちゃん。

　そして、今頃屋敷でせっせと働いているであろう、老執事のリッチモンドさん。

「わふわふ（こうして本人を前にすると、魔王軍幹部が全然怖くなくなってくるな。不思議）」

「うるさいわね。力を奪われてるんだからしょうがないでしょ」

「わふ？（奪われる前からたいしたことなかったような？）」

「ぐぐぐ、あんたが規格外すぎるのよ……！　本当に何なのあんた……！」

「わふわふ？（犬ですが、何か？）」

「あんたのような犬がいるかっ！　……まだあと三人いるんだから、油断してるとやられちゃうわよ」

　どうして俺が戦う前提で話が進んでいるのか、これが分からない。

　俺としては、残る三人は勇者に倒してもらいたいと思っているんだが、ミラーカちゃんの話によると、調査に来た勇者は偽者らしいしなぁ。

「わふわふ（あのイケメン勇者って、千年前の勇者とは血も繫つながってないのか？）」

「縁もゆかりもないまったくの他人よ。だいたい勇者の子孫ならあんたの近くに──あ、これは話しちゃ駄目なんだった」

　え、なんだよ。気になるじゃん。近くにいるの、本物の勇者？

　誰だよ勇者。いるんなら完全に職務怠慢じゃん。俺に戦わせてないでとっとと魔王軍を倒してきてくれ。

　でも近くにいる人間で戦える人って、ゼノビアちゃんくらいしかいないんだけど。

　マジで誰だ、心当たりが全然ないぞ。

「話したらヒキガエルにするって脅されてるから、絶対に教えないわよ」

　おおう、そんな恐ろしいことを言うのは、ミラーカちゃんたちを封じたヘカーテだろう。

　あいつも色々隠してるっぽいけど、実のところ、まったく知りたくない。

　ペットの犬を目指している俺としては、重要情報を知ってしまえば、なし崩しに巻き込まれそうだからだ。

「ちゅー（手遅れな気がするがのう）」

「わふっわふっ（うっせ、うっせ）」

　勇者も魔王もどうでも良いので、平和なペットライフだけ俺に与えて下さい。

「で、話を元に戻すけど、偽勇者の持ってるあの剣から、知り合いの気配がしてくるのよね」

「わふっ!?（えっ、また魔王軍が関係してるのかよ!?）」

　どうなってるんだ。なんでこの近辺にばかり魔王軍の関係者が集まってくるんだよ。

「偽勇者がおかしくなってるって言うなら、あの剣が原因よ。残る魔王軍の内、人間の精神を侵すことを得意とするのは悪魔のベリゴールね」

　悪魔は精神だけの存在で、人や物のような依より代しろがないと、この物質世界で存在を維持できないらしい。

「あいつも私たちと同じように、勇者に負けて封印されたはずだけど、復活したのかしら？」

「わふぅ……（えー、勘弁してくれよ……）」

　勇者だけでも厄介なのに、魔王軍幹部に取り憑つかれてるとか、厄ネタに厄ネタが被かぶさって大変なことになりそうだ。

「まぁ、とっとと剣を取り上げることね。そうすれば偽勇者もまともに戻るでしょ」

　ミラーカちゃんの言うことが本当なら、勇者が魔物を殺しまくったりゼノビアちゃんを斬ったりしたのも、あの聖剣が原因ということになってくるな。

　これは今晩にでも行動に移した方が良いかも知れない。

　こっそりゼノビアちゃんにこの情報を伝えて、協力し合えば剣を奪うことくらいはワケないだろう。

「ちゅちゅー（しかし、吸血鬼の姫よ。何なに故ゆえぬし様にこのことを教えたのじゃ？　性根から改心したわけではあるまい）」

「わふわふ（そうそう、それだ。どうしてこんなに協力的なんだ？）」

　ヘカーテに縛られているとは言え、力を取り戻すのを諦めたわけじゃなさそうだったけど。

「……私にも分からないわよ」

　湖面を見つめて、ミラーカちゃんはつぶやいた。

「あんたに負けて、魔力と一緒に気も抜けちゃったのかも知れないわね。あと、血よりも美味おいしい物を知りすぎたからかも知れないわ。特にあのシェフのトマトジュースがあれば、私は一生血を飲まなくてもやって行けそうな気がするわね！」

　上気した頰ほおに両手を当てて、涎よだれをすするミラーカちゃん。

　それはそれでいいのか。

　トマトジュースだけ飲んで生きていく宣言は、吸血鬼のアイデンティティーを失いかねない発言だが。

　むしろ吸血鬼すらも虜とりこにするおっさんの腕を褒めるべきなのか。

　まぁ、俺だっておっさんの料理に夢中だ。その気持ちはよく分かる。

　魔王やその幹部が復活したら、良い材料も仕入れられなくなって、おっさんの料理も食べられなくなってしまうかも知れない。

　それは断じて阻止しなければならない。阻止するには戦わねばならない。

　戦わざる者食うべからず。なんてひどい世の中だ。

　世の理不尽に俺は天を仰いだ。

「ロウター。あんまり動かないでくださーい」

「わふー（はーい、ごめんなさーい）」

　その後、サンドイッチを食べて休憩を挟んだりしながら、お嬢様たちの絵は描き進められていった。

「やったー。描けましたっ」

「あとは夕方まで乾かして、お披ひ露ろ目めですわね」

「ふふー、そのときまで見ちゃ駄目ですよー」

「楽しみにしていますわ」

　キャンバスを馬車に積み込み、後片付けをして、俺たちはお屋敷へと帰った。

　そして、夕食後、お屋敷のみんなを招いて絵のお披露目会である。

「では、まずは私から」

　遮幕を掛けたキャンバスが二つ。右側のものがドリ子様が描いた絵のようだ。

　しゃらりと布が取り払われると、そこには青と緑を基調とした、美しい湖の絵があった。

「おお、これは美しい……」

「目の前に本当に湖があるようですね」

　絵を見たパパさんとミランダさんが感嘆の声を上げる。

「わふわふ（いや、実際これは上手うまい）」

　絵のことをよく知らない俺でも、この絵が高い技量で描かれていることが分かる。

　湖の反射や揺らめく風景も精細に描き込まれてあって、絵を見ているだけであの湖で遊んだことをありありと思い出させてくれる。

「エリザちゃん、すごいです！」

「そうでしょうそうでしょう。絵画教室の先生にも褒められたんですのよ」

　ドリ子様はおほほ笑いをして、鼻高々だ。

「さぁ、次はメアリの番でしてよ」

「ふふー、私も頑張ったんですよ。見て下さいっ」

　そう言って、お嬢様がキャンバスにかけられた遮幕を取る。

　お嬢様の絵を見て、俺は第一声を上げた。

「わふんっ!?（ピカソっ!?）」

　お嬢様が描いた絵は、湖をバックに寄り添う俺たちだったはずだ。

　だが、この絵のどこに俺たちがいるというのか。

　もしかして目が四つあるこの怪物が俺とレンか？

　え、じゃあ、下の方にいる黄色と黒の毛むくじゃらが、トアちゃんとミラーカちゃんってこと？

　や、やべえ。あまりに前衛的すぎる。

「こ、個性的な絵で良いと思います」

「う、うむ、メアリらしさが出ていて良いんじゃないか……？」

　言葉を濁すミランダさんと、褒め言葉になっているのか怪しいパパさん。

　絵は人の心象風景や内面を表すと言うが、お嬢様の目にこの世界はどう映っているというのか。

　おかしいのは俺か、お嬢様か、いやこの世界か。

　ただの犬に過ぎない身では、戦慄で震えることしか出来ない。

「す、す……！」

　ドリ子様が前に一歩踏み出した。たぶんだが、この絵の右上にいるのがドリ子様なんだろう。

　十七分割してからペッタンコにして、もう一回つなぎ合わせたゴブリンみたいなこの物体がそうならば、だ。

　こんなの見せられたら、友情崩壊待ったなしじゃないですか、やだー！

　お嬢様たちの仲が壊れる前に、じゃれつきを装って絵を破ってしまうべきだろうか。場合によっては自分の胃を使ってボッシュートも辞さない覚悟だ。

　なあに、給料日前はティッシュペーパーに醬しよう油ゆを付けて食べていた前世を持つ俺だ。

　キャンバス一つ平らげるくらい楽勝よ！

「す……す……！」

　覚悟を決める俺の横を通り過ぎて、ドリ子様が絵に近づいていく。

「す……す……！」

　言葉を詰まらせながら、キャンバスを手に取った。

　恐ろしい絵を自らの手で破り捨てようというのか、ドリ子様は高々とキャンバスを掲げ──

「素晴らしいですわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　絶賛した。

「わ、わふ？（え、ええー？）」

「このような斬新な描き方は見たことがないのですわ！　遠近法や明暗法を完全に無視しているのに、絵の中に立体感が生み出されて、一体どうなっていますの!?　法則があるようでない。不安定なようで安定している……。まさに奇跡ですわ！」

　興奮した様子で、ドリ子様は絵の素晴らしさを讃たたえる。

　正直その良さが分からない俺たちは、首をかしげるしかない。

　才人にしか分からない何かがあるのだろうか。

「メアリ、この絵を預からせて頂けないかしら！　この絵は世に広めるべきですわ!!」

「良いですよ。エリザちゃんの絵と交換ですっ」

「この絵を見たあとに渡すのは、少々恥ずかしいですけれど、これも友情の証あかしですわね。交換ですわー」

　どう考えてもドリ子様の絵の方が上手だと思うんだが、これって等価交換になってるんだろうか？

　まぁ、二人とも嬉うれしそうだから良いか。

　くるくると踊る二人に俺も参加する。

　そんな俺たちをお屋敷の人たちは微笑ほほえましく見守るのだった。




　──このしばらく後、お嬢様の絵が高名な画家の目に止まり、美術界に旋風を巻き起こすこととなるのだが、それはまた別のお話。
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　さてさて、今晩は勝負を決めに行かなければならない。

　元々は勇者に何事もなく帰ってもらうための作戦だったが、勇者が聖剣に操られている可能性がある以上、そのままにしてはおけない。

　放っておいたらゼノビアちゃんの身が危ないからだ。

「ガウ！（王よ！）」

　空間魔法で跳んできたところを、ガロが出迎えてくれる。

　俺たちがいない間、勇者を見張ってもらっていたが、何か焦った様子だ。

「わんわん（どうしたんだ？）」

「ガウ……（申し訳ありません。厄介なことになってしまいました）」

　魔物の避難も済んで、森に特に問題は起きていないようだが、何が起こったというのだろうか。

「ガウ……（実は……）」

　ガロたちは俺が頼んだとおり、離れたところから勇者を監視していたらしい。

　ＳＳ級冒険者ふたりの警戒網から外れるため、かなり離れた位置から見張っていたようだが、それが裏目に出たらしい。

「ガウガウ（奴やつらが向かう先に、迷宮樹が発生しているのです）」

　迷宮樹。それは魔力が吹き溜だまることによって生まれる、天然のダンジョンだ。

　地下に根を張り、魔力を吸い上げ、体内に魔物を産み出して飼い、侵入者を養分とする。

　また、魔物に対して強い誘引性のある匂いを入り口から発し、外からも魔物を招き寄せて支配するという厄介な能力まで持っている。

「わふわふ……（今から俺が行って迷宮を潰すのは間に合わないか……）」

「ガウ……（はい。発見が遅れたのは私の不徳のいたすところです。いかようにも処分を……）」

　ガロたちを責められないだろう。

　普段なら、迷宮樹が見つかった時点で俺に報告が来て、ビームで潰すだけの簡単なお仕事だ。

　だが、今回に限っては避難作業で魔ま狼ろう族も手一杯だったのだ、森のパトロールがおろそかになってしまうのは仕方がない。

　勇者たちが迷宮を見つけたら、どうするだろう。

　引き返してギルドに報告するだろうか。

　いや、魔物に対して好戦的な勇者のことだ。中に入って攻略しようとするはず。

　ふたりが迷宮の中に入ってしまえば、外から潰すことも出来なくなるな。

「わふわふ（謝る必要なんてないぞ。むしろ今までよく働いてくれた。ここまでありがとうな。ガロも魔狼族のみんなも）」

　迷宮が近くにあるってことは、魔狼族たちもここにいるのがつらいはずだ。

　俺はなんともないが、迷宮から発する匂いは魔狼族たちでも抵抗するのが難しいと聞いている。

　連日の避難作業や監視で、魔狼族も疲弊しているだろうし、みんなの仕事はここまでで充分だろう。

「わんわん（留守番をしているシロとクロも寂しがっているかも知れないしな。戻ってやってくれ）」

「ガウ……！（我らの失態をお許し頂くだけではなく、なんと優しきお言葉をかけてくださるのか……！）」

「「「ガウ！　ガウ！　ガウ！（王よ！　王よ！　いと慈悲深き王よ！）」」」

「わふっ（しーっ、ストップストップ！　見つかっちゃうから！）」

「「「ガウ……！　ガウ……！　ガウ……！（王よ……！　王よ……！　いと慈悲深き王よ……！）」」」

　小声でやれって意味じゃないから。

　かけ声そのものをやめるという選択肢はないらしい。

　魔狼族たちは俺をひとしきり賞賛したあと、森の奥へと散っていった。




　　　　†　†　†




「わふわふ（とりあえず急いで追いかけるか。ガロたちの話だと、もう迷宮にたどり着いてそうだけど）」

「にゃー（勇者さんに座標アンカーを付けておけば良かったですねー）」

「ちゅちゅー（悔いても仕方あるまい。見つからぬように剣を奪うには近くに転移するわけにもいかんかったじゃろうし）」

　俺はレンとナフラを背中に乗せ、遠くから感じる迷宮の匂いをたどって走る。

「わんわん（ところで、お前らは迷宮の匂いは平気なのか？）」

「ちゅーちゅー（わしを誰だと思っておるのじゃ。この程度の誘香でわしを操ろうなんぞ、千年早いのじゃ）」

　流石さすがは千年喪女ペドロリショタケモナー脳筋ドラゴン。頼もしいぜ。

「にゃにゃーん（ナフラはそもそも魔物じゃありませんのでー。ホムンクルスですのでー）」

　首がもげても大丈夫だったり、触手が体内にあったりするのに、魔物のカテゴリじゃなかったのか……。

「わふわふっ（そういうことなら大丈夫そうだな）」

　足音を立てないように、森の道とも言えぬ道を北に進み続けると、迷宮の匂いに混じってゼノビアちゃんたちの気配がしてきた。

「わふっ（追いつけたみたいだな）」

　だが、二人はすでに迷宮の前にたどり着いていた。

「何という大きさだ……！」

「確かにね。ボクもこれほどの迷宮は見たことがない」

　え？　そうなの？　最近ポコポコ湧くから、定期的に潰してるやつの一つなんだけど。

　勇者たちから見ると、相当やばい迷宮らしい。

　俺も潜って探索したことなんてないから、中にどんな魔物がいるとかも分からないけども。

　ビームで迷宮核を狙撃してるから楽勝なだけで、実際に攻略するとなると案外大変なのかもな。

　地面に生える迷宮樹は、一見すると蟻あり塚づかのように地面から盛り上がった岩場にしか見えない。

　そこに穴が開いただけの、奥行きのない洞窟のような形をしている。

　しかし、あそこから下へ潜れば、その先には根のように拡ひろがる迷宮が存在しているのだ。

「準備もなしに潜るのは危険だ。一度戻ってギルドに報告したいところだが……」

「そうも言ってられないんじゃない？　迷宮からあふれた魔物は野にいる魔物より凶暴だ。人を見れば例外なく襲いかかることはゼノビアも知っているだろう？　ここまで成長してると、魔物が外へあふれ出るのも時間の問題だと思うよ？」

「くっ、そうなれば、まず襲われるのはお屋敷の人々か……」

　ゼノビアちゃんは歯は嚙がみし、鉄箱を下ろして、中身を取り出した。

　いつかの黒い大剣だ。柄つかと分離されてあった刃やいばが火花を散らして合体すると、身の丈を超える大きな剣となった。

「やっとその気になってくれたんだね！　嬉しいよ、ゼノビア！」

「お屋敷の人々を守るためだ。私はもう冒険者に戻る気はない」

「いいさ、一緒に戦えるならそれでも。……それにこれだけの迷宮だ。切り倒してその力を奪えば、我の封印も完全に……」

「……アルステラ？」

「ん？　どうしたのゼノビア？」

　また焦点の定まらない瞳でブツブツとつぶやいていた勇者だったが、ゼノビアちゃんに声をかけられると、きょとんとした顔で問い返す。

「いや……」

「さぁ、行こうじゃないか！　迷宮の魔物ならいくら殺しても文句はないだろう？」

「あ、ああ」

　聖剣を抜いて駆けだした勇者に続いて、ゼノビアちゃんもまた迷宮の入り口へ飛び込んでいく。

「わふぅ……（うーん、ありゃどう見ても操られかけてるな）」

　ミラーカちゃんの話と照らし合わせると、あの剣に魔王軍幹部のベリゴールとやらが取り憑ついているのは間違いない。

　迷宮の探索中に隙を見て奪い取らねば。

「わふっ！（よし、俺たちも追うぞ！）」

　中の魔物はお前らに任せた。

　ビームは派手だし、至近距離で戦うとか、俺には無理だ。

「ちゅちゅー（やれやれ、このわしを露払いなんぞに使いおって。まぁ、本命を倒すのは雄の役目じゃしな）」

　えっ。いや、全部お任せコースのつもりだったんですが。

　うんうんと勝手に納得して、レンは俺の頭に飛び移って尻尾を振る。

　迷宮に降りれば、それは鋼の鞭むちのような竜の尾に変化するのだろう。

　俺もまた大地に盛り上がった迷宮の入り口に飛び込み、勇者たちの後を追った。
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　入り口から真下へ数メートル落下して、着地する。

　中はそれなりに広い空間になっていて、四方へ向かう穴がいくつも開いていた。

「わふぅぅ……（うえぇ、臭い……）」

　魔物にとってはたまらないほど良い匂いらしいが、俺にとってはただただ臭いラフレシアの匂いでしかない。

「ちゅーちゅー（臭いのはそのせいだけではなさそうじゃぞ）」

　薄暗い迷宮の中をよく見れば、魔物の死体がゴロゴロ転がっていた。

「わふっ!?（うへっ、グロ画像!?）」

　画像というか、リアルに今目の前にある死体なのだが、現実味がなさ過ぎる。

「にゃーん（冒険者さんは魔物を倒したら素材を回収するって聞いてたんですけど、ほったらかしですねー）」

　勇者は本当にただ魔物を殺すことを目的としているようだ。

「ちゅー（放っておけば、また迷宮が死体を飲み込み、次の魔物を産む養分にするだけなのじゃ）」

　よく出来たサイクルだな。

　迷宮は魔物や冒険者の命を吸い、育ちきるまで育ちきって、周囲から栄養となるものがいなくなると、勝手に崩壊するらしい。

　そして崩壊と同時に、凶暴化した魔物が大量に外へと湧き出すのだそうだ。

「わふぅ（厄介極まりないな）」

　魔ま狼ろう族も迷宮には手が出せないから、そうやって外へ出てきた凶暴な魔物を狩り続けてきたんだろう。

　平和な森は魔狼族なくして成り立たない。みんな本当に働き者である。

　そんな働き者の魔狼族の王が、怠惰極まる俺っていうのが申し訳ない。

　だからといって働く気は一ミリたりともないけど。

「ちゅー（迷宮に関する話としてはこんなもんじゃな）」

「わふー（ほーん。レンは物知りだなぁ）」

「ちゅーちゅー（そうじゃろう、そうじゃろう。才色兼備な妻じゃろう）」

　いや、そこは否定したいが。

　レンの講釈を聞きながら、血の匂いで充満する迷宮の中を進む。

「わふわふ（目印には困りそうにないなぁ）」

　なにせ進む先には魔物の死体がゴロゴロ転がっている。

　探索というより、行き当たりばったりに進んで、手当たり次第に殺して回っているだけみたいだ。

　今までのところ、一匹も生きた魔物に遭遇していない。

　戦わなくて済んでるのはありがたいことだが、勇者の容赦のなさは相当なものだ。

　後を追って走り続けること数分。ようやく前方から音が聞こえてきた。

　それは『ブシャァッ』だったり『ズバァッ』だったり、物騒な音ばかりだったが、それに混じって勇者の楽しそうな声も聞こえてきた。

「あははははははははははははっ！　その程度かい!?　全員でかかっておいでよ!!」

　勇者の前には巨大な角を生やした大男が三体。

　牛のような顔と下肢をして、手には巨大な戦せん斧ぷを握っている。

「ちゅー（あれはミノタウロスじゃの。それなりに高位の魔物じゃが）」

　広い迷宮に頭をこすりそうな程の体格から振るわれる戦斧は、三方向から勇者に襲いかかる。

「ははは！　遅い遅い！」

　勇者は身をかがめて斧を躱かわすと、正面のミノタウロスの懐へと飛び込み、聖剣で膝を叩たたき切った。

「ブモォォォォォォォォォォッ!!」

　迷宮の瘴しよう気きで理性を奪われたミノタウロスが、何を言っているのかは分からない。

　しかし足を切り飛ばされても、そのミノタウロスは戦意を失っていなかった。怒りに満ちた目で戦斧をさらに振るう。

　だが勇者にはかすりもしない。二撃目の斧おのも躱され、体勢を崩したミノタウロスの体を勇者は駆け上がり、下から顎を切り上げた。

　顔面を縦に割られて、仰あお向むけにひっくり返るミノタウロス。

「あはっ」

　遅れて落ちてきた勇者が、勢いに任せてもう一度頭に大剣を叩きつける。

　脳のう漿しようが飛び散り、戦斧がミノタウロスの手から落ちたことを確認し、勇者はようやくとどめを刺したと判断した。

「「ブモォォォォォォォォォォッ!!」」

　仲間をやられ、しかし正気を失ったミノタウロスは挑むのをやめない。

　縦と横から、勇者に十字の斬撃を見舞うが、勇者にとっては止まって見えるのか、笑いながらあっという間に二体を仕留めてしまった。

「わ、わふぅぅ……（なんか、あそこだけ別の世界になってるんですけど……）」

　グロ映像の連発で、先に俺の心が折れそうだ。

「こうしていると、昔を思い出すね、ゼノビア！　懐かしいよ！」

　返り血に染まった頰ほおを拭い、勇者が嬉うれしそうに声を上げる。

　視線の先には、暗い顔をしたゼノビアちゃんがいた。

　勇者が敵を全て倒してしまうのか、ゼノビアちゃんの大剣はまだ血に汚れていない。

「しかしミノタウロスが三体も出るなんて。並の迷宮なら一体だけで迷宮核を守るボス並みだよ。やはりこの迷宮樹は相当な高難度迷宮だね！　まぁ、ボクとゼノビアがいれば、簡単に攻略可能だろうけどね！」

　血に酔っているのだろうか。勇者はハイテンションに話しかける。

「……アルステラ、私たちの間にあったことは忘れたのか？　あんなことがあったんだ。私たちはもう昔のようにはなれないだろう？」

　勇者とゼノビアちゃんは、過去に斬り合ったんだっけ。

　ゼノビアちゃんにはあるわだかまりが、勇者にはまったくない。まるで過去そのものを忘れてしまっているかのようだ。

「ん？　あんなことって、何があったっけ？」

　俺の想像を裏付けるように、勇者は首をかしげる。

「ゼノビアが急にいなくなっちゃってさ、ボク、ずいぶん探したんだよ？　どうして突然ボクを置いて行っちゃったのさ」

「お前……」

　ゼノビアちゃんも、まさか自分を斬ったことを忘れているとは思っていなかったようだ。

　絶句し、何かを言いかけ、しかし首を振った。

「……私のことはもう良い。だが、お前はまだこんなことを続ける気なのか？」

「続けるって何を？」

「魔物殺しだ」

　声を落とすゼノビアちゃんとは逆に、勇者は目を輝かせて子供のように自慢する。

「もちろんだよ！　それが僕ら冒険者の仕事じゃないか！」

「違う！」

　ゼノビアちゃんは手を振り払い、勇者に訴えかける。

「冒険者は魔物を殺すだけが仕事ではない。あまりに殺しすぎれば、その土地の生態系が崩れてしまう。我々の活動は環境の保護も含んでいるはずだ。人に危害を加えない魔物まで絶滅させる必要はあるのか」

「あるさ。魔物は悪だからね。将来危害を加えないとは限らない」

　先ほどまでのハイな様子はなりを潜め、勇者は無感情にゼノビアちゃんに答えた。

「……魔物にも、善良な心を持つ者はいる。全ての魔物が悪ではないことを私は知った」

　胸元に隠した温かみを押さえ、ゼノビアちゃんは胸の内を告白する。

「もしかして、屋敷にいたあの白い魔物のことを言っているのかい？」

　勇者の指摘に、ゼノビアちゃんはハッと顔を上げた。

「あれは凄すごい魔物だったね。あれほどの力を秘めた魔物はボクもそうお目にかかったことがない。しかも本来の力を隠しているようにも見えた。あれは良い。あれを斬れば、ボクはさらなる強さを……勇者としての高みに……」

　また勇者の様子がおかしい。

　何も見ていないような目をして、薄く笑みを浮かべている。

「アルステラ──」

　心配して声をかけたゼノビアちゃんを遮るように、勇者は片手を上げて制止した。

「あー、そうだぞ。そうだ。思い出したよ。前の時もそんなことを言っていたね。それで、ボクらは……あれ？　それからどうしたんだっけ……。ボクは、ゼノビアを……。ああ、頭が痛いや……」

「アルステラ、お前は……」

「ん？　なんだい？　ゼノビア？」

　頭を押さえて痛みを堪こらえていたかと思ったら、急に元気になる。

　情緒不安定にも程があるぞ、この勇者。

　これが聖剣のせいだというなら、早急に取り上げなければならないだろう。

「ボクは魔物を狩るのをやめないよ。だってボクは偉大な勇者の子孫なんだ。ずっとそう言われて育ったんだ。みんなの期待には応えなきゃ」

「…………」

「だから、これは正しいことなんだよ、ゼノビア。君がいなくなったあとも数千の魔物を斬った。これからも数万の魔物を斬っていくのさ。ボクは〈勇者〉だからね」

　神々しく輝く聖剣を手に、笑顔で答える勇者。

　ゼノビアちゃんは何も言えず、立ち尽くしていた。
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「わっふぅ（やっべぇ）」

　想像以上にやばい人だった。

　厨二病も真っ青だぜ。

　ゼノビアちゃんをこのまま勇者のそばに置いとくのは、どう考えても危険だ。

　かといって今出て行ったら、余計にややこしくなるだろうし。

　二人が離れるタイミングを見計らうしかないな。もう少しこのまま追跡しよう。

　あんまり近づくとバレちゃうだろうから、距離は置いておく。

　そしたら、聞こえてくる音の恐ろしいこと恐ろしいこと。

　勇者の甲高い笑い声と魔物の断末魔が交互に聞こえてくるという、頭がおかしくなりそうなＢＧＭがずっと流れっぱなしだ。

　うーん、ウォーモンガー過ぎる。

　魔物の波がいったん引いたのか、またゼノビアちゃんが勇者に話しかけている。

「アルステラ、お前のその強さはいったい……？　私とパーティを組んでいた頃よりも遥はるかに強くなっている」

「君も知っているだろう？　ボクにはこの聖剣がある。君の大剣もなかなかの業物だけど。やっぱり勇者の剣は強さも破格だろう？　魔物を殺せば殺すほどどんどん切れ味が増すし、ボクの力も上がるんだ」

「……私と別れてから、いったい、どれほどの魔物を斬ったのだ」

「さっきも言っただろう？　数千匹は軽いよ。斬って斬って斬りまくった。おかげでもうボクに敵かなうやつなんて誰もいない」

　キミですらね。

　そう付け加えて、勇者はさらに迷宮の奥へと進んでいった。
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「わふぅ……（これ、帰り道もあるのかぁ……）」

　死体が転がる中を帰りも歩かなければならないと考えると、気分は憂鬱だった。

「ちゅー（それは心配いらんじゃろう。迷宮は魔物を産むが、食いもする。死んだ魔物はすぐさま地中に飲まれて行くのじゃ）」

「にゃーん（あ、本当ですよ、ロウタさん。後ろを見て下さい）」

　ナフラに言われて振り返ると、真っ二つになった豚面の魔物が地面に溶けるように消えていくところだった。

「ちゅーちゅー（迷宮は一個の生命じゃ。循環し続け、崩壊の日が来るまで成長を続ける。迷宮に住む魔物ごと消したいのなら、最奥の核を潰さねばならんのじゃ）」

「わふー（いつもなら、ビームで一発楽勝なんだけどなぁ）」

「ちゅー（あんな反則、ぬし様以外に出来るわけないじゃろが）」

「にゃー（反則も反則ですねー）」

　はっはっは、まったく嬉しくないチートだけどな。こんなビームより、可愛かわいく見られるチートが欲しかった。

「わふっ？（ってあれ？　一番奥まで来ちゃったんじゃないか？）」

　行き止まりだが、ゼノビアちゃんたちもいないし、迷宮核とやらも見当たらない。

　道しるべになっていた魔物の死体もないし、くっちゃべっている内に道を間違えてしまったようだ。

「わふっ（やっべ、戻らないと）」

　しかし、さっきの死体が消える速度を考えると、目印はもうなくなってるんじゃなかろうか。

「ちゅー（匂いを追えば良いのではないか？）」

　このくっさいトイレ臭の中をどうやって？

　その時、遠くから女性の悲鳴が聞こえた。

「わんっ（ゼノビアちゃんか!?）」

　これは一大事だ。

　急いで俺たちは来た道を駆け戻った。
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　迷宮樹の核を守っていた主が、地響きを立ててくずおれる。

　勇者の聖剣は、この迷宮で最も強い魔物でさえ簡単に倒してしまった。

　結局、この迷宮にいる間、ゼノビアは一度も剣を振っていない。

　その必要がまるでなかったからだ。

　勇者はあまりに強すぎた。

「どうだい、ゼノビア。これでボクはまた勇者に近づいたんだ……」

　戦いで傷を負ったわけでもないのに、勇者は足取りはフラフラとおぼつかない。

　撃破したボスは高価な素材の宝庫だが、勇者は気にもとめず迷宮核の元へと進んで行く。

「ボクは、勇者に……本当の勇者になるんだ……」

「もうやめろ、アルステラ！　お前がずっと勇者を目指していたのは知っている！　だが、その姿がお前の望んだ勇者だとは思えない！」

　ゼノビアは勇者を止めるべく声を上げるが、勇者は聞き入れなかった。

　逆手に持った聖剣を、迷宮核に深々と突き刺す。

　石で出来た目玉のようなそれは、ひび割れて色を失っていく。

　そして同時に、聖剣が耳をつんざくような不快な音を立て始めた。

　ごくりごくりと、喉を鳴らすように、迷宮核の魔力が吸い上げられていく。

　聖剣を握る勇者はガクガクと体を震わせ、青い血管が白い肌の下で脈動する。

「くっ、やはりお前がおかしくなった原因は、その剣か!?　アルステラ！　剣から手を放せ！」

　ゼノビアが後ろから勇者につかみかかり、迷宮核から無む理り矢や理り剣を引き抜く。

「放せ！」

　勇者がゼノビアを突き飛ばした。

　中途半端に魔力を吸った聖剣が神聖な輝きを発する。白々しいほどに神々しく、いっそ下品なほどだった。

　その輝きはもっと吸わせろと勇者を急せかしているようにも見えた。

「ゼノビアぁぁぁ……！」

　勇者が涎よだれを垂らしながら、怒りを込めた目でゼノビアを睨にらみつける。

「たとえキミであろうとも、ボクの邪魔をすることは許さない！」

　腕をだらりと垂らし、前まえ屈かがみになった姿勢から、勇者は一気に加速する。

「ぐっ!?」

　重たい一撃を、ゼノビアは大剣を盾に防ぐ。

「や、やめろ！　アルステラ！」

「ああああああっ！　なんで邪魔するんだ！　なんでみんないなくなるんだ！　なんで！　なんで！　なんでぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

「アルステラ……！」

　勇者は寂しさに泣く幼おさな子ごのように聖剣を振り回す。

　だがその剣圧は常軌を逸していた。聖剣よりも一回り以上大きな大剣を持つゼノビアが剣の勢いを殺しきれずに吹き飛ばされる。

　踏ん張った足が地面に轍わだちを刻み、それでもなお止まらず壁に叩たたきつけられた。

　前衛職として活躍したゼノビアを圧倒するパワー。勇者の力は明らかに人間の限界を超えていた。

　事実、聖剣を握る勇者の腕からは、筋肉が千切れる鈍い音が鳴り続けている。

　衝撃に耐えきれず自分の体が崩壊するのはもう時間の問題だろう。

「なんで……どうして……。ボクは……みんなに……ただ認めてもらいたかっただけなのに……」

　勇者は泣いていた。蜘く蛛もの巣のように青い血管を顔に浮かばせ、血の涙を流していた。

「……そうか……そうだったんだな」

　ゼノビアは大剣を杖つえに立ち上がった。

　そして覚悟を決めたように、静かに剣を構えた。

「すまない、アルステラ。あの時、私は逃げるべきではなかった。生き延びたその足で、もう一度、いや、何度でもお前を止めに行くべきだった」

　悲しげに見つめるゼノビアの視線に、勇者が歯を軋きしらせる。

「ボクを、ボクを、哀れむなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　絶叫し、勇者は一直線にゼノビアへ突進する。

　水平に構えた聖剣は一撃でゼノビアを突き殺すだろう。

　対して、ゼノビアは剣を下段に引いて構えた。

「ゼノビアァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァアッ!!」

「アルステラ……」

　交差は一瞬だった。

　勇者の渾こん身しんの突きを、ゼノビアの大剣が掬すくい上げるようにいなす。

　そして上段に移った構えから、必殺の振り降ろしが決まる。

　そのはずだった。

　勝敗の明暗を分けたのは、武器の強度。

　幾千の魔物の魂と血を吸い、迷宮樹の魔力さえも飲み込んだ聖剣に、ゼノビアの魔剣が押し負けた。

　ガラスのように砕けた剣の破片の中を、聖剣の切っ先が突き進む。

　狙いは寸分違わず、ゼノビアの胸の中心を捉えた。

「がはっ……」

　血を吐いたゼノビアが、胸を押さえてくずおれる。

　うつ伏せに倒れたゼノビアは、そのまま動かなくなった。

「…………」

　勇者は茫ぼう洋ようとそれを見下ろし、わずかにその瞳に輝きが戻った。

「……あれ？　……ボクは、何を……？」

　目の前の光景に耐えきれず、勇者の手から剣がこぼれ落ちる。

「う、噓うそだ。なんでボクが、ゼノビアを……!?」

　ひざまずき、ゼノビアの体を揺するが、意識が戻ることはない。

　聖剣はゼノビアの胸を正確に貫いていた。

「あ、ああ……あああ……！」

　勇者は頭を抱え、うずくまった。

「……そうだ……。ボクはあの時も、こうやってキミを斬って……。どうして忘れていたんだろう……。またボクはこの手でキミを……！」

　本当に認めて欲しかった相手は、誰だったのか。

　最初の気持ちを思いだした頃には、もう全てが遅い。

　嗚お咽えつをこぼす勇者を嘲あざ笑わらうかのように、聖剣が震え始めた。

　微細な震えは引きつるような痙けい攣れんに変わり、ゲラゲラという本当の笑い声に変わった。

『まったく、人間というのは愚かなものよなぁ。見た目を取り繕ってやれば、簡単に騙だまされてくれる』

「え……？」

　呆ぼう然ぜんとする勇者の前で、白い聖剣の色が毒々しい紫へと変わっていく。

　剣はひび割れ、枝分かれし、朽ちた枯れ木を思わせる姿になった。

　そこにあの神々しい聖剣はなく、どこまでも禍まが々まがしい呪剣があった。

　ざわざわと紫鋼の枝を揺らし、剣は嗤わらう。

『千年、自らが勇者の子孫と信じ続けた愚かな一族よ。その末まつ裔えいたるお前が数多あまたの魔物の血と魂を捧ささげてくれたおかげで、ようやくここまで復活することが出来た。感謝するぞ』

　剣の言葉を勇者は理解できない。

『我は魔王軍五大魔将が一柱、ベリゴール。獄魔大使ベリゴールとは我のことよ。つまりお前は、必死こいて魔王軍復活の手助けをしていたというわけだ。たいした勇者だと思わんか？　なぁ？』

　これまでの一族の信仰と、自分の一生を捧げた努力。その全てを否定する言葉を勇者は到底受けきれなかった。

「あ、ああ、あああああああアあアァ……」

　勇者の心が崩壊していく。

　その様を、剣は縦に並んだ三つの目を開き、細め、愉悦に体を揺すった。

『長かったぞ、この千年。剣に封じられ、戦場跡に放置されたときはこのまま朽ちていくだけかと思ったが、貴様の先祖に拾われた僥ぎよう倖こうは忘れることが出来ぬ』

　話している間も、紫剣の枝は広がり続け、大樹がごとき大きさまで成長した。

『長い年月をかけて所有者を洗脳するのは骨が折れたぞ。少しずつ我を聖剣であると、自分たちが勇者の末裔であると思い込ませてきたのだ。そして代々の自称勇者に魔物の血を吸わせ続けて来たのよ。封印を解く魔力を得るためになぁ！』

　枝の揺れは何人もの笑い声に聞こえた。

　嘲笑。侮蔑。一族の者の人生すべてを台無しにしてきて、それをなお滑稽だと嗤う悪魔。

「…………」

『ふぅむ、完全に心壊れたか？　つまらん。貴様の絶望はなかなか美味であったが、すぐに壊れてしまっては味わう暇もないではないか。まぁ良かろう。封印もあとわずかで完全に解ける。お前の血と魂でそれを補うことにしよう』

　無数に拡ひろがった剣の枝が、動かない勇者を串刺しにしようとする。

『千年を我に捧げた愚かで愛いとしい一族よ。末裔たる貴様もまた、我の贄にえとなるが良い！』

　剣枝は虫の節足のように動き、勇者を取り囲んだ。

　勇者は抵抗することもなく、自らが殺してしまったゼノビアの前で、呆然と涙を流し続けた。

　そして──壁が爆発した。




　　　　†　†　†




　もうもうと上がる土煙。

　俺はぶち抜いた穴からなんとか這はい出た。

「わっほわっほ（ぺっぺっ。土が口に！　誰だよ、壁を掘ってショートカットすればすぐに追いつくとか言った馬鹿は！）」

「ちゅー（ぬし様じゃ）」

「にゃー（ロウタさんですねー）」

　はいはい、そうですね、俺ですね。

　あの後、どの道を通ってもゼノビアちゃんには追いつけず、おまけに道にまで迷った。

　ゼノビアちゃんたちに当たるかも知れないからビームも吐けないし、壁越しに聞こえてくる音を頼りに、前足で掘り進めてきたのだ。

　だもんで、つやつやに手入れされていた自慢の爪が土まみれだ。

　帰ったらお風呂に入らないと。メイドさんたちにどこで遊んできたんだって怒られちゃうぜ。

「キミは……、あの時の……？」

　状況は壁越しに聞いていたけど、思った以上にひどい有様だ。

　ゼノビアちゃんは倒れていて、勇者は泣きながら座り込むばかりで役に立ちそうにない。

「わふっ（とりあえず、レンとナフラはあっちを頼む）」

「ちゅっ（護衛じゃな）」

「にゃー（治療ですねー）」

　委細承知とばかりに、二匹が勇者たちの方へ走っていく。

　必然的に俺がこいつの相手をしなければならないわけだが、ここで戦ったら確実に正体がばれるよなぁ。

「わふわふ（まぁ、そうも言ってられないか）」

　勇者たちを背に、魔物と化した聖剣の前に立ち塞がる。

　壁伝いに聞こえていた話によると、こいつが獄魔大使ベリゴールらしい。

　ミラーカちゃんが言ってたとおりになったな。

『貴様、あの時の妙な狼おおかみか……。ちょうど良い、封印はほぼ解けているとは言え、我はまだ腹八分である！　貴様の血と魂を我に捧げよ！』

　枝や根のように枝分かれして伸びた剣が、ねじれながら束ねられていく。

　紫剣の大樹は、鋼の四肢をもった巨人へと進化した。

「わ、わふぅぅぅっ！（う、うおおおおおおっ！　こ、怖ええええええええっ！）」

　フェンリルボディがどれだけ強かろうが、怖い物は怖いのだ。

　俺は足が震えて一歩もそこを動けなくなった。

　剣の巨人が金属をこすり合わせる不快な音を立てながら、両手を振りかぶる。

[image: ]

　両手は一度バラバラにほどかれ、再度つなぎ合わさったときには、巨大な一本の剣と化していた。

　その様子を見た勇者が悲鳴を上げる。

「よ、避よけるんだ！　その剣はゼノビアの魔剣さえも砕いた！　受けたら死ぬよ！」

「わ、わふっ!?（えっ、ちょ!?　今それを言うの!?）」

　時すでに遅し。

　巨大な剣はすでに振り下ろされていた。

『真っ二つになって臓ぞう腑ふをぶちまけい！　啜すすり上げてくれるわ！』

　鋼の巨人ベリゴールが哄こう笑しようし、豪風を纏まとった剣が襲いかかる。

　そして、真っ二つになった。

　剣が。

『ぬ、ぬぁにぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?』

　両腕ごと折れた剣が、空中で粉々に砕けて宙を舞う。

「わ、わふ……（こ、怖かった……）」

　ちょっとチビってしまった。

　だが、ノーダメージである。痛みすらない。

　どんだけ強いんだろう、俺の毛皮。

『あ、数多の魔物の血を吸い、究極の特攻効果を持つに至ったこの呪剣が、あっさり破壊されるなど……!?』

　巨人が狼ろう狽ばいしながら後ずさった。両腕を失っただけでは終わらず、体全体がひび割れていく。

『く、崩れる……！　我の依より代しろが……！』

「わふ……（なんだ？　勝手に攻撃して、勝手に自滅していってるぞ、こいつ。ざまぁ）」

「ちゅー（魔物に対して特攻効果を持つが故に、魔物に攻撃が通らなかった時点で因果が反転したのじゃろう）」

　いや、俺は魔物じゃなくて犬ですが。

　だからレンの解説は間違いなのだ。

　犬には効かない呪いでもかかっていたんだろう。

「ちゅー……（現実から目をそらそうとするのも、そろそろ限界に来とるのではないのか？）」

　しゃ、しゃらっぷ。俺が認めない限り、犬である可能性は消えないのだ。

『ふ、ふ、ふ──』

　崩れていく呪剣が、息を短く吐き始めた。

『ふ──ふははははははははははははははははっ！　何を勝った気になっている！』

　うげ、まだ倒れてなかったのか。

　崩壊する剣の隙間から、黒いもやのようなものが湧き出し始めた。

『この剣は我を封じていたただの器！　むしろ封印を完全に解く手間が省けたというものよ！』

　湧き出すもやの量はどんどん増え、天井に雲のように集まっていく。

『我は悪魔！　元々精神だけの存在よ！　いかに貴様が固く強かろうが、我の体に物理攻撃は一切効かぬ！　じわじわと弱らせて、最後は貴様に取り憑ついてくれるわ！』

　集まったもやはとぐろを巻き、ドリルのように回転しながら俺に襲いかかってきた。

「わふっ（物理無効とか反則じゃん！）」

　おぬしが言うな、と後ろからレンが突っ込んでくるが無視する。

『ふははははぁ！　我は悪魔ゆえに魔法も効きにくい！　もし今の我に通じるとしたら、古いにしえの究極破壊魔法くらいのものよ！』

　あ、それでいいんだ。

「わん（出来ます）」

『え？』

「わんわん（究極破壊魔法、出せます）」

　俺の返答に、もやの動きが止まった。

『え？　本当に？』

「わふーん（イエース）」

　言って、俺はビームを吐く準備に入る。

　大きく開けた口内に光の点が発生し、稲妻を纏った魔力が収束していく。

『や、やめろおおおおおおおおおおおっ!!』

　やめろと言われてやめるやつがいるものか。

「ガルルルルォォォォォォォォォォォンッ!!（俺のペロペロ対象ゼノビアちやんを傷つけた罪は重いぞ、おらぁぁぁぁぁぁんっ！）」

　極太のビームが逃げようとしたもやをまとめて消滅させ、天井を貫いて空まで突き抜けた。

　閃せん光こうと轟ごう音おんが去り、辺りに静寂が戻ってくる。

「わふぅー（ふいー、今度こそ倒しただろ）」

　俺はほっと息をついた。

　ふたたび笑い声が聞こえてくるということもない。

「わふっ（おっと、ゼノビアちゃんたちの様子を見に行かないと）」

　ぽかんと口を開けている勇者のところへ駆け寄る。

「わふわふ（どんな感じ？）」

「にゃー……（それが……）」

　ナフラが回復魔法をかけ続けているが、ゼノビアちゃんは目を閉じたままだ。

　胸の鎧よろいにはぽっかりと大きな穴が開いていて、身動き一つしない。

「わふ……？（え……？）」

「……ボクの……ボクのせいだ……。ごめん、ゼノビア……」

　勇者がふたたび泣き崩れ、ゼノビアちゃんの顔に涙がこぼれ落ちる。

「わふ……（噓うそだろ……？　ゼノビアちゃん……？）」

「にゃー……（それが……回復魔法をかけてるんですけど）」

　効果がないのか？

「にゃーん（いえ、どこも怪け我がをしてないんです）」

「わふっ？（えっ？）」

　驚く俺に応えるように、ゼノビアちゃんの右手が持ち上がり、泣きじゃくる勇者の頰ほおをぬぐった。

「泣くな、馬鹿者……」

「ぜ、ゼノビア……!?　どうして!?　無事だったの!?」

　俺以上に仰天している勇者の前で、ゼノビアちゃんは普通に起き上がってみせる。

　鎧と服は切り裂かれているが、確かにゼノビアちゃんの体からは血が出ていない。

「まったく……お前の毛はどうなってるんだ」

　そう言って、ゼノビアちゃんが懐から取り出したのはクビがもげかけたぬいぐるみだった。

　中から飛び出ているのは綿ではなく、白銀に輝く俺の毛だった。

「こいつが盾になってくれたようだ。衝撃で気を失ってしまったのは不覚だが、負傷はしていない」

「良かった……。良かったよぉ……」

「泣くなと言ってるだろう、まったく」

　ゼノビアちゃんは勇者を胸に抱き寄せ、勇者はすがりついて泣きじゃくる。

「わふわふっ（くっ、このイケメン。ゼノビアちゃんの胸を独り占めとか許されざるよっ）」

「ちゅー（前から言っとる『イケメン』ってなんなんじゃ？）」

「にゃー（さー？　ロウタさんのことだから、どうせろくでもない言葉なんでしょう）」

「わふわふ！（ろくでもなくはないよ！　イケてる男子ってことだよ！）」

「ちゅー？（男子？　何を言っとるんじゃぬし様は？）」

「にゃーん？（さー？　でも、面白いから放っておきましょう）」

　なんでこいつらクスクス笑っとるんだ。

　しかし、ゼノビアちゃんが無事だったのは良かったけど、これで俺の正体がますます疑われることになったなぁ。

「わふふぅ……（はぁ、憂鬱……）」

　溜ため息いきをつくと、ゼノビアちゃんがこちらを向いた。

「不安そうな顔をするな。もうお前をどうこうする気はない。あの凄すさまじい魔法を見てしまった後では、もはや私に何か出来るとも思えんしな」

　ビームまで見られていた。オワタ。間違いなくオワタ。

「今回のことで、よく分かった。お前が悪事を働くことは未み来らい永えい劫ごうないだろう」

　ゼノビアちゃんは俺が魔物であると確信を得ても、敵意を向ける様子もない。

　逆に頭をなでてくれた。

「お前のおかげだ。私もアルステラも、お前に救われた」

　そして今まで見たことのないような、とびきり優しい笑顔を俺に向ける。

「ありがとう、ロウタ」

　天井に開いた穴から月明かりが差し、ゼノビアちゃんの笑顔を彩る。

　俺はそんなゼノビアちゃんを見て、

「わふふー（でへへー、照れるー）」

　前足で顔を隠して体をくねらせた。

「ちゅー（女にとびきりの笑顔を向けられて、返しがこれとは……。ぬし様は本当にしまらんのう）」

「にゃーん（あははー、それが良いところですねー）」

　レンとナフラが俺の体に飛び乗ってくる。

「わふわふ（俺が気の利いたことなんて言えるわけないだろ）」

『自分、ペロペロしてもいいッスか？』って聞かなかっただけマシだと思う。

「ちゅー（それより、こんなところでもたくさしておって良いのか？）」

　え、何が？

「ちゅちゅー（さっき勇者が迷宮核を破壊しておったじゃろう。そろそろ迷宮が崩壊を始める頃じゃぞ）」
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「わふっ!?（ええっ!?　早く言えよ、そういうことは！）」

　俺たちは一カ所に固まり、ナフラが空間魔法を使う。

　景色が真っ白に染まり、次の瞬間、そこはお屋敷の真ん前だった。

「はい、お帰りなさい」

　俺たちを出迎えたのは、魔女帽をかぶったヘカーテだ。

　まるで最初から俺たちがここに来るのを分かっていたように、そこに立っていた。

「その様子だと、上手うまく行ったみたいねぇ」

「わふっ（おう、まぁな）」

　勇者が泣くだけのポンコツになっちゃったけど、剣の呪いもなくなって正気に戻ったようだ。

　落ち着いたら、ゼノビアちゃんが上手くごまかしてくれるだろう。

「ヘカーテ殿も、全て知っておられたのですか……」

「もちろんよぉ。ロウタくんはお友達だって最初から言っていたじゃない。ゼノビアちゃんもこれで晴れて仲間入りねぇ」

「私は……。……いえ、そうですね。下手に警戒するよりは、共に屋敷を守り合った方が良い」

　いや、俺は番犬になるつもりはないから、守るのはゼノビアちゃんの仕事やで。

　しかし俺の言葉はゼノビアちゃんに届かない。くそう、いつもこうだ。

「良ければ、あとで事情を説明して下さい。ロウタが悪あしき魔物ではないというのは分かりましたが、魔王軍を名乗るあの恐ろしい剣の魔物のことやこの森のこと。分からないことが山ほどある」

「良いわよぉ。……でぇもぉ、その前にぃ」

「わふ？（その前に？）」

「お風呂にしましょうか。あなたたち泥だらけで酷ひどいことになってるわよ？」

　そういうことになった。
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「わふー（はふー。疲れたときの風呂は最高ですなー）」

　疲れてなくても最高だけども。

　湯船に深々と浸つかって、俺は恍こう惚こつとする。

　こんな真夜中に風呂に入るのは初めてだ。ヘカーテがメイドさんに言って、大浴場を用意してくれたらしい。

　最初からこうなることを予見してないと、無理な準備だよなぁ。

　いったいどこまで見通しているのか。

　さすがはエルフの大長老だ。

「…………」

　ヘカーテは湯船の縁に腰掛け、ワインの入ったグラスを揺らす。

　しかし細めた目はじーっと俺を捉えて離さない。笑顔なのが逆に恐ろしい。

「わふっ！（だから無言で見てくるのやめろよ！）」

　怖いよ！　口に出して言ってないでしょ！

「ロウタくんは、すぐに顔に出るからねぇ」

「わふっ（マジかよ。やっぱり分かりやすいのか……）」

　前世の頃は表情どころか感情すら失った社畜と化していたけど、こっちに転生してから素直な俺になれたということだな。

　良かった良かった。なので、大目に見て下さい。

「にゃー（うう、やっぱりナフラはお風呂が嫌いですぅー）」

　さっきまでヘカーテに洗われていたナフラが、湯船の縁にへたりこむ。

「だらしないわねぇ。それで、ちゃんと回収してこれたの？」

「にゃーん（あ、はい、これですねー）」

　ナフラがペッと何かを吐き出す。

　それは紫色の金属片だった。

「わふ？（あれ？　それって──）」

「ロウタくんにはまだ秘密。いつか、ね」

　ヘカーテは唇に指を当てて、ウインクしてくる。

　まぁ、何でも良いですけど。むしろ知ってしまうと、もう見て見ぬ振りは出来ないような情報っぽくて知りたくないんですけど。

「もう泣くなと言っているだろう」

「ううっ、ごめん、ごめんよう……」

　湯船の反対側では、ゼノビアちゃんが勇者を慰めている。

「……わふ？（ってなんで勇者がここにいるのん？）」

　この大浴場は女子の憩いの場でしてよ！　俺は犬だからノーカンだけど！

　イケメンなら混浴も許されるってかぁ!?　許さんぞ！　天地が許しても、この俺が許さん！　月に代わってお仕置きしてくれるわ！

　ザブザブとお湯を搔かき分けて突進すると、何かおかしい。

　勇者の胸にゼノビアちゃんに負けず劣らずのメロンが二つ。

「わふぁ!?（はぁ!?）」

　まさか、まさか勇者は──

「わふわふ！（手術済み!?）」

「天然物です……ごめんなさい……ごめんなさい……」

　勇者が平謝りする。まさかの男装少女だったとは。

「ちゅー（ようやく気づきおったか）」

「にゃー（実はロウタさんが一番のフシアナアイなんじゃないですかねー）」

　にしし、とふたりが笑っている。

　ぐぬぬ、気づいてなかったのは俺だけのようなので、言い返せない。

　ていうか、勇者の今の返事は、もしかして俺の言葉を理解してる？

「ぼ、ボク、魔法が使えるから……」

　ああ、エルフもなんか言ってたな。魔法適性があるやつは俺の言ってることが分かるとか何とか。

　ということは、数々の変態発言も全部聞かれていたということに……。

「ごめんなさい……ごめんなさい……。誰にも言いませんから許して下さい……」

　勇者は恥ずかしそうに顔を隠した。

「き、貴様ぁ！　アルステラに何をした!?」

「わ、わふん！（な、何もしてません！　ペロペロしたいなんて言ってません！）」

「ひっ！」

　勇者がますます怯おびえて湯に体を沈める。

「き、貴様ぁ……！」
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　それを見てゼノビアちゃんがわなわなと拳を震わせる。

　冤えん罪ざいだ！　これは冤罪ですよ！

　むしろゼノビアちゃんこそ前を隠すべきでは!?

「ちゅー！（ぬし様！　メスと分かった途端に欲情しおって！　許さんのじゃー！）」

　ええい、レンまで出てきたら、余計にややこしい事態になるだろうがっ。

「ううー、お風呂ずるいですー」

　そこへ、浴場の扉が開いて、お嬢様が入ってきた。

　眠たげな眼まなこをこすって、まだ半覚醒状態のようだ。

　寝ぼけた状態でここまでやって来たのか。さすが楽しいことには抜群の嗅覚を示すお嬢様だ。

「ちょっとメアリ、突然起き出してどこへ……。あ、あら？」

　後を追いかけて来たドリ子様が、浴場の惨状を見て絶句する。

　酒瓶を開けまくるエルフ魔女。その横でぐったりとしている赤猫に、赤面して縮こまる勇者と責任追及する剣士と逃げまどう犬。

　これはひどい。カオスである。

「あらぁ、ちょうど良いじゃない。みんなでお風呂に入りましょう」

　ヘカーテがグラスを掲げてそう言うと、お嬢様はスパパーンと素早く寝間着を脱いで湯船に飛び込んできた。

「なんですの？　なんなんですの？」

　お屋敷のノリについていけないドリ子様は困惑するばかりだ。

「エリザちゃんも早く早くですー」

「も、もうっ。後で𠮟られても知りませんわよっ」

　ドリ子様も渋々といった様子で浴場に入ってきたが、すぐに馴な染じんでお嬢様と遊び始めた。

　結果、大浴場はさらなる騒がしさとなり、最後にはミランダさんに見つかって、お説教を受けることになった。ぎゃふん。
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「では、森にはやはり何の問題もなかったと？」

「はい、ボクの勘違いだったようです」

　翌日、勇者はパパさんの執務室で、今回のことを報告していた。

　問題がなかったどころか、問題しかなかったと思うのだが。

　昨晩、ヘカーテやゼノビアちゃんと風呂で話し合った結果、勇者も俺たちの味方になってくれることになった。

　一晩泣いてすっきりしたのか、メンタルはすっかり回復したようだ。

「ふむ、そういうことならば、私から告げることは何もないが……」

　パパさんは立派なおひげをさすり、ギルド宛ての書簡を勇者に渡す。

　ヘカーテがギルドには取りなしているだろうが、勇者がちゃんと仕事をしたことを伯爵の名で保証する旨が書いてあるんだろう。パパさんは気配り上手である。

「すぐに王都へ旅立つと聞いたが、もう少しゆっくりしていってはどうだね？　飛空船が来るのはまだ一月先だが、陸路で王都へ向かうのとそう大差はないと思うが」

「わふわふ（せやせや、せっかくゼノビアちゃんと仲直りしたんだから、ここにいたら良いのに）」

「いえ、少し思うところがありまして。自分の足で帰りたいと思います」

「そうか。ならばこれ以上の引き留めは野や暮ぼになるな」

「お世話になりました。失礼いたします」

　勇者は頭を下げて、パパさんの見送りを丁寧に辞退し、執務室を後にした。

　俺だけでも見送りに行こうと思い、勇者と一緒に廊下を歩く。

「わふわふ（本当に大丈夫なのか？　勇者さんよ）」

　長い間、あの呪われた聖剣に操られてたみたいだし、最後の方は限界を超えて戦わされていた。

　戦いの後、ナフラが勇者にも回復魔法をかけていたけど、ゆっくり休んでからの方が良いんじゃないだろうか。

「ねぇ、ロウタくん」

「わふ？（なんですかいな）」

「ボクを勇者と呼ぶのはもう勘弁して欲しいな」

　おや、あれだけ勇者であることにこだわっていたのに、もう良いのだろうか。

「ボクは勇者じゃなかった。何の関係もない、ただの人間だった。それを知ったときはショックだったけど、今は解放された気分なんだ。ボクの最初の想おもいはこうじゃなかった。勇者になりたかったのは、人々の助けになりたかっただけで、勇者と呼ばれることそのものじゃなかったんだ。ようやくそれを思い出せたよ」

「わふー（ふーん、良い顔してるじゃん。じゃあ、勇者はやめてアルステラ──も長いな。アルスちゃんって呼んで良いか？）」

　この名前はこの名前で勇者感が強い呼び方になってしまうが、異世界人には関係あるまい。

「ちゃん……。なんだか恥ずかしいけど、それでいいよ」

　聖剣を手放し、険の取れた顔は年相応の少女の顔つきだった。これを男と間違えていたとは、確かにフシアナアイかもしれん。

　お屋敷の玄関を抜けると、正門のところでゼノビアちゃんが待っていた。

「行くのか」

「うん、行くよ」

　ゼノビアちゃんの問いかけに、アルスちゃんはしっかりとうなずいた。

「もう謝るのはやめてくれよ」

「うん、もう謝らない。だから、ゼノビア、ボクともう一度──」

　ゼノビアちゃんに手を伸ばしかけ、アルスちゃんは首を振った。

「ゼノビアの居場所はここなんだね」

「ああ、そうだ」

「そっか。うん、ボクももう一度がんばってみる。勇者としてじゃなく、ただのアルステラとして胸を張れるようになったら、また会いに来て良いかな？」

「当然だ。いつでも来い。待っている」

　二人は拳を突き合わせ、別れを済ませる。

　ゼノビアちゃんは門柱にもたれたまま、アルスちゃんの背を追うことはなく、アルスちゃんもまた、しっかりとした足取りで歩いて行った。

　この二人はもう大丈夫だろう。ゼノビアちゃんも長年のつかえが取れたようにすっきりした顔をしている。

　今回の件は、俺としても収穫が大きかった。

　なにせ俺の正体を知っても味方でいてくれる人が二人も増えたしな。

　しかも両方ＳＳ級冒険者だぜ。屋敷の戦力も向上──って戦力が向上してどうする！

　俺のペットライフに必要なのは、戦闘力じゃなくて平和な日々なんだよ！

　こんな戦闘大好きっ子たちのそばにいられるか、俺はおっさんの飯を食べに行くぞ！

「わふふー（おっさーん。朝ご飯おくれー）」

　飛空船で米がまた入ってきたって聞いてるぞ。

　朝からほかほかご飯でも、俺は一向に構わんっ。どんどん持ってきてくれ！

　と、裏庭から厨ちゆう房ぼうに向かっていると、話し声が聞こえてきた。

『ぶはははは！　何だ貴公ら、その間抜けな姿は！』

「うっさいわね！　あんたなんて包丁にされちゃってるじゃないの！」

「命まで奪われずに済みましたが、貴方あなたも一生その姿で過ごすことになりそうですねぇ……」

　ミラーカちゃんが自分が持っている包丁に向かって話しかけている。

　何だあのやべえ光景は。ただでさえ俺と喋しやべってるところを見られたりして、メイドさんたちに可哀かわい想そうな子として認識されつつあるのに。

　てか、あの包丁今喋ってなかった？　めっちゃ聞き覚えのある声してるんだけど。

『ぐぬぬぬぬ、あの魔女めぇぇっ！　我をこんなちっぽけな包丁に封じるなど、何という屈辱か……！』

　ああ、やっぱりあの包丁はベリゴールが封じられたもののようだ。

　ミラーカちゃんたちと同じように、ヘカーテに力を奪われたわけか。風呂場で見かけた紫色の金属はベリゴールの名残だったみたいだな。

「諦めなさい。私たちも同じ目に遭わされてるんだから」

「そして、力を取り戻す手立ては一向に見つからないと来ています。これはもう素直に諦めた方が良いでしょうな」

『なんと、ぬるいことを！　貴公ら、それでも魔王軍五大魔将か！　もういい！　貴公らになど頼らんわ！　この包丁を持った人間から洗脳してふたたび力を蓄えてくれる！　どこだ！　我の最初の使い手は！』

　憤る包丁は、ミラーカちゃんの手の中でブルブルと震えている。

　そこへ、おっさんが厨房から声をかけた。

「おーい、ミラーカ。俺の包丁しらねぇか？　ヘカーテ先生にもらったやつなんだが。試しに使ってみたくてな」

「あ、料理長。ここにあるわよ。存分に使い倒してちょうだい」

　ミラーカは悪そうな笑みを浮かべて、おっさんに包丁を渡す。

　大丈夫なんだろうか。

　おっさんはアルスちゃんと違って一般人なんだが。

　いざとなったら、あの包丁もビームで消さねばならんかもしれん。

『ふはは、貴様が最初の犠牲者か。良かろうこの我が骨の髄まで侵して──』

　包丁に取り憑ついたベリゴールの声は聞こえていないのか、おっさんはミラーカちゃんから受け取った包丁を光にかざして刃の具合を調べている。

「ふーむ、こりゃ良い包丁だ」

『馬鹿な……!?　なんともないだと……!?　この男どんな精神力をしているのだ……!?』

「馬鹿ね、あんた。力を奪われたって言ってるじゃないの。前みたいに人間を操る力なんて残ってないわよ。あの魔女が万に一つも危険がある物を渡すわけがないでしょ」

『ば、馬鹿なぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!　それでは何か!?　我はずっと魔物ではなく、食材を切るだけの存在として生きていかねばならぬということか!?』

「そうよ、大人しく玉たま葱ねぎでもみじん切りにしてきなさい」

『ぬ、ぬおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおぉっ!!』

　ベリゴールの絶叫はおっさんの耳には届かず、上機嫌で厨房へ引っ込んでいった。

　すぐさま、まな板を叩たたく軽快な包丁の音と、ベリゴールの悲痛な悲鳴が聞こえてくる。

『こ、こんな、魔力もこもっていないただの食材を斬るなど、我のすることではない！　これからずっとこの地獄が続くだと!?　到底耐えられぬ!!　嫌だ！　やめろ！　やめてくれえぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!』

「ふんふんふーん♪」

　ベリゴールの絶叫とおっさんの鼻歌が混ざって、大変シュールな絵面になっている。

「わふぅー……（なんだかなぁ……。ほっといて良いんだろうか、あれ）」

　どうすべきか悩んでいると、一陣の風が吹いた。

「大丈夫よ」

　ヘカーテだった。

「あの子たちの生殺与奪は私が握っているから、万が一にも悪事は働けないわぁ」

　そして恐ろしいことを言ってくる。

「それに何か起きたとしても、ロウタくんがいつものように解決してくれるでしょう？」

「わふん（待て待て。前にも言ったが、ペットの俺に何を期待してるんだ）」

「そうねぇ、全部かしら。ロウタくんに任せればきっと全部何とかしてくれるって私は信じてるわよ」

　え、重たい。背負わせないでそんなの。

　微笑ほほえみかけてくるヘカーテに、俺は耳を搔かいて顔を逸そらす。

　俺の望みは、あくまで平和で怠惰なペットライフ。

　危険なことになんて首を突っ込みたくない。

　ただまぁ、俺の平和を邪魔するやつは、誰であろうと許しておけん。それだけだ。

「ふふっ、そうね。そんなロウタくんだから、私は信じられる」

　よせやい。そんな高評価はノーセンキューだ。

　耳の後ろがますます痒かゆくなっちまうよ。

「あ、ロウタ！　そこにいたんですね！」

　あ、お嬢様だ。二階の窓から元気よく手を振っている。

「エリザちゃんが面白いボードゲームを持ってきてくれたんです！　一緒にやりませんかー？」

「わんわん！（マジで、やるやるー！　見てるだけだけど！）」

「ヘカーテ先生もどうですかー？」

「そうねぇ、それじゃあお邪魔しようかしら」

「……わふ（……手加減しろよ？）」

　ヘカーテは勝負事に手を抜きそうにないからなぁ。子供相手に全勝とか平気でやりそう。

「あら、失礼しちゃうわぁ。そんなことを言うロウタくんには、持ってきたお菓子あげないからぁ」

「わ、わふっ!?（えっ、噓うそごめんなさい！　許して！　御お御み足あしペロペロしましょうか!?）」

「それってロウタくんがしたいだけでしょう──」

「わふん──（な、なぜバレた──）」

　俺たちはふたたび戻ってきた平和な日常を楽しむため、いつものくだらないやりとりをしながら、お嬢様の元へとおもむくのだった。







　あとがき




　おはこんばんにちわん！　またお会いできて光栄です！




　いやあ、今回は激動のお話でしたね。

　まさかミランダさんが魔王軍第七の幹部で、メイド服を突き破って第三形態に変身した後、魔王を裏切って邪神サイドに付くとは。

　そしてその異界の邪神こそがトアちゃんで、長年にわたってこの世界の侵略を企んでいたとは。

　メイド三人衆はこの世界を創造した三柱の女神で、誰が主神の座につくか己の勇者を立てて代理戦争を繰り広げていたとは。

　なんと全ての黒幕はガンドルフパパで、銀河中の国家を裏で牛耳る悪逆なるエイリアンだったとは。

　そして全ての悪に対抗するため、超古代文明の遺跡に封じられた巨大合体ゴーレム。そのパイロット適性を持つ者がジェイムズのおっさんただ一人だったとは。

　誰にも予想できない熱い展開が目白押しでしたね！




　すいません噓うそです。ぜんぶ噓です。

　お屋敷の人たちはフシアナアイを持っているだけの一般人です。




　いや、この巻が発刊されるのが四月一日なので、エイプリルフールをやりたくて思わずムラムラしてやりました。

　最初読んだとき、一瞬ネタバレしたと思った？　やーいやーい。プーッスッス。

　まぁ、待って。

　その振りかぶった石は投げずに、床に置いて下さい。ステイ、ステーイ。




　あ、そうそう（唐突）。

　前回宣伝させて頂いたコミカライズ版ワンワン物語の第一巻なのですが、皆さまのご愛顧のおかげで、大重版が決まりました！

　濃口ｋｉｋｉ先生おめでとうございます！　私も原作者として嬉うれしいです！　喜びの舞を舞います！　舞いました！　家族に変な目で見られました！

　現在も二巻に向けて、ＷＥＢコミックサイト『コミックウォーカー』様と『ニコニコ静画』様で絶賛連載中です！

　もしまだご存じでない方がいらっしゃったら、一度足を運んで頂ければ幸いです！




　小説も負けていられませんな！

　どんどん面白くてモフモフ楽しい物語を紡いで参りますので、これからもロウタたちをよろしくお願いいたします！

　それでは今日はこの辺りで失礼いたします。

　また六巻でお会いしましょう！


二〇一九年二月　犬魔人　拝　









電子書籍特典　書き下ろし短編

『その後の勇者の飯事情』







「あっちゃー、やっぱ間に合わなかったか……」

「わふん（うん？）」

　顔を上げると、おっさんが困った顔で額に手を置いていた。

　アルスちゃんが旅立った後、俺は大理石が敷かれた玄関で、昼寝としゃれ込んでいる。

　お嬢様たちが勉強を始めて暇になっちゃったからな。しばらくのんびりゴロゴロしていようと思っていたら、どうやらおっさんが困っている模様。

「わふわふ（どったの、おっさん？）」

　尻尾の枕から顔を上げて、おっさんのそばに歩み寄る。

「食事も取らずに出るって言うから、せめて弁当だけでも持って行ってもらおうと思ったんだがなぁ」

　なるほど、おっさんが小脇に抱えてるバスケットはお弁当か。

　俺はふんふんと鼻を鳴らして匂いを嗅ぐ。

　うむ、これは美味いやつ。

　間違いない。匂いだけで分かる。フェンリルノーズが保証する。

　おっさんが弁当を渡したかった相手は、アルスちゃんだろう。

　出発するところを俺も見送ったからな。

「流石に今からじゃ、追いかけてもなぁ」

　おっさんは悔しそうに頭を搔く。

　アルスちゃんが出発したのは、かなり前の話だ。

　確かに一般人であるおっさんの足じゃ、冒険者の健脚に追いつけないだろう。

「…………。ああー、困ったー。このままだとー、弁当が無駄になっちまうなぁー」

　おっさんが伸びをしながらそんなことを言う。

「多めに作ったから、誰か届けてくれるやつがいたらー、一緒に食ってもらっても良いんだけどなぁー。誰か足の速いやつが追いかけてくれないかなぁー」

　棒読みのセリフを言いながら、おっさんが横目でチラチラと俺を見てくる。

　くっ、なんてひどい演技力なんだ。大根役者にも程がある。

「わんわん！（みくびるなよ、おっさん！　このロウタ、現世では不労を誓った身！　おつかいといえど、労働なんてまっぴらごめんだぜ！　弁当をちらつかせたりして、そんな見え見えの釣り針に引っかかると思うてかっ！）」
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「わふん！（ふんっ、引っかかったわ！）」

　秒で引っかかったわ！

　普通に考えて、おっさんの弁当に勝てるわけがなかった。

　こんな良い匂いがするエサを前に吊されたら、そりゃ全速力で配達しちゃうよ。

　俺はバスケットの持ち手を口にくわえ、森の中を疾走する。

　街道を使って追いかけても良かったが、通行人に遭遇するかも知れないからな。

　近辺の村人は、俺がお屋敷で飼われている犬だと知っている人もいるけど、そうじゃなかったら魔物が出たって大騒ぎだ。

　誰にも見つからないように、忍び足でアルスちゃんの後を追いかける。

　アルスちゃんの匂いはバッチリ覚えてるから、残り香をたどればすぐだ。

　街道沿いに森の中を進むこと数分、アルスちゃんの気配が強くなってきた。

「わふっ！（お、アルスちゃん発見！）」

　まだ豆粒くらいの大きさだが、街道沿いの木の下に腰掛けて、休憩を取っている。

　手に持った何かをちぎっているように見えるが、何をしているんだろう。

　様子を探るために、俺は耳をパタつかせた。

　フェンリルイヤーは地獄耳。アルスちゃんの小さなつぶやきも聞き逃さない。

「うぅ……、不味いよぅ……。つらいよぅ……。僕は今までこんなものを平気で食べていたのか……」

　アルスちゃんが少しずつちぎって口に運んでいたのは、あの悪名高き携帯食料だったようだ。

　不味い不味いと聞いていたが、泣くほど不味いのか、あれ……。

　アルスちゃんはほんの少しだけちぎっては、もそもそと口に運んで半泣きになっている。

　ふふふ、安心しな。苦しむのはそこまでだぜ。今すぐとびきり美味い昼食を届けてやるからな！　俺も早く食いたい！

「わっふ！（とうっ！）」

　俺は森から飛び出し、アルスちゃんのところへまっしぐらに爆走する。

「うっ、うわっ!?　ま、魔物っ!?」

　驚いたアルスちゃんは、背中に手を回して、剣がないことに焦りだす。

「くっ、そんな……！　ぼ、僕は、やっぱり僕は、剣がないと、何も出来ないのか……」

　アルスちゃんは歯を食いしばり、涙ぐんで震え始めてしまう。

　聖剣が壊れて正気を取り戻して以降、アルスちゃんのメンタルは豆腐並みだ。

　弱体化が激しすぎて、ちょっとしたことですぐにダメージを受けてしまう。

　強キャラが仲間になった途端弱くなるのはよくあることとは言え、アルスちゃんも引換券タイプだったか……。

　だが、そんなに落ち込むことはないぜ、アルスちゃん。

　君の元同僚は、剣を持っててもあんまり役に立たないからな。あっちも家宝の剣折れちゃってどうするんだろう。剣のないゼノビアちゃんとか、ポンコツ度が八割増しだぞ。

　そんなことを考えている間に、あっという間にアルスちゃんは目の前だ。

「わふん！（へい、お待ち！）」

　ずざざーっと足でブレーキをかけながら、アルスちゃんの前で停止する。

「き、キミは!?」

　アルスちゃんは走ってきたのが俺だと気づき、驚きで立ち上がった。

「わんわん！（そんな携帯食料よりこいつを食べな！　最高に美味い弁当をお届けだ！）」

「お、お弁当？」

　アルスちゃんの前にバスケットを置き、俺は尻尾を振りながらお座りする。

「きみ、わざわざ、僕のために……？」

「わふっ（せやで）」

　半分は自分のためだけどな！

　ふはは、その弁当、駄賃代わりに半分寄越してもらおうか。

「う、うん。もちろん」

　俺の要求に普通に答えるアルスちゃん。

　そうだった。アルスちゃんは魔法が使えるから、俺の言葉が分かるんだった。これは下手なことは言えないぞ。

「それじゃあ、開けるね？」

　アルスちゃんは携帯食料を鞄にしまい、バスケットに手を伸ばした。

　厚めの布の包みごと中身を取り出す。

「わ、まだ温かい」

　抱えた布の暖かさに驚くアルスちゃん。

　出来たてをお届けに上がったからな。厚い布も保温効果を高めてあったようだ。

　包みを丁寧に広げると、二段になったカゴと陶器の器が顔を出した。

　長方形のカゴの中には、おっさん特製のサンドイッチがぎっしりと詰まっている。そして陶器の器は、盛り上がったパイで蓋がされていた。

「わふん？（なんだろ、これ？　初めて見るな）」

「あ、手紙が入ってるね。なになに……。パイをスプーンで上から潰して食べて下さい、だって」

　書かれたとおりに、アルスちゃんはバスケットに入っていたスプーンでパイを潰す。

　パイ生地は薄く、さくりと割れ、その瞬間、中から湯気が立ち上ってきた。

　この芳醇な香りは──

「わふっ！（シチューだこれ！）」

　パイ生地ごと焼かれて蓋をされていたおかげだろう。中のシチューは熱々だ。

　野菜と肉がゴロゴロ入ったホワイトシチューは、見るからに美味そうである。

　シチューの器は二個あったので、アルスちゃんと一個ずつ分け合うことが出来る。

　サンドイッチも二段重ねにしてあったり、どう見ても量が二人前を想定してあった。

　おっさんめ、最初から俺に届けさせるつもりだったな。

「わふわふ！（だが許す！　この昼飯を前にして腹が立つわけがない！）」

　腹は立たないが、腹は減る。それはもう、猛烈に。

　食欲の赴くまま、俺は鼻先でパイを潰して、シチューにがっついた。

「わふっわふっ！（あつっ！　あつつっ！）」

　だが、美味い！　ほかほかシチューの何とあったまることか。

　シチューの旨味がしみたパイがまた美味い。ガシガシ崩して、シチューの中に投入する。縁の固くなったところは後でかじって食べよう。

　こういうのは端はしっこのところが逆に美味いんだよな。卵焼きしかり、焼き豚しかり。

「わんわん！（ほれ、アルスちゃんも食ってみろよ！　うんまいぞ！）」

「う、うん」

　おそるおそるといった様子で、アルスちゃんはシチューをすくって、ふぅふぅと息を吹きかけて冷まし、スプーンに口を付ける。

「!?　お、美味しい……!!」

　せやろ。

　作ったのはおっさんだが、届けたのは俺だ。この手柄は折半しても良いのではなかろうか。

「ちゅー（そんなわけが、ないじゃろが）」

　シチューに浸けたパイをぱくつきながら、レンがツッコミを入れてくる。

　こいつめ、メシの時とツッコミの時だけ起きて来やがって……。

「料理って、こんなに美味しかったんだ……」

　アルスちゃんがしみじみと言う。

　アルスちゃんって、聖剣に洗脳されてた頃は味覚を失ってたんだっけ。

　味覚が戻って最初に食べたものがクソ不味い携帯食料で、その次におっさんの激うまシチューとか、それはもう天国に昇る気持ちになったことだろう。

「美味しい……すごく……美味しいよ……」

「わふふー。……わ、わふっ!?（せやろせやろー。……って、泣いてる!?）」

　両の瞳からぽろぽろと涙をこぼすアルスちゃん。

　おっさんのメシの腕前は人を泣かせるところまで来ていたのか。

　アルスちゃんは涙を拭うことも忘れて、一心不乱にシチューを食べる。

　子供みたいに夢中になって、そんなに美味かったのか。

　しょうがない、その涙は俺が代わりにペロペロして拭いてあげよう。

「ちゅちゅー（ぬし様、毎度それを言うが、一度でも実際にやったことがあったかの？）」

「わぐぐっ!?（ぬぐぐっ!?　き、気づいていただと!?）」

「ちゅー（ぬし様は意外とウブなところがあるからのう）」

　だだだ、誰がヘタレやねん!?

「ちゅーちゅー（まったく、わしに言えばいくらでも相手になってやるというのに……。思う存分舐めて良いのじゃぞ？）」

「わふ（あ、それは結構です）」

「ちゅちゅー!!（なんで即答するんじゃーっ!!）」

　ケモナーじゃないからだよ！　何度目だ、このやりとり！

「ふふっ、キミたちは面白いね」

　アルスちゃんが俺たちの口げんかに気づいて食事の手を止める。

　ああ、涙が拭われてしまった。せっかくのペロペロチャンスが。

「ちゅー（だから、やらんじゃろ）」

　うるさい。次の機会には絶対ペロペロしてやるんだから。

　しかし、アルスちゃん、屋敷に来た頃のキザ勇者感がまったくなくなったなぁ。

　ヅカかよってレベルでイケメンオーラを振りまいていたから、俺も最初は男だと思ってたからな。

　まぁ、周りから勇者であれっていうプレッシャーがのしかかっていたからこその、あの振る舞いだったんだろう。

　そういった重圧から解放された今、アルスちゃんの雰囲気は泣き虫でボーイッシュな女の子って感じだ。こっちがアルスちゃんの素なんだろうな。

「ごちそうさまでした。本当に美味しかった。コックさんにお礼を伝えておいてくれると嬉しいな」

　食事を終えて、アルスちゃんは丁寧に包みをバスケット戻して、俺に渡してくる。

「わふわふ（任せとけ。まぁ、おっさんに俺の言葉は伝わらないんだけど）」

「そう言えばそうだったね。キミは犬のフリをしているんだったね」

　犬のフリって何ですか。どこをどう見ても、俺は由緒正しいペットの犬じゃないですか。

「どこをどう見ても、キミを犬と言うには無理があると思うんだけど……」

　……うん、実は俺もそう思う。

　お屋敷の人たちはわりとどうかしている。

　フシアナアイだしお人好しだし甘やかしすぎだし、最高かよ。一生養ってもらわねば。

「君の願いは、本当にそれだけなんだね。それだけの力を持つ魔物でありながら、ただの犬としての暮らしを望んでいる」

「わふわふ（ふふん、立派な夢だろう）」

「ふふっ、そうだね。僕も最初に願ったことは、たわいのない夢だった。ただみんなに笑って暮らして欲しかった。それだだけなんだ。なのに、どうしてこんなことになっちゃったんだろうね……」

「わんっ（やめやめ。自分を責めても始まらんぞ）」

　アルスちゃんのせいではないだろう。一族みんなあの聖剣に操られてたんだからしょうがない。自分の代で正気に戻れて良かったじゃん。

「……うん、ありがとう。君のおかげだ。せめてこれからは間違えないように頑張っていくよ。まだ現れてない魔王軍のこととか、キミもこれから大変だろうけど、頑張ってね」

　大変なことなんて何もないな。俺には頼りになる仲間たちが沢山いるから。

　また魔王軍が来てもけちょんけちょんよ。そして俺は後ろから応援する。

　これからも他力本願パワーで乗り切ってやるのさ。

「これだけ強いのに、まだそんなことを言うんだね。ある意味すごい」

　そうだろうそうだろう。このロウタ、臆病さにかけては誰にも負けない自信がある。

「褒めてるわけじゃないんだけど……。まぁ、いいや。キミには返しきれないほどの借りがある。何かあったら僕も力になるよ。いつでも呼んで欲しい」

「わんわん！（本当か!?　言ったな!?　絶対だぞ！　言質取ったからな！　俺を舐めるなよ。ちょっとしたピンチでもすぐに助けを呼ぶからな！）」

「う、うん。お手柔らかに頼むよ」

　俺の勢いに若干引きながら、アルスちゃんは俺の前足を握った。

「それじゃあ、今度こそ、さよならだね」

　アルスちゃんは手を振って歩いて行く。

　俺はバスケットを振って、手の代わりに尻尾を振って見送った。

「……わふっ!?（はっ!?　そう言えば連絡先を聞いてない!?）」

　呼んだら来るって、呼ぶ手段がないじゃん！　詐欺だー！

　俺はジタバタした。




　　　　†　†　†




　もう一度、一からやり直すというアルスちゃんの行く道は険しいかも知れない。

　それでもまぁ、今のアルスちゃんなら何とかするんじゃないだろうか。ゼノビアちゃんとも仲直りできたし、きっと過去の仲間たちともまたやり直せる。

　一人じゃなけりゃ何とでもなるもんだ。異世界に来てからボッチを卒業した俺が言うんだから間違いない。

　次に会うときには立派に成長していることだろう。

　そんなアルスちゃんとの再会はだいぶ先になると思っていたんだが、意外と早かった。

　というかあまりに早すぎたのだが、それはまた別の話。



















ワンワン物もの語がたり５




～金かね持もちの犬いぬにしてとは言いったが、フェンリルにしろとは言いってねえ！～

【電でん子し特とく別べつ版ばん】








犬いぬ魔ま人じん





角川スニーカー文庫





2019年4月1日　発行





©Inumajin, Kochimo 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『ワンワン物語５　～金持ちの犬にしてとは言ったが、フェンリルにしろとは言ってねえ！～』

2019年4月1日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p232.jpg





item/image/m003.jpg
o HANGHE- |
S AR SEREHCRYRERS






item/image/m004.jpg
=

~)
=)
\‘o
22
bﬁh/vm.w
e
3
#*
oo






item/image/m001.jpg
= =R A0 Q I — A
~EAO ORI RE S ST






item/image/m002.jpg
{

S

Cunj
E\

ER
= %

m%%m&

k.bw
J,/b
.mn 2
%!
2
i






item/image/m007.jpg
Aﬁ HOE—






item/image/m005.jpg
% Wﬁmm%' -
~LEIO LR BIFO R S—






item/image/m006.jpg
SV):: s NN o ~a PN I Y






item/image/p239.jpg





item/image/allcover-001.jpg
s FRA
NETHTE > WBITE) E UL,
BEYCHIBLDTRNE ULz
WTT. MIETRUELELL,

1520 b
BTHEREDA R ML~ 9 — R,
L SN
ARISEAGEE,
DUBAGHECEHS,

IAFRN /DB
DFHAS AT - H

(4
L
3
5
3
5
T
B
x
7

)| R=—H=37

=%

BR—S— 1N

BEM O TEFBORCHEELLODY, BEERS - H—
=ES&UvF AIGBR. BREFERORL
OV Y DBICRURAATEROE—ATUOKRER - TY
PRAOFKHE (BE) PIRTSOBERE ! BIEEH
RBRECELT. Ny MEFEFRE! LBVEP-TILR
FIRBREVEPAL A ¥—T, ROBRELEHREYF 1?
MbEHbd (RBIBVNFEED. BLEOLIFoRDERET
PRE!)] PIWRFSORIDSHMETDICH. OVFE
Y5 ESIEENT, BRIORRET 73!

SROBMOE "I VUL BETF/II— BHEH!






item/image/p073.jpg





item/image/p223.jpg
Z
%

,""J‘ F





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		01　新人メイドたちの日常！　と思ったら毛が燃えない!?



		02　白黒可愛い仔狼たち！　と思ったら正体発覚!?



		03　エルフの接待！　と思ったら食客剣士の過去が判明!?



		04　ドリ子様が来訪！　と思ったら勇者も来訪！



		05　作戦は順調！　と思ったらお嬢様の絵が凄い！



		06　迷宮攻略！　と思ったら本性を現した!?



		エピローグ



		あとがき



		電子書籍特典　書き下ろし短編『その後の勇者の飯事情』



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p181.jpg





item/image/p013.jpg





item/image/titlepage.jpg
~ ~ =
7 MFES
~ERBEORICLTEIFS oD,
ZIVINCLAERE>TRA ! ~

ABEA

BIAZ—H—XE
2153






item/image/kuchie-001.jpg
)






item/image/p123.jpg





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
. .0

se00 00 E‘(i’ see0 00
0 FHAAL b OHE !
EHST5ERAEZIEN? -+« p3

b Z 33
02 HEAEWIFRETE !
LHSRESE#HEER? - p3g

03 LT D#HEiF!
EBSESEEZHE0BEHFAI? -+ pes

04 RYFsEh KA !
LBRSRbEHREED] - plo6

05 YERRIGMEN | e
LRSS HEFQEAEV ] - pI5T

06 3k Frini|
EBSTe o AVERHLTI? - p194

TEa—% --- p235

HLHEF -+ p251

=





item/image/p049.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





